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　最初に異い変へんに気づいたのは、この山のニホンザルを長年観かん察さつしてきた地元の大学の霊れい長ちよう類るい研究チームだった。

　この山の群むれには随ずい分ぶん前まえから、他所よその群から渡ってきたハナレザルの雄おすが一匹ぴきくっついていた。なかなか群に受け入れてもらう事が出来ず、いつも群から少し離れたところで一人ぽつんと過ごしていた貧ひん相そうな雄猿ざるだった。群で一番強つよく大きいボス格かくの雄にやられて片かた目めを失ってからは一いつ層そう覇は気きを失い、子こ猿ざるにまで馬ば鹿かにされる有あり様さまだった。他の猿たちが登と山ざん道どうのゴミ箱から人の食べ残しを漁あさっている時も、この片目猿だけは雑ざつ草そうと低い灌かん木ぼくくらいしか生はえていない崩くずれかけた古い祠ほこらの周囲で、雑草の根っこなどを囓かじっていた。元もと々もと他所の群から渡ってきた猿で、この山の群と違って人ひと里ざとに対して馴なれがあったため、ちょくちょく群を離れて町へ下りては農のう作さく物ぶつなどを荒らして飢うえを凌しのいでいた。それでも栄えい養ようが不足していたのか、それともストレスのためなのか、まだそれほどの老ろう齢れいではないにもかかわらず全身の毛が白くなっていた。いつも群から少し離れた場所に単たん独どくでいる事が多く、白しろ毛げで片目がないという見分けやすい特とく徴ちようがあるため、調査チームのメンバー達には良く顔を覚えられていた片目猿だったが、ある日突とつ然ぜん彼は調査チームの前から姿すがたを消した。最初、調査チームは事じ故こか病気で動けなくなって死んだのだろうと考えたが、死し体たいは見つからなかった。だが、雄が群から不ふ意いにいなくなる事自じ体たいは珍めずらしくない現げん象しようなので、誰だれも特別な事とは思わなかった。

　それからしばらく経たったある日、群で一番大きく序じよ列れつ一位だった雄が、何者かに引き千ち切ぎられ八やつ裂ざきになって無む惨ざんに死んでいるのが発見された。死体に爪つめ痕あとや牙きばの痕はなく、残っていたのは何かとてつもない力で引き千切られた痕と、全身の骨を砕くだく打だ撲ぼく。何か巨きよ大だいな生き物によって腕を引き千切られた後、高こう所しよから岩いわ場ばに向かって放り投げられたようだった。殺された雄は、右目が抉えぐり取られていたが、その事と、姿を消した片目の雄とを結びつけて考えた者はいなかった。どう見てもニホンザルの力で可能な芸げい当とうではなかったし、ましてや貧ひん弱じやくなあの片目猿にこんな事が出来るわけがないと誰もが思った。これだけの力を持つ動物といえば熊くまか猪いのししくらいしか考えられなかったが、爪痕も牙の痕も見当たらないし、そもそも熊や猪の前足では何かを摑つかんで引き千切ったり投げつけたりという動どう作さは不ふ可か能のうだ。一体何なに者ものの仕し業わざかと、調査チーム一いち同どうは首を傾かしげるばかりだった。

　異変はこの雄の死だけでは終わらなかった。翌よく日じつから、ほとんど連れん日じつのように猿の死体が次々に見つかった。上はすでに大人おとなから、下はまだ生せい後ご一年ほどの子猿まで、全て最初の被ひ害がい者しや同どう様ようにもの凄すごい力で摑まれ、岩や木に叩たたきつけられ、引き千切られていた。調査チームが調べたところ、殺されたサルは皆、最初に死んだリーダー格かくの雄と親しい関係を築きずいていた雌めすとその子供達たちだった。同じ血けつ縁えんグループの猿ばかりが狙ねらわれたことから、猿同どう士しの諍いさかいから殺し合いに発展した可能性を指し摘てきする声が上がったが、大人猿でさえ引き裂くほどの力を持った猿など群の中にはいなかったし、子殺しならともかく、猿同士の争いがこんな大量虐ぎやく殺さつ劇げきに発展した事じ例れいも今まで観察されたことはなかった。結局、殺した犯人は分からないままだった。

　それからほどなくして、かつて群むれの中で一番貧ひん弱じやくだったあの白しら髪がの片かた目め雄おす猿ざるが、群の第一位に君くん臨りんしている事が確かく認にんされた。その体はまるで熊くまかゴリラのように大きくなっていて、右目の傷きず痕あとがなければとても同じ個こ体たいだとは思えない程ほどだった。否いな、それどころか同じニホンザルとさえ俄にわかには信じがたい威い容ようだった。伸び始めた冬ふゆ毛げはその体を一いつ層そう大きく見せ、ヒグマと比べても遜そん色しよくないとさえ思えた。

　それから数日後ご、調査チームは突とつ然ぜん猿の群に襲しゆう撃げきを受けた。その襲撃は偶ぐう発はつ的なものではなく、片目雄によって完全に統とう率そつされ計画されたものだったとチームのメンバー達は証しよう言げんした。群を規き律りつ正しく統率するボス猿という、現在では疑ぎ問もん視しされている存在の出しゆつ現げんに、研究者の関心は高まった。また、今までは報告されても猟りよう師したちのホラ話だと思われていた「人より大きなニホンザル」の存在が映えい像ぞう付つきではっきり確認された事も研究者の間では大きな話題となり、一部のオカルト雑誌なども未み確認生せい物ぶつや雪ゆき男おとこと絡めた特とく集しゆう記事を組んだ。だが調査チームのメンバーは全員が負ふ傷しよう、しかもその大たい半はんは入院してしまい、調査は中ちゆう断だんを余よ儀ぎなくされた。




　次に異い変へんに気づいたのは、地元の農のう家かだった。

　これまでは人を恐れてあまり畑に近づこうとしなかった猿たちが、突とつ然ぜんまるで恐れることなく平へい気きな顔で農のう作さく物ぶつを荒らすようになったのだ。

　これまでも、猿が農作物を荒らす事はあった。だが、犬を使って追い立てれば山の中へ逃げ去った。しかしある時とき突然ヒグマほどもある巨きよ大だいな猿が群を率ひきいるようになってから、まるで様よう子すが変わった。群を追い立てようとした犬たちが、巨大な猿によってあっさりと捻ひねり殺されて以来、他の猿たちも犬をちっとも怖こわがらなくなり、それどころか逆に犬や人を襲おそうようになった。

　山やま沿ぞいに広がる畑や果か樹じゆ園えんは次々に荒らされた。猿の餌えさの食い方は贅ぜい沢たくだ。一ひと囓かじりか二囓りしたら後は捨てて新たな餌に手を出す。そんな食べ方で群全体が腹はら一いつ杯ぱいになるまで貪むさぼるのだ。襲われた畑は文字通り根こそぎ食い荒らされ、売り物になるものなど何なに一つ残らなかった。特に果樹園では果か実じつを取られるだけに留まらず、枝を折られたり根ね元もとから掘り返されたりと果樹そのものへの被ひ害がいが多く、営業再さい開かいが絶ぜつ望ぼう的となって廃はい業ぎように追い込まれる農家が続ぞく出しゆつした。必ひつ死しで自分の果樹園を守ろうとした老ろう夫ふう婦ふが猿の群の返かえり討うちに遭あって、半はん死し半はん生しようの状態で病院へ運ばれた。猿を追い払うために飼っていた犬は、十一匹ぴきが死に、五匹が再さい起き不ふ能のうになった。

　地元の農家達たちは最さつ早そく自じ助じよ努力で追い払う事は不可能と見て、市の担当課かに駆く除じよを要よう請せいした。幸いにして、最初に猿に襲われた大学の専せん門もん家かが、地元の役やく場ばで猿えん害がい対策のアドバイザーを務めていた。話はすぐに通じ、すぐさま役場と警察と地元猟りよう友ゆう会かい、更さらに襲われた大学の観察チームによる害がい獣じゆう駆除チームが結けつ成せいされた。

　基本方ほう針しんは、群を囲い込んでの奥おく山やまへの追い上げとされた。全ぜん頭とう駆除は非ひ現実的だし、中ちゆう途と半はん端ぱに追い散らしても被ひ害がいが他所よそへ分ぶん散さんするだけ。だからなるべく群むれ全ぜん体たいを包ほう囲いして、元の住すみ処かである山の奥へと追い返し、人ひと里ざとは怖こわいところだと学習させる事が目標となった。またその際、人に馴なれていて脅おどしたくらいでは逃げようとしない猿さるがいた場合には、他の猿がそれを見て「逃げなくても大だい丈じよう夫ぶ」と学習してしまう事を防ぐため、猟りよう友ゆう会かいのハンターによって駆く除じよする事が申し合わされた。大学の観察チームが以前群の雌めすに取り付けたＧＰＳ発はつ信しん器きによって、群の動どう向こうはかなり正確に把は握あくする事が出来る環かん境きようにあった。追い上げは、取りあえず一週間連れん日じつ行ってから、しばらく経けい過かを観察するという事になった。

　作さく戦せん初日、集まった猟友会のメンバーは二十名。藪やぶの茂っている季節では隠かくれてやり過ごそうとする猿を見み逃のがす恐れも多いため、優ゆう秀しゆうな猟りよう犬けんが百頭とうも集められた。また、地元の農のう家かからは三十名がロケット花はな火びや爆ばく竹ちくなどを持って参加し、万まんが一いち町中へ逃げ込んだ場合に備えて警察の機き動どう隊たいがネットを持って待たい機きした。ニホンザル駆く除じよの経験もあるベテランハンターの仕切りで各かく人じん各かく犬けんは的てき確かくに働き、白はく昼ちゆう堂どう々どうニンジン畑ばたけのど真まん中にやってきた猿の群を、銃じゆうやロケット花火で脅おどして一いつ斉せいに山の奥へと追い立てた。ただ一匹ぴき、群のリーダーである真まっ白しろな毛の片かた目めの大おお猿ざるだけが、逃げる素そ振ぶりも動どう揺ようする気け配はいもなく、畑に残ってニンジンを食い散らかしていた。間違いなく、この大猿こそが群を人里へ連れてきている元げん凶きようだ。すかさず猟友会の駆除チームがその大猿を包ほう囲い。一つ玉スラツグ弾を詰めた猟友会メンバーの散さん弾だん銃じゆうが火を噴ふき、大きな弾だん丸がんが大猿の頭を見事に捉とらえた。思わず皆の口から歓かん声せいが上がった。

　だが。

　大猿はほんの一いつ瞬しゆんだけ射しや手しゆのほうを見ると、再び何なに事ごともなかったかのようにのんびりと畑のニンジンを囓かじり続けた。死ぬどころか、怪け我がを負った様よう子すも逃げる気配もない。ただ悠ゆう然ぜんと食事を続ける大猿に、ハンター達はしばし啞あ然ぜんとした。急きゆう所しよに弾たまが当たったのに獲え物ものが動き続ける事自じ体たいは珍めずらしくない。喉のどに命めい中ちゆうさせても気き道どうを外していてそのまま逃げられる例などいくらでもあるし、心しん臓ぞうに命中させていても反はん撃げきしてきたり逃げ続ける事だって獲物によってはあり得る事だ。頭とう部ぶに命中させた場合だって、実際には頰ほおや顎あごを貫かん通つうしていただけで致ち命めい傷しようには程ほど遠かったなんて事はよくあるし、脳のうに命中していてすら走り続ける事がある。だがしかし、確かに命中しているにもかかわらず、逃げもしないで悠ゆう々ゆうと餌えさを貪むさぼり続ける獲物などは、ベテランのハンター達といえども初めてだ。しかもこの大猿は、ヒグマでも仕し留とめられるスラッグ弾をわずか三十メートルの距離で喰らっていながら、毛け皮がわに血の痕あとさえ滲にじんでいないのである。

　だが、ハンター達はすぐ我に返った。相手は生き物。生命というのは脆もろい時は脆いがしぶとい時はトコトンしぶとい。どんな予想外がいの反応を見せても不ふ思し議ぎはないのだ。そう思い直すと同時に、別のハンターがライフル銃で心臓を狙ねらって撃うった。ほとんど静せい止ししている的まとを相手に数十メートルの至し近きん距離で狙って外す事はない。ライフル弾は大猿の脇わき腹ばらから心臓へと抜ける角度で正確に命中した。先が尖とがって細ほそ身みのライフル弾はスラッグ弾より貫通力りよくで勝る。さすがに今度は怪我の一つくらいしただろうと全員が期待した。

　しかし、またしても大おお猿ざるは何事もなかったかのような顔で無む反応。血が出た様よう子すもない。

　それを確かく認にんすると同時に、ハンター達は一いつ斉せいに大猿目め掛がけて引き金がねを引いた。目の前の異常な現実を否定しようとするかのように、装そう塡てんした弾たまを一気に撃うち尽くした。

　そして新たな弾を込め直そうとした時。

　大猿が後ろ足だけで立ち上がった。優ゆうに三メートルを超える威い容ようにベテランハンターでさえ思わず立ち竦すくんだ。

　大猿の口くち元もとが、嘲あざ笑わらうようにニヤリと歪ゆがんだ。鋭い犬けん歯しが覗のぞいた。猿が笑うという見た事のない光こう景けいに、新たな弾を装塡する手が一いつ瞬しゆん止とまった。

　大猿がハンター達たち目掛けて襲おそいかかったのは、まさにその瞬しゆん間かんだった。

　犬と共に猿の群むれを追い散らす役目を任されていたハンターが戻ってきて見たものは、針はり金がね細ざい工くのようにぐにゃぐにゃに折り曲げられた銃じゆう身しんを抱えて血ち塗まみれになって横たわる仲間達たちの無む惨ざんな姿すがただった。




　幸いにして、ハンター達は全員九きゆう死しに一いつ生しようを得た。

　ハンター達は、自分たちは偶ぐう然ぜん助かったのではなく、大猿の強さの証しよう人にんとしてわざと生かしたまま放ほう置ちされたのだと異い口く同どう音おんに主張した。

　彼らの撮さつ影えいしていた記録ビデオおよび証しよう言げんから、大猿に銃じゆうが効かないという話が伝えられた。現場から回かい収しゆうされた潰つぶれた銃じゆう弾だんには、一いつ滴てきの血も付いていなかった。

　話はメディアによって全国へ広まり、またこの県の知ち事じや地元選せん出しゆつの国会議ぎ員いんの耳にも入った。

　猟りよう銃じゆうが効かない事および、大猿が銃身を苦もなく折り曲げる怪かい力りきを有する事は、証しよう拠こ映えい像ぞうと物ぶつ証しようを伴う明めい白はくな事実だった。大猿駆く除じよのためには猟銃以い上じようの火か力りよくが必要だという議ぎ論ろんが起こり、国会では自じ衛えい隊たいの投とう入にゆうが審しん議ぎされた。その間も地元では罠わなや毒どく餌えによる駆除を試みたが、悉ことごとく失敗に終わった。武ぶ器きを持ったハンター集団を退しりぞけた事で猿の群はいよいよ増ぞう長ちようし、畑の被ひ害がいは増加する一方だった。

　そしてついに、自衛隊の投入が決けつ断だんされた。過去にも、災害派は遣けんとして大だい山せんでの猪いのしし狩がり、訓くん練れん名めい目もくでの北ほつ海かい道どうのトド駆除など、害がい獣じゆう駆除に自衛隊が投入されて実じつ弾だん射しや撃げきを行った前ぜん例れいはある。最近の害獣駆除での派遣では、自衛隊の任にん務むは輸ゆ送そう、通信の支援のみに限定され、射撃はハンターが行う事が原げん則そくとなっているが、今回はハンターたちが所しよ持じ出来る銃じゆう器きが通じないのだ。ならば自衛隊の有する重じゆう火か器きをもって対たい処しよするしかない。緊きん急きゆう性せいといい、非ひ代だい替たい性といい、自衛隊の出しゆつ動どう用件は揃そろっている。与よ野や党とう一致で自衛隊の派遣及および武器の使用が承しよう認にんされた。




　前回の追い上げ作戦失しつ敗ぱい以降、猿たちはいよいよ傍ぼう若じやく無ぶ人じんに畑を荒らすようになり、警けい戒かい心しんなどまるでなくなっていたため、野や生せい動物の狩かりの経験を持たない自じ衛えい隊たいでもターゲットの大おお猿ざるを見つけるのは容よう易いだった。

　兵へい員いん輸ゆ送そう用の装そう甲こう車しやから降りた隊たい員いん達たちは、まずは89式五・五六ミリ小しよう銃じゆうで射しや撃げきを加えた。群むれの猿たちは音に驚いて逃げ去ったが、スラッグ弾だんでさえ通じないという大猿には五・五六ミリ弾など砂すな粒つぶ同どう然ぜんだった。

　もちろん隊員達もそれは想そう定てい済ずみだ。

　あくまでこれは他の猿たちが流れ弾だまで死なないように音で脅おどかして追い散らすためのものであり、また運うん搬ぱんに時間の掛かる重じゆう機き関かん銃じゆうを運ぶための時間稼かせぎである。

　89式小銃の銃じゆう口こうが火を噴ふいている間に、後方の隊員が三人がかりで重機関銃Ｍ２を運び、流れ弾が民みん家かに当たらない位置に据すえた。弾は一二・七ミリ徹てつ甲こう弾だん。一〇〇メートルの距離からでも厚さ一・八センチの圧あつ延えん鋼こう板はんをぶち抜く威い力りよくを持つ。コイツを一分間に五五〇発の速度で連れん射しやするのだ。相手がアフリカ象ぞうでも簡単にミンチにしてしまえる威力である。本来ならば、生き物相あい手てに持ち出すような武ぶ器きではない。

　ダララララッと連続した射撃音おんが辺りに響ひびき、帯おび状じように繫つながれた弾がみるみる銃じゆう身しんに吞み込まれてあっという間になくなった。

　しかし、この威力でもなお大猿にダメージを与えた様よう子すはなかった。それどころか大猿は、まるで蚤のみか何かのように毛け皮がわの中からひしゃげた弾だん頭とうを摘つまみ出すと、フッと息をかけて吹き飛ばしてからごろりと横になった。防ぼう弾だんチョッキの上から撃うたれればチョッキは無ぶ事じでも骨折する事があるように、毛皮が貫つらぬけなくても何らかのダメージは与えられるのではないかと期待していたが、残念ながら大猿が何かのダメージを負った様よう子すは見受けられなかった。

　Ｍ２機関銃の射しや手しゆは使用弾だん薬やくを焼しよう夷い弾だんに変える事を提案したが、もし毛皮が燃え上がった状態で大猿が逃げ出して民家などへ駆かけ込まれたら火か事じになる恐れがあり却きやつ下か。代わりに84ミリ無む反はん動どう砲ほうの使用が指し示じされた。84ミリ無反動砲から発はつ射しやされる対たい戦せん車しや用の成せい型けい炸さく薬やく弾だんは、着ちやく弾だんと同時に高こう圧あつのジェットを噴き出して装そう甲こうを破る仕し掛かけで、そのジェットの勢いは秒びよう速そく八キロメートルにも達する。このジェット噴ふん流りゆうの常識を超えた超ちよう高速超ちよう高圧の前に、装甲の鋼板は最も早はや弾だん性せい体たいではなく流りゆう体たいとして振る舞い、あたかも溶け落ちるが如ごとく穴が空あいてしまうのである。ちゃんと当たれば四〇センチ厚あつの装甲すら貫くこの成型炸薬弾のジェットに晒さらされれば、さすがの大猿であっても無む傷きずのはずがなかった。派は遣けんされた普通科かの装そう備びで、これ以上の侵しん徹てつ力りよくを持つ火器はない。これが駄だ目めなら撤てつ退たいするしかなかった。

　半なかば祈るような気持ちで無反動砲は発射された。

　弾は、寝ね転ころがっている大猿に苦もなく命めい中ちゆう。

　炸薬の閃せん光こうが漏もれて一いつ瞬しゆん眩まばゆく輝いた。

　だが、駄だ目めだった。

　長く伸びた猿の針のような固い毛に触れた時点で信しん管かんが作さ動どうしてしまったのだ。ジェットが最大の威い力りよくを発はつ揮きする範はん囲いは数十センチと極めて短く、それを超えると威力は極きよく端たんに低下する。結局、必ひつ殺さつのジェット噴ふん流りゆうは、逆さか立だった大おお猿ざるの剛ごう毛もうを少しばかり薙なぎ倒すだけに終わった。

　手持ちの武ぶ器きが通つう用ようしない以上、一時撤てつ退たいして対策を練り直すしかなかった。ハンター達が弾たまの尽きたところを襲おそわれたという話を聞いていた自じ衛えい隊たい員いん達は、まだ何か次の武器があるようなふりをしつつ、手にした小しよう銃じゆうによる威い嚇かく射しや撃げきを行いながら、慎しん重ちように装そう甲こう車しやに乗り込んだ。大猿は、次の武器は何かと待ちかまえるような様よう子すで悠ゆう然ぜんと座っていたが、隊員を乗せた装甲車が走り出すと目の色を変えて襲いかかってきた。大猿は装甲車の上に乗って殴なぐりつけてきたが、幸いにしてカーブを曲がる時に振り落とす事が出来、部ぶ隊たいは何とか逃げ切る事が出来た。基き地ちに戻ってから確かく認にんすると、上部のハッチは全て大猿の殴られた衝しよう撃げきでひしゃげてしまい、開かい閉へい不ふ能のうになっていた。




　普通科かの火か力りよくでは通じない事が分かった事で、戦せん車しやの出しゆつ動どうが検けん討とうされた。国内で戦車を実際に使用する事に対して左さ派は系けいの議ぎ員いんや団体から強い抵てい抗こうがあり、更さらに動物愛あい護ご団体も騒さわぎ始めたが、強い指し導どう力りよくをアピールして支し持じ率りつ回復に繫つなげたいという時の首しゆ相そうは戦車の投とう入にゆうを決けつ断だん。配はい備びされたばかりの最さい新しん鋭えいの戦車が一台、輸ゆ送そう車しやによって地元に向かった。

　戦車が使用する砲ほう弾だんはＡＰＦＳＤＳ。ＡＰはアーマー・ピアッシング即すなわち徹てつ甲こう弾だん、ＦＳはフィン・スタビライズド即すなわち翼よく安あん定てい、ＤＳはディスカーディング・サボ即ち脱だつ落らく式しき装そう弾だん筒とうである。日本語では装弾筒付つき翼安定徹甲弾と訳やくされる。

　弾の本体は、姿し勢せい制せい御ぎよ用の羽根が付いた槍やり状じようの芯しんである。細いままだと発はつ射しや時じに火か薬やくの爆ばく風ふうによる推すい進しん力りよくを得にくいため、全体を装弾筒で覆おおってあり、この筒は発射されると空くう中ちゆうで分ぶん解かいして、空気抵てい抗こうの少ない細い芯の部分だけが飛んでいくという仕し掛かけだ。

　その弾の速さは、なんと秒びよう速そく一・五キロにも達する。成せい型けい炸さく薬やく弾だんのジェットの噴ふん出しゆつ速度には劣おとるがそれでも常じよう軌きを逸いつした速度。衝しよう突とつ時じの超ちよう高圧に装甲はやはり流りゆう体たいとしての挙きよ動どうを見せ、溶けたような穴の後には安定翼よくによる十じゆう字じの形の跡あとが穿うがたれる。まさに死の十字架かの刻こく印いんだ。しかも成型炸薬弾のジェットとは桁けた違ちがいの質しつ量りようの固まりが飛んでいくのだ。何の仕掛けもない細長い槍状の芯が飛んでいくだけだから、手て前まえで作さ動どうして威力が半はん減げんしてしまうなどという心配も一切不ふ要ようである。

　今こん回かい投入された最さい新しん式しき戦車の主しゆ砲ほうから放たれる一二〇ミリ口こう径けいのＡＰＦＳＤＳ弾は、二キロメートル先に置いた六五センチ厚の圧あつ延えん鋼こう板はんを貫かん通つうする威力を有する。発射時の爆ばく圧あつを最さい大だい限げん利用出来る砲ほう身しんであれば、八五センチ鋼板すら貫通する。こんなデタラメな貫通力を持った兵へい器きなど、神しん話わの時代まで遡さかのぼってようやく見つかるかどうかというレベルだ。どんな伝でん説せつの武器もこのＡＰＦＳＤＳの前には霞かすみ、どんなファンタジーの世界から出てきた怪かい物ぶつもこの圧あつ倒とう的な侵しん徹てつ力りよくの前には無む力りよくである。人間の技術力が人間の想そう像ぞう力を超えてしまった実例の一つがこのＡＰＦＳＤＳなのだ。貫通力という点では原げん爆ばくですら凌りよう駕がする最さい強きよう兵器。仮にあの大猿が妖よう怪かいや化ばけ物ものの類たぐいだったとしても、コイツが当たればいくら何でも無む傷きずではいられないはずである。

　運ばれてきた戦せん車しやは、目もく標ひようから一〇〇メートルという、戦車にとっては超ちよう至し近きん距離から大おお猿ざるに狙ねらいを付けた。この距離は、生なま身みの生き物であれば、発はつ射しや時じの爆ばく風ふう・爆ばく圧あつによって、砲ほう弾だんが当たろうが当たるまいが関係なく死亡しうる距離である。戦車砲ほうの常じよう軌きを逸いつした威い力りよくは、発射音おんだけでも敵を殺すのだ。猿の群むれが巻き込まれて全ぜん滅めつしてしまわないよう、先せん行こうした普ふ通つう科か隊たい員いんが安全圏けんまで追い払い、自らも退たい避ひし終えたのを確かく認にんして、必ひつ殺さつの主しゆ砲ほうが火を噴ふいた。

　轟ごう音おんが響ひびき、畑の土が衝しよう撃げき波はでめくれ上がった。畑はたけ仕し事ごと用の道具を入れた小こ屋やが、爆風の余よ波はで木こっ端ぱ微み塵じんに吹っ飛んだ。五〇〇メートル離れたところにある民みん家かの窓ガラスまでが発射の衝撃で粉こな々ごなに割れた。

　直ちよく撃げきを喰らった大猿は、吹っ飛ばされて背後の斜面にめり込んだ。そのまま斜面が崩くずれて山の形が変わり、大猿は崩れた土ど砂しやの下した敷じきとなって土ど中ちゆう深くに埋もれた。

　今まで何をやっても意に介かいさず、身じろぎ一つしないで作物を貪むさぼり続けていた大猿も、さすがにこのＡＰＦＳＤＳの圧あつ倒とう的威力の前には不ふ動どうでいる事は叶かなわなかった。

　町のあちこちで、テレビ中ちゆう継けいを見ていた住民達たちの歓かん声せいが上がった。

　今こん度どこそやっつけた。

　その場に居い合あわせた誰だれもがそう思った。

　だが次の瞬しゆん間かん。

　不ふ意いに空が厚い雷らい雲うんに覆おおわれた。

　それまで明るかった周囲が、急に暗くなった。

　戦車砲の轟音にも引けを取らない雷らい鳴めいが、雲くも間まに轟とどろき渡った。

　現げん場ばの自じ衛えい隊たい員いん、遠えん距離撮さつ影えいのテレビ取材クルー、テレビを見ている地じ元もと農のう家か、その他成なり行きを見ていた全員の胸を、嫌いやな予よ感かんがよぎった。

　その皆の見守る前で、土つち煙けむりの向こう側の崩れた土砂の中から、ゆっくりと大猿が姿すがたを現した。

　ぶるっと身み震ぶるいをして毛皮の泥どろを振り払うと、肩をそびやかしてピンと尾を立てる。

　夜のように暗い空に雷鳴がほとばしり、大猿の真まっ白しろい毛が雪のように光った。

　その口くち元もとが動いた。

　人の言葉が漏もれた。

　──我ハ、神ナリ。

　テレビ中継のマイクはこの音声を拾う事は出来なかったが、しかし何故なぜかこの町に住む全ての住民の耳にはっきりと届いた。

　猿が人じん語ごを操あやつるという事じ態たいに、誰もが啞あ然ぜんとして凍り付いた。

　大猿は、土砂の中から何か長いものを引っ張り出した。

　自らの威力によって先せん端たんから中なか程ほどまでがマッシュルームのように変へん形けいしたＡＰＦＳＤＳの残ざん骸がいだった。

　──神ニ、人ノ武ぶ器きハ効カヌ。

　大おお猿ざるはそう言うと、ニィィと唇くちびるの端はしを歪ゆがませて笑った。

　民みん衆しゆうの歓かん喜きは、絶ぜつ望ぼうに変わった。




　その後も断だん続ぞく的に作戦は続けられたが、めぼしい戦せん果かは何なに一ひとつ上げる事が出来なかった。

　やがて左さ翼よく系けい市民団体等とうがお決まりの自じ衛えい隊たい出しゆつ動どう反対運動を始めると、野や党とう時代から元々そちらと親しん和わ性せいの高かった政府は早々に反対運動に迎げい合ごうして自衛隊撤てつ退たいを決めた。

　それと入れ違うようにして、猿との共きよう存ぞんを掲かかげる自じ称しよう動物愛あい護ご団体が独どく断だんで山に餌えさを撒まいた。猿が下りてくるのは山に餌がないからに違いないと決めつけての行動だったが、実際には、この年は例年になく餌の豊富な年だった。

　自衛隊が撤退し、代わりに餌を運んできたという人間の行動。

　猿たちはこれを、降こう伏ふくの意い思し表ひよう示じと受け止めた。

　その日から猿たちは、山やま沿ぞいの畑に留まらず、町の中までも我が物顔がおで闊かつ歩ぽするようになった。

　八や百お屋ややスーパーで商品を荒らし、飲いん食しよく店てんに入り込んで冷れい蔵ぞう庫こを荒らし、衣い料りよう品ひん店てんでは衣服を引き裂さいて遊んだ。

　たとえ大猿が出てこなくても、人を恐れぬ傍ぼう若じやく無ぶ人じんな猿の群むれを追い払う事は最も早はや不ふ可か能のうに近かった。

　一部の自然保ほ護ご団体やカルトは、この大猿は人類に対する自然界かいからの裁さばきの使者だと主張した。テレビや新聞にも、それに追つい随ずいする無む責任な論ろん調ちようが溢あふれた。

　地元の首しゆ長ちようや地元選せん出しゆつの国会議ぎ員いんは再び国に対策支し援えんを求めたが、最早政府は「害がい獣じゆう駆く除じよは自じ治ち体たいの問題だ」と繰り返すばかりで取り合おうとしなかった。




　そして、益荒ますら市しは猿が人の上に君くん臨りんする都市となった。

　大猿は今や、恐きよう怖ふを込めて「猿さる神がみ」と呼ばれるようになった。

　神の力の前に、人間はただひれ伏すしかなかった。
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　益荒ますら市しに住む高校生、阿あ久く富とみ雄お十六歳さいは、駅前のショッピングモールのベンチに腰を下ろしてクラスメイト達と共に憤ふん慨がいしていた。

「まったく、許せんなあの猿さるどもは！　とうとうモダン亭ていまで休業になっちまいやがった！」

　モダン亭というのは彼らの行きつけのお好このみ焼やき屋やで、明るくておっぱいの大きい看かん板ばん娘むすめがいたのだが、店長が猿の群むれに怪け我がをさせられて入院し、今日きようから休業になってしまったのである。

　ニキビ面づらの友人がそれを受けてぼやいた。

「チュンチュン軒けんも休業だしなー」

　チュンチュン軒というのは彼らの行きつけのラーメン屋で、チャイナドレスを着たおっぱいの大きいウェイトレスがいたのだが、店てん主しゆが猿とケンカして入院し、昨日きのうから休業してしまっているのである。

　カツラを被かぶったような不ふ自然な坊ぼつちゃん刈がりで眼鏡めがねを掛けた友人が腕を組む。

「俺おれとしては紅こう茶ちや館かんが閉店なのが痛い」

　紅茶館というのは彼らの行きつけの喫きつ茶さ店てんで、美人でおっぱいの大きい金きん髪ぱつ白はく人じん女性マスターが一人で切り盛りしていたのだが、店内に乱らん入にゆうしてきた猿の群にカップの大たい半はんが割られてしまい、一昨日おとといから休業してしまっているのである。

　天てん然ねんパーマのクラスメイトが唸うなった。
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「カラオケ屋までやられたってのが俺おれとしては想そう定てい外がいだったよ……」

　駅前のカラオケボックスには可愛かわいくておっぱいの大きなバイトの子がいて運が良ければその子がドリンク等などを持ってきてくれるのだが、全ぜん室しつ猿さるに乗っ取られてしまって閉店中ちゆうなのである。

「こんなとこで男の顔かお見てハンバーガー食ってても仕方ねえんだよ……！　俺は何もお前らの不ぶ細さい工くな顔を見るために放課後ご集まってるんじゃねえんだ……！」

　富とみ雄おはテイクアウトしたハンバーガーを囓かじりながら、悔くやしそうに拳こぶしを震わせた。ハンバーガーショップも猿にやられて客席は荒らされ、入り口にはシャッターが降りているのだが、ドライブスルーの窓まど口ぐちに鉄てつ格ごう子しを嵌はめる事で、持ち帰り販売だけは何とか続けている。しかしそれではバイトの女の子を鑑かん賞しようする事も出来ないし、そもそも安全面めんの配はい慮りよから窓口応おう対たいの店員も全て男性になってしまった。これでは全く意味がない。

　富雄達たちがやり場のない怒りに震えていると、そこへ突とつ然ぜんひょいと猿が一いつ匹ぴき顔を出して富雄の食べかけのハンバーガーを横よこ取どりした。

「あっ！　テメェ！　何しやがる！」

　慌あわてて手を伸ばす富雄だが、猿は素す早ばやく壁をよじ登って手の届かないところまで逃げていく。そして富雄を小こ馬ば鹿かにするように汚きたない尻しりを向けたままガツガツと汚らしくハンバーガーを囓ると、半はん分ぶん以上残のこしてポイと捨てた。そのままどこへともなく走り去る。

「あの猿！　なんちゅうもったいない事を！」

　富雄は必ひつ死しでダイブして何とか地面に落ちる前にバンズとパテをキャッチすると、勢い余ってゴロゴロと地面を転がってから土つち埃ぼこりにまみれた格かつ好こで立ち上がる。

「まったく。最近の若い猿は食い物を粗そ末まつにするからいかん」

　ぶつくさと年とし寄よりじみた文もん句くを言いながらベンチに戻ると、取り戻したハンバーガーを元もと通どおり重ねてガブリと一ひと口くち囓る富雄。

「食うのかよ……」

「意い地じ汚きたねえ……」

「猿の食べ残しを人間が漁あさるなんて世よも末すえだな……」

　ニキビ面づらと天パとヅラ眼鏡めがねは、呆あきれた顔で富雄のアホ面を眺ながめた。

　やがてニキビ面が鞄かばんを持って立ち上がる。

「……まあ何にせよ、富雄の言う通りお前らのアホヅラを見ながら飯めしを食ってても、時間の浪ろう費ひ以外の何物でもないわな」

「何だニキビ面？　帰るのか？」

　富雄がアホ面を上げると、ニキビ面に続いてヅラ眼鏡も立ち上がった。

「確かに、お前らの顔を眺めて過ごすくらいなら、さっさと帰ってエロ本でも眺めていた方がまだ有ゆう意い義ぎだとは思う」

　気き取どった手つきで眼鏡のズレを直すヅラ眼鏡。

「ヅラ眼鏡めがねの言う通りだ。光こう陰いん矢やのごとし。貴き重ちような青春の時間を無む駄だに浪ろう費ひするのは罪つみだ。残された若さを少しでも有ゆう意い義ぎに使うためにも、今日きようはもう帰った方がいいと思う」

　天パも同どう意いして席を立つとバッグを担かつぐ。

　富とみ雄おは思わず引き留めた。

「何だよお前ら、みんな帰るつもりかよ？　新たにおっぱいの大きい子のいる店を発はつ掘くつしに行くって発はつ想そうはお前らにはないのかよ！」

「無駄だよ富雄。新しい店を発掘したところで、そこに食べ物がある以上いつかは猿さるにやられて閉店するだけ。新しん規き開かい拓たくなんてするだけ無駄さ」

　ヅラ眼鏡が冷たくレンズを光らせながら言い放つ。

　その瞬しゆん間かん、思わず富雄はその胸むな倉ぐらを摑つかんだ。

「だからって諦あきらめるってのか！　ここで帰ったら俺おれたちは猿に負けた事になっちまうんだぞ！」

　慌あわててニキビ面づらと天パが割って入ると、荒あらぶる富雄を押さえた。

「その通りだよ富雄」

「俺たちは負けたんだ」

「天パ、ニキビ面……！　お前らまで……！」

　ヅラ眼鏡が胸倉を摑まれたまま眼鏡の位置を直す。そして、感情を押し殺した声で告げた。

「はっきり言おう富雄。あの大おお猿ざるには自じ衛えい隊たいすら敵かなわず、俺たちはとうとう国にも見み放はなされた。この町はもう、お終しまいなんだよ。俺たちの放課後ごおっぱいタイムは、もう永久に失われたんだ。永久に」

　すっかり人ひと気けの途と絶だえたショッピングモール。

　ほとんどの店はシャッターを下ろし、いつ再開するのか、そもそも再開するのかどうかさえ分からない。

　そして、人ひと影かげの代わりに見えるのは猿の姿すがた。人の声の代わりに響ひびくのは猿の声。

　猿は大たい挙きよしてどうどうと道の真まん中なかを闊かつ歩ぽし、人は目を合わさぬようこそこそと脇わきに避よける。

　ヅラ眼鏡の言った事は、厳げん然ぜんたる現実だった。

　この町はもう、お終いなのだ。

　その事実のあまりの重さに、思わず富雄の手が緩む。

　ヅラ眼鏡は富雄の手を振りほどいて乱れた襟えり元もとを直すと、改めて鞄かばんを手に取った。

「じゃあな、富雄。お前も早く帰った方がいいぞ」

「また明日あした学校で」

「どうせ学校もその内うち猿に占せん拠きよされて休校になるんだろうけどな」

　力無ない表情でそう告げると帰っていく友人達たち。

　その背中を見つめながら、富雄は引き留める言葉を持たず、ただ黙だまって奥おく歯ばを嚙かみしめるのみだった。




「相手が神だと言うのなら、こちらも神頼だのみしかあるまい……」

　五十代半なかばにしてすでに総そう白髪しらがとなった髪かみを短く刈り込んだ益荒ますら市長は、眉み間けんの深い皺しわを一いつ層そう深くしながら、険けわしい表情で絞しぼり出すように言った。

　場所は市役所内ない。猿えん害がい対たい策さく本部である。

「神頼みって市長……」

　対策本部の三十代の職しよく員いんが思わず顔を上げた。

　市長は険しい表情を少しだけ和らげ、安心させようと笑顔を作る。

「何も匙さじを投げたわけではない。郷きよう土ど史し編へん纂さん課かにいた君なら知っているだろう。益荒国こく一いちの宮みや、益荒神じん社じやに鎮ちん座ざする『まっする様』の伝でん説せつを」

「そ、それは……」

　対策本部内ないが一いつ瞬しゆんざわめいた。

　この地方では大おお昔むかしから時とき折おり、今回の大おお猿ざるのような巨きよ大だいな獣けものが出ては人々を困らせたという伝でん承しようがある。そしてその都つ度ど、この地に静まる神の託たく宣せんによって選ばれた勇ゆう者しやが神の遣つかいとなって、妖よう獣じゆうを打ち倒してきたといわれている。一いち番ばん最近では、大たい正しよう時代に大おお猪いのししが暴あばれた折、やはり槍やりも鉄てつ砲ぽうも通じず困り果てていたところ、旅の若者が神しん聖せいなる弓ゆみ矢やを授さずかって見事一いつ矢しで討うち取ったという、信しん頼らい性せいの高い記録がある。

　対策本部の人間も、ほとんどは皆この地で生まれ育った者たちだ。当然ながらこの話は幼い頃から何なん度どとなく祖そ父ふ母ぼから聞かされている。今回の大猿騒そう動どうでも、この話が頭をよぎらなかった者はいない。

　だがしかし、仮にも現代人じん、それも行ぎよう政せいに携たずさわる人間が、そんな神がかった伝説などに縋すがって良いものか。

　そんな職員達の思いを察したように、市長はうなずいた。

「地方の行政の長が何の対策も打てずに神頼だのみと聞けば、人は笑うだろう。だが、我々はすでに取れる対策は全て取ってきたのだ。その上での神頼みさえ嘲あざわらう者がいるならば、私は進んで笑われ者となろう」

　市長の決意の程ほどを見て取った市職員達は、ただ黙だまって静かにうなずいた。




　益荒市北部に鎮座する益荒神社は、古こ文もん書じよ等などで確かく認にん出来るだけでも少なくとも一千年以い上じよう昔からこの地に存在する歴史ある神社である。

　益荒山さんと呼ばれる小高い山の頂ちよう上じよう付近に岩がん窟くつがあり、そこに祀まつられているのが祭さい神じんの「まっする様」だ。境けい内だいの奥に鎮座する檜皮葺ひわだぶきの堂どう々どうたる社しや殿でんは実際は単なる拝はい殿でんで、参さん拝ぱい者しやは皆この拝殿から遥か山さん頂ちようにあるという岩窟を拝おがむ。

　岩がん窟くつから拝はい殿でん、そして参さん道どうまで南北に一キロ程ほどの真まっ直すぐな道が切り開かれていて、これは曲がった事を嫌きらい真っ直ぐな事を好むという「まっする様」の神しん意いを表すとされている。「まっする様」は、古くは「まっすぐ様」「まっつぐ様」等と呼ばれた事もあり、現在一いつ般ぱんに知られている「まっする様」という呼び名も、「益荒ますら様」と「まっすぐ様」が混ざって訛なまったのだろうという説が研究者の間では有ゆう力りよくだ。もう一つの説として、「差し上げる」という意味の「参まいらす」の転てん訛かだとする解かい釈しやくもある。「参らす」の転訛「まらする」が、更さらに訛って「まっする」となる例があり、これは現代語ごの丁てい寧ねい語ごの「です、ます」の「ます」の祖そ形けいでもあるのだが、まっする様の「まっする」もこれと同じと見る説である。神の名を呼ぶのを畏おそれ憚はばかって、お供そなえ物などを「参らす」方、と呼んでいたのがいつの間にか「まっする様」になったのだ、とする解釈で、益荒神じん社じやの神しん職しよくの間では昔からこちらの説が伝わっている。

　だが、どちらが本当の理由にせよ、まっする様というのはあくまでの本当の神しん名めいを呼ぶのを畏れ憚って使われるようになった通つう称しようの類たぐいであり、本当は何という神であるのかは研究者の間でも諸しよ説せつあって結けつ論ろんは出ていない。正しよう体たい不ふ明めいの神である。

　ちなみに御ご利り益やくとしては何よりもまず「大たい力りきを授さずかる」というのが有名で、近年では「まっする様」という名前に引っかけて「筋きん肉にくの神様」と紹しよう介かいされる事も多い。

　江え戸ど時代には多くの力りき士しから特に尊そん崇すうを集め、境内の入り口にある狛こま犬いぬは初しよ代だい横よこ綱づな・谷たに風かぜの寄き進しんによるとされている。その台だい座ざに刻まれた大きな手て形がたは、谷風が自ら運んできた時に余りの力に手がめり込んで付いたのだと地元では言い伝えられている。

　そんな益荒神社の社しや務む所しよに、羽は織おり袴はかまできっちり正せい装そうして座っているのは益荒市の市長、農のう協きようの会長、そして商しよう工こう会かいの会長。

　猿さる神がみを退たい治じしてくれる人物を求めて、託たく宣せんを受けに来たのである。

　彼らの目の前には、どこか妖よう艶えんな雰ふん囲い気きをした二十歳さい前後の長い黒くろ髪かみの巫女みこ。この神社の神かん主ぬしが猿に襲おそわれて入院してしまったため、跡あと継つぎである彼女が責任者を務めている。

　その若わか巫女の隣となりには、九十歳さい近いと思われる皺しわくちゃに年とし老おいた老ろう巫女。神主ですら足を踏み入れる事が許されない神しん聖せいなるまっする様の岩いわ屋やに足を踏み入れる事を許されている、現在唯ゆい一いつの巫女である。

　老巫女がゆっくりとした口く調ちようで言った。

「艶あで乃の姫ひめ様が仰おおせられた事によりますれば、この町に一人、今も毎日のように供そなえ物を捧ささげに来る敬けい虔けんな若者がおるとの事。まっする様はその者をお選び遊ばされたと、斯か様ように承うけたまわって参りました」

　艶乃姫というのはまっする様の身の回りの世話をする神で、一般的には艶乃神と呼ばれている。貴とうとい神であるまっする様を人間如ごときが直接お祀まつりする事は畏れ多いため、まっする様に直接仕つかえるのは艶乃神のみ。そして神社の人間達はまっする様ではなく、艶乃神に仕えるという形を取っている。まっする様への祈き願がんも、まっする様からの託宣も、全ては艶乃神を経けい由ゆして行われるのだ。

　この艶あで乃の神しんは神しん意いを受けて不ふ死じの身みとなった少女であるとされ、千年の昔からずっと洞どう窟くつの中で生きたまままっする様をお祀まつりしていると伝えられている。託たく宣せんを請こう時は紙と筆ふでと硯すずりをお供そなえすると艶乃神自みずからの手で神しん勅ちよくを認したためるという事になっていて、過去に研究者が筆ひつ跡せき鑑かん定ていを依頼したところ、紙に書かれた文字は数百年前まえのものも大たい正しよう時代に下された最新のものも全て同どう一いつ人物と見られるという結果が出た。もちろん、託宣を受けに行く巫女みこの筆跡とは明らかに別べつ人じんのものだ。懐かい疑ぎ的てきな研究者の中には「『艶乃神の筆跡』を身に付けた者だけが『託宣を受けに行く資し格かく』を得るのだろう」などと言う者もいるが、託宣を受ける時に立ち会う事を許された研究者はおらず、真しん相そうは不ふ明めいである。

「これが艶乃姫様から預かりました、まっする様の御ご託宣ですじゃ」

　老ろう巫女はふるふると震えながら、袱ふく紗さを開いて折り畳たたんだ紙を差し出した。

　若わか巫女がそれを恭うやうやしく押し戴いただいてから、皆によく見えるように床の上に大きく広げた。

　黒々とした筆の跡から、微かすかに墨すみの匂においが立ち上る。明らかに、ついさっき書かれたばかりだ。

　紙には、どこか稚ち拙せつさの残る文字で、名前が一つ。

　──阿あ久く富とみ雄お

　これが、神の選んだ救きゆう世せい主しゆの名前。

　市長はすぐさま全ぜん市民の名前を調べに行き、農協の会長も取りあえず共きよう済さいの顧こ客きやく情報の照しよう会かいに、商しよう工こう会長は市内の宿しゆく泊はく施し設せつに問い合わせに向かった。




　その頃、神によって名な指ざしされた事など露つゆ知しらぬ富雄は、友人達たちと別れると一人で新たなおっぱいを発はつ掘くつしに行く気も殺そがれて、気分を入れ替えるべく近くの小さな山に登っていた。

　頂ちよう上じよう近くにある祠ほこらの前まで来ると、足を止める。

　この祠は「お旅たび所しよ」と言って、祭りの日には神み輿こしがここへ来て何か儀ぎ式しきが執とり行われたりするらしいが、普ふ段だんは誰だれもいない場所である。

　実はここは、富雄の所しよ蔵ぞうする猥わい褻せつ図ず画がや有ゆう害がい図と書しよの保ほ管かん場所なのだ。狭い自宅の部屋には富雄の大量の蔵ぞう書しよを収しゆう納のうする場所がないため、このお旅所を無む断だんで使わせてもらっているのである。

　小さな祠と言っても一応は神様の社やしろだから中を荒らす者はいないし、箱の上に「奉ほう納のう」と書いたのし紙を付けておけば、勝かつ手てに捨てられる心配はまずない。祭りの日以い外がいは誰も来ない場所だから、安心して自分専せん用ようの倉庫として使えるというわけである。

「くっそー。アイツら、猿さる相手に簡単に尻尾しつぽ巻まきやがって……」

　愚ぐ痴ちを垂れながら、安全ピンを改かい造ぞうしたモノを使って開き戸にかけられたシリンダー南なん京きん錠じようを外すと、段だんボール箱を開けてまだ目を通していなかったとっておきの一冊を選ぶ。不ふ機き嫌げんな気分を変えるためには、やはりおっぱいが一番だ。丸くたわわなおっぱいを眺ながめていれば自然とトゲトゲしくなった心も丸くなるし、柔らかそうなおっぱいを見れば気持ちも和やわらぐ。

「あんな腰こし抜ぬけ野や郎ろうどもには二度と俺おれ様さまの蔵ぞう書しよは貸してやらんからな……」

　憤ふん慨がいしつつ本を鞄かばんに入れると、代わりに鞄から読み終えた本を一冊戻もどして再び箱を閉じた。

　そして祠ほこらの開き戸の錠じようをかけ、ぱんぱんと両手を打ち鳴らして祠を拝おがむ。

「いつも大切な蔵書を守って下さってありがとうございます。今後もよろしくお願いします」

　祀まつられてるのが何の神様かは知らないが、ここに置いてある蔵書は富とみ雄おにとって命の次に大切な物。それを守ってもらっているのだから、不ふ信しん心じんな富雄でもお礼くらいは言っておく。

　用を済ませて山を下り、やがて自分の家が見えるところまで来た富雄は、ふと何やら妙みような人だかりが出来ているのに気付いた。

　町の人総そう出でといった感じで、家の前で騒さわいでいる。みんな、どことなく殺さつ気き立だっているような感じだ。

「何だこりゃ？」

　近所で何か事件でもあったんだろうか。

　怪け訝げんそうに首を傾かしげながら人ひと混ごみを搔かき分けて進むと、玄げん関かんのドアに手を掛けたところで、群ぐん衆しゆうに混じっていた身なりのいい初しよ老ろうの紳しん士しが富雄に気付いた。

「あっ！　君！　もしかして君が阿あ久く富雄君かね？」

「は？　そうだけど……？」

　目をぱちくりさせた瞬しゆん間かん、群衆の目がギラッと輝いた。

　そして次の瞬間。

　紳士が大声を上げた。

「見つけたぞ！」

　叫びながら富雄に摑つかみかかる。

　更さらに、押し寄せた群衆の手が富雄に迫った。

「コイツだ！」

「救きゆう世せい主しゆを見つけたぞ！」

　殺さつ到とうする群衆の手によって富雄はあっという間に縛しばり上げられ、担かつぎ上げられていた。

「なっ!?　テメエら何しやがる！」

　抗こう議ぎする富雄だが、全身芋いも虫むしの如ごとくぐるぐる巻きにされていては文字通り手も足も出ない。

「下ろしやがれテメエら！　おい！　何なんだ一体！」

「突とつ然ぜんで申もうし訳わけないが、今は一いつ刻こく一秒ですら惜おしい時。移動しながら説明させてもらおう」

　初老の紳士がそう言うと、群衆に向かって声をかける。

「さあ皆さん！　運んで下さい！」

　その瞬間、富雄の体を担ぎ上げたまま走り出す群衆。

「お、おい！　ちょっと待てって！　せめてどこへ行くかくらい説明しろよ！　おい！」

　必ひつ死しのわめき声も虚むなしく、そのまま富とみ雄おはまるで神み輿こしのように大おお勢ぜいの手で担かつがれて、家の前から運び去られていった。




　益荒ますら神じん社じやの境けい内だい。

「……手て荒あらな真似まねをしたようですまなかったね。何なに分ぶん、あの猿さるどものせいで町の皆も気が立っているものだから。どうか勘かん弁べんしてやって欲しい」

　まだ縄なわで縛しばられたまま転がされた富雄の前で、市長は物もの静しずかに微笑ほほえんだ。紳しん士し的な態度で、手荒な真似の責任は全て市民になすりつけているが、実はこの市長こそが真まっ先さきに富雄に摑つかみかかった張ちよう本ほん人にんである。

「とにかく、事情はここまでの道どう中ちゆうで話して聞かせた通りだ。相手が神ならこちらも神頼だのみしかあるまいと託たく宣せんを得たところ、この町の救きゆう世せい主しゆとして君が名な指ざしされた。ここは一つ、まっする様の使い、『鼠ねず人びと』となってあの大おお猿ざるめを討うち取ってはくれんかね」

　お稲荷いなりさんの使いが狐きつねだったり弁べん財ざい天てんの使いが蛇へびだったりと、神様にはそれに属する神しん獣じゆうがいたりするが、ここ益荒神社の神獣は古こ来らいより鼠ねずみ。そしてまっする様の使いとなった人間は、それに準なぞらえて『鼠人』と呼ばれる。

　富雄は全身ぐるぐる巻きにされた芋いも虫むしのような格かつ好こで地べたに寝そべったまま、ぶすっとした顔で市長を見上げた。

「そりゃ俺おれだってあの猿どもは気に食わんが、戦せん車しやですら勝てない相手に俺一人でどうしろってんだ」

　市長は自信ありげに微笑する。

「それは大だい丈じよう夫ぶ。君もこの町の住人ならば、大たい正しよう時代に神の猪いのししが大おお暴あばれした話は知っているだろう？」

「知らねえよ」

「なっ？　小学校で社会の時間に郷きよう土ど史しとして学んでいるはずだが……！」

「郷土史の時間は担たん任にんのおっぱい大きい美び人じんの先生から専せん門もんのジジイに替わったからずっと寝てたが？」

「胸を張って言うこっちゃないだろう……。まあいい。とにかく、昔も人の武ぶ器きが通用しない獣けものが現れて今のように難なん儀ぎした事が度たび々たびあったのだ。だが、そのたび毎ごとにまっする様の託宣を受けて『鼠人』となった英えい雄ゆうが神の武ぶ器きを授さずかり、見事討ち取ってきたのだよ。その内で最も新しくて最も信しん頼らい出来る記録が、大正の大おお猪退たい治じなのだ。あの大猿も、人の武器は通じんと豪ごう語ごしたが、神の武器ならばきっと通じる。ここは一つ、『鼠人』となってこの町の英雄となってはくれんかね。この通りだ」

　石いし畳だたみに手を突いて土ど下げ座ざする市長。

　取り囲んでいた町の連れん中ちゆうも全員、市長に倣ならうようにして全員が膝ひざを突いて頭を下げた。

　しかし、いきなり問もん答どう無む用ようで縛しばり上げて拉ら致ちしてきたような連中に、ちょっと頭を下げられたくらいでハイそうですかと引き受ける気持ちにはなれない。しかも未いまだに縛られたままなのだ。人に頼み事をするのなら、それなりの態度ってもんがある。

「土ど下げ座ざなんかされてもな～……」

　富とみ雄おが不ふ機き嫌げんそうな顔で市長の頭を眺ながめていると、そこへスッと前に出てきた者があった。

　入院した神かん主ぬしの代わりに神じん社じやの責任者を務めている、黒くろ髪かみの若い巫女みこ。

「私からも是ぜ非ひお願いしたい。この益荒ますら市し一いちの宮みやに坐まします益荒大だい明みよう神じんまっする様を差し置いて、あのような猿さる如ごときが神を名乗るなど、許せる事ではない。どうか、まっする様に選ばれし者として見事あの猿めを退たい治じし、真の神の力というものを見せてやってはくれまいか」

　そう言って、膝を突くと深々と頭を下げる。

　その後ろに付き従うようにして、バイトか見習いらしいぴちぴちの可愛かわいい巫女さん達も頭を下げた。

「………！」

　富雄は縛られたまま思わず目を見開いた。

　寝ね転ころがった富雄の目め線せんの位置からは、平へい伏ふくした巫女さん達の胸むな元もとがよく見えたのだ。

　……デカい！

　富雄は思わず胸の内で叫んだ。

　黒髪の巫女を筆ひつ頭とうに、どの娘こもこの娘も見事な谷間を襟えり元もとから覗のぞかせている。

　今まで神社なんて滅めつ多たに来なかったが、まさかこんなところにこんな良りよう質しつのおっぱいスポットがあったなんて。こんな素晴らしいおっぱいを今まで見み逃のがしていたなんて、なんと自分は世せ間けん知しらずだったのだろう。やっぱり、諦あきらめないで探せば、あるところにはまだまだ残ってるのだ。

　富雄の、体を熱い血ち潮しおが駆かけめぐった。

　こんなおっぱいに頼まれて、断れる男がいるだろうか。否いな、いるわけがない。断ったとしたら、その時点でそいつは男として失しつ格かくだ。可愛い女の子や美び人じんのお姉ねえさんの前でイイ格かつ好こをするために命を懸かけてこそ男。おっぱいに囲まれてちやほやされるために死んでこそ男じゃないか。

　それに、だ。

　もしこのまま猿による町の侵しん攻こうが進めば、いずれこの神社も襲おそわれるのだろう。そうなったら、この巫女さんたちのおっぱいも拝おがめなくなる。この最後の楽らく園えんまでもが失われてしまうのだ。

　そうなってもいいのか？

　いいはずがない！

　そんな事、断じて見み過すごせるはずがない！

　最後のおっぱいは、この俺おれが守るのだ！

　そう思った時、富とみ雄おの胸の内で、何かに火が点ついた。

　思えば、この町はおっぱいがいっぱいだった。いつだってどこにだって、おっぱいが溢あふれていた。触らせてくれと頼めば「この変へん態たいめ」と平ひら手て打うちを喰らったが、しかしおっぱいの持ち主が富雄を変態扱あつかいしたからといって、おっぱいまでが富雄を避けて萎しぼんでしまうなんて事はなかった。いつだっておっぱいは丸くたわわに膨ふくらんで、富雄の目の前で優しく揺れていた。

　そう。俺はこの町が、おっぱいの幸さきわうこの町の事が好きなんだ。この町のおっぱいを守りたい。そのための力がこの俺にあるのなら。期待の人が俺だというのなら！

　俺は、神の使いにでも何でもなってやる！

　そしてこの町を救った英えい雄ゆうとなって、町中行いく先々でモテモテになって、気に入ったおっぱいを集めて自分だけのおっぱい牧場を作り、老ろう後ごはおっぱいに囲まれた幸せな晩ばん年ねんを過ごすのだ！

　覚かく悟ごは決まった。

　富雄は縛しばられて転がったまま、真まっ直すぐに市長を見つめた。

　小さく深しん呼吸してから、決けつ然ぜんとして言い放つ。

「分かった。この町は、俺が守る！」

　富雄がそう言った瞬しゆん間かん。

　平へい伏ふくしていた町の皆は、パッと顔を上げた。その表情が、喜びと希望に染そまる。

　小さな感かん嘆たんの声が合わさって、境けい内だい中じゆうに怒ど濤とうのように響ひびき渡った。

「引き受けてくれるかね！」

　市長が感かん極きわまった声を出した。そして富雄の縄なわを解くと、その手を取って何度も何度も頭を下げる。

「ありがとう！　本当にありがとう！」

　その後ろで、市民達たちが万ばん歳ざいを唱となえる声が響いた。

　みんなの期待と感かん激げきの声に見送られながら、富雄は巫女みこ達に囲まれるようにして神じん社じやの奥へと進んでいった。
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　縄なわを解かれて神じん社じやの奥へ連れて行かれた富とみ雄おは、着ていた制服を剝はぎ取られ、身を清きよめるための冷水を頭から被かぶり、小お忌み衣ごろもとかいう白い装しよう束ぞくを着せられた。そして黒くろ髪かみの巫女みこが大おお幣ぬさを振ってお祓はらいを済ませると、拝はい殿でん奥から真まっ直すぐ山に延びる急きゆう傾けい斜しやの石段へと足を踏み入れた。

　山の上の岩いわ屋やに行って、千年の間休やすまずまっする様を祀まつっているという艶あで乃の神しんに会い、そこで艶乃神の目に適かなえば神の使い『鼠ねず人びと』として認められ、直じき々じきにまっする様と引き合わされる。神の武ぶ器きも、そこで初めて授さずかる事が出来るのだという。

　全身を清めて服まで着替えさせられたのも、神様に直接会あうための準備。

　清せい浄じようさを何よりも大切にする神の住すみ処かへ足を踏み入れるためには、外がい界かいの穢けがれは全て清めておかねばならないのだ。

　富雄を先せん導どうするのは年とし老おいた老ろう婆ばの巫女が一人。

　艶乃神のいる岩屋まで足を運ぶ事を許されているのは現在この老巫女だけであり、それ以外は神かん主ぬしであろうが誰だれであろうが立ち入り禁止なのだという。富雄としては、あのおっぱいの大きな黒髪の若い巫女か、見習い巫女さん達の誰かに案内して欲しかったところだが、こればっかりは仕方がない。

「……つーか何でその『あでのしん』ってのに会えるのは婆ばあさんだけなんだよ？　この神社の連れん中ちゆうはみんなそいつに仕えてるんだろ？」

　長い石段を登りながら、富雄は老巫女に尋たずねた。

　振り返りもせず答える老巫女。

「神様に直接会あいに行けるのは、神様に直接呼よばれた者だけじゃで。お前さんのようにな」

「ってことは婆さんも御ご神しん託たくで名な指ざしされたわけか」

「いんや。ワシゃ違う」

　老巫女はふるふると首を振る。

「違うって、んじゃどうして？」

　富雄が重ねて尋ねると、老巫女は半なかば独ひとり言ごとのように続けた。

「……この山で遊んでおるとな。いつの間にか誰も知らぬ子が一人混まじっておる事がある。それが艶あで乃の姫ひめ様なんじゃ。艶乃姫様は子供がお好きで、時とき折おり子供らに混じって一いつ緒しよにお遊びになられる。そして気に入った者がおると、また遊ぼうとお約束をなさるんじゃ。その約束を交わした者だけが、艶乃姫様の側そば仕づかえを許されるんじゃよ」

「知らない間に一人増ふえてるとか、怪かい談だんみてえだな……」

「……ワシが艶乃姫様に会ったのはまだ四つか五つの頃じゃった。友達とはぐれて山中で迷まい子ごになっておるところを、尼あま削そぎに髪かみを切りそろえた綺き麗れいな少女が突とつ然ぜん現れて、ワシの手を優しく引いて麓ふもとまで連れていってくれての。去り際に、次は迷子にならぬよう正面の階段から上って来いと仰おつしやられたのが、ワシが艶乃姫様にお仕えするようになったきっかけじゃった。当時のワシは艶乃姫様の事も知らんし御お山やまに勝かつ手てに上ってはいかん事も知らなんだから、翌よく日じつ素直に拝はい殿でんを通り抜けて勝かつ手てに上がろうとしたところを神じん社じやの人に咎とがめられて、それであの方が艶あで乃の姫ひめ様じゃったと分かったのじゃ。今でもよう憶おぼえておる。真まっ白しろい手をした、ほんにお美しい姫様じゃった」

「よく憶えてるって、今でも会ってるんだろ？　供そなえ物しに行ったりとか」

　首を傾かしげる富とみ雄お。

　下で聞いた説明では、艶乃神しんだか艶乃姫だかってのはずっと変わらぬ姿すがたでまっする様に仕えているという。だったら昔むかし会あった姿も今の姿も変わらないはずじゃないのか？　なのに何でそんな、昔の思い出話ばなしみたいな言い方をするんだろう。

　だが、老ろう婆ばは富雄の疑問に小さく笑って首を振った。

「神様は子供の前にしか姿を顕あらわさぬもんじゃでの。巫女みことして正式にお仕つかえするようになった頃にはもう、御み簾すの向こうにおわすはずの艶乃姫様に、ただ一方的にワシからお声を掛けるだけになってしもうたわ。それでも時とき折おり、あの鈴すずを転がすような可愛かわいらしいお声が微かすかに聞こえる気がする事はあるんじゃがの」

　どこか物もの寂さびしげな様よう子すで語ると、老ろう巫女は小さく溜ため息を漏もらした。

　何となく嫌いやな予よ感かんがする富雄。

　今の話だと、老巫女が艶乃姫だか艶乃神だかを見た事があるのは、あくまで記き憶おくの不ふ確たしかな幼よう少しようの頃の山の中。岩いわ屋やの中で実際にその艶乃姫とやらを見た事はないらしい。

　……ホントにいるのか、その艶乃姫って奴やつ。

　富雄は思わず胸の内で呟つぶやいた。

　黒くろ髪かみおっぱいの若わか巫女の説明では、艶乃姫とかいうのは元もと々もと人間だったが不ふ死しの力を授さずかり、千年前からずっと変わらぬ姿で神に仕えているという。ちょっと前ならそんな話は信じなかっただろうが、猿さる神がみなんてものが現れた以上は、そんな不ふ思し議ぎな事があってもいいかという気がして、特にツッコむ事もなく聞き流していた。それに老巫女が今もお世せ話わをしているという話だったから、千年生いきたかどうかはともかくとして、艶乃姫とやらは現実に存在しているんだろうと、さしたる疑問もなく考えていた。

　だが、岩屋の中で艶乃姫の姿を見た事がないとなると、話は別だ。

　そもそも、冷静になって考えれば、人間が姿も変えずに千年も生き続けるなんてのはいくら何でも無む理りがある。

　ひょっとしたら、本当は死んでいるんだけども、生きている事にして、生せい前ぜんと同じように世話をしているというだけなんじゃないのか。確か高こう野や山さんなんかでも、即そく身しん仏ぶつつまりミイラになった弘こう法ぼう大だい師しを信しん徒と達たちが生きているのと同どう様ように身の回りの世話をしていて、信徒の間では「今も生きてお勤つとめ中」という事になっているらしいが、この神社の艶乃姫とかいうのも似たようなもんなんじゃないのか。千年前と変わらない姿と言っても、ミイラになっていてそれ以上変わらないってだけじゃないのか……？

　薄うす暗ぐらくなった夕暮れ時に、薄暗い岩いわ穴あなの中で少女のミイラと対たい面めん。基本的に無む神しん経けいな富とみ雄おとしても、さすがにちょっと薄うす気き味み悪い。大体、ミイラと会ってお話ししろと言われても困る。どうやってまっする様に取り次いでもらったり、神の武ぶ器きを授さずかったりすればいいのだ。

「あの、婆ばあさん。その艶あで乃の姫ひめってのは、本当に今も生きてんのか？」

　思わず富雄は老ろう巫女みこに確かく認にんした。

　老巫女は振り返らずに答える。

「もちろんじゃとも。その証しよう拠こに、祭りの日に食べ物をお供そなえすると、必ず召めし上がった跡がある」

「中に猿さるとかが住み着いててそいつが食ってるって事は……？」

「それはない。箸はしも使った跡があるのじゃから。猿に箸は使えん」

「じゃあ浮ふ浪ろう者しやとか……」

「最近はこの神じん社じやも財ざい政せい難なんで大きな祭りの時しか食べ物は供えんから、浮浪者では餓が死ししてしまうじゃろ」

「それを言ったら、艶乃姫だって餓死するんじゃ……」

「艶乃姫様は千年も生きていらっしゃる神様なのじゃから、普通の人と同じに考えてはならんわ」

　老巫女はそう言って富雄の疑問を一いつ笑しように付した。

　……婆さんが呆ぼけてて自分で食っときながら忘れてるなんてオチじゃねえだろうな。

　ますます不安を募つのらせながら、富雄は老巫女と共に長い階段を上り切った。

　やれやれと思いながら、どのくらい上ってきたのかと後ろを振り返ってみる。真まっ直すぐな一いつ本ぽん道みちの階段ではあるが、途と中ちゆうの木々に遮さえぎられて登り始めの辺りは全ぜん然ぜん見えない。ただ生おい茂る枝の間から、拝はい殿でんの大きな屋根が親おや指ゆびの爪つめほどに小さく見えた。

　そして前に向き直ると、目の前には注連しめ縄なわの張られた岩穴。かなり大きな穴で、立ったままでも余よ裕ゆうで入れる程ほどだ。ここが艶乃姫が籠こもっているという岩いわ屋やに間違いない。

「ここじゃ。ついてきなされ」

　老巫女が振り返り、改めて清めの塩を富雄に振ってから、自分の体にも同じようにかけて、穴の中に入った。

　富雄が続いて入ると、蠟ろう燭そくが灯ともっていて思ったより洞どう内ないは明るい。

　しかし正面には御み簾すが掛かかっていて、それより奥の様よう子すはさっぱり分からない。

　老巫女が御簾の奥を伏し拝おがみ、パンパンと柏かしわ手でを打った。

「艶乃姫様。阿あ久く富雄を連れて参まいりまして御ご座ざいます」

　老巫女のしわがれた声が、岩に響ひびいてこだまする。

　その時、御簾の奥で何かが動く気け配はいがした。

　ギョッとする富雄。

　何だ今のは。

　やっぱりちゃんと誰だれかいるのか？

　それとも自分たちの息づかいや衣きぬ擦ずれの音が反射して、穴の奥から聞こえたように錯さつ覚かくしただけだろうか。

　富とみ雄おが御み簾すの奥の様よう子すに神しん経けいを尖とがらせていると、老ろう巫女みこが小さく囁ささやいた。

「ワシが足を踏み入れる事を許されておるのはここまで。これより先はお前さん一人で行くのじゃ。ワシは先に下りて待っておるでの」

　そう言うと、富雄を残して岩いわ屋やを出て行く老巫女。

「お、おい……。そう言われてもどうすりゃ……」

　富雄は戸と惑まどいながら老巫女の背中を目で追った。

　富雄には神しん前ぜんの作さ法ほうや儀ぎ式しきなどさっぱり分からない。一体どうすれば艶あで乃の姫ひめからまっする様に取り次いでもらったり、武ぶ器きを授さずかったり出来るのだ。

　困こん惑わくしたまま富雄は暗い御簾の奥を見る。

　その時、再び布の擦すれるような音がした。

「……！」

　やはり、何かいる。

　動物ではない。

　漏もれ聞こえる微かすかな息づかいと衣擦れの音は、ほぼ間違いなく人間のものだ。

「まさか……艶乃姫……？」

　本当に、艶乃姫とかいう生き神がこの奥にいるのか？

　千年の昔から今まで生き続けて、ずっとここで神を祀まつり続けているというのか。

　薄うす暗ぐらい洞どう内ない。

　燈とう明みようの揺らめきに、岩いわ肌はだの影が妖あやしく蠢うごめく。

　誰だれだってそんな中に一人で立っていると、どんな超ちよう常じようの不ふ思し議ぎがあってもおかしくないような気き分ぶんになってくる。千年前のミイラが今も真ま新あたらしい服を着せられて、何か神しん秘ぴの力で動いて活動しているんではなかろうか。今この御簾一いち枚まいを隔へだてた向こうから、生きたミイラが虚うつろな眼がん窩かをこっちに向けて、じっと見つめているんじゃなかろうか。

　富雄のこめかみを冷ひや汗あせが伝った。

　その時、御簾の奥から声がした。

「……そちがまっする様に選ばれし男か」

　鈴すずを転がしたような声。

　幻げん聴ちようではない。

　あの猿さる神がみが使ったようなテレパシーじみた謎なぞの声でもない。

　洞内に反はん響きようしているせいか、どことなく神秘的な響ひびきを帯びているが、間違いなく生きた人間の肉にく声せい。それも、子供の声だ。

　富とみ雄おはゴクリと唾つばを飲んだ。

　本当に、艶あで乃の姫ひめとやらが今も生きてこの御み簾すの向こうに座っているのか？

　それともイタズラか？　俺おれがここへ連れてこられる事を知ったどこかの悪ガキが、艶乃姫の振りをして驚かそうってつもりなのか？

　富雄はしばし黙だまって御簾を見つめた。

　だが、いつまでもそうしていても仕方ない。

　この向こうに何がいるのかなんて、御簾をめくって見りゃ分かる。

　富雄は思い切って御簾の端はしに手を掛けた。

　そしてそのまま迷いを振り切るように一いつ気きに持ち上げる。

「誰だれだ!?　ここは部外者立ち入り禁止だぞ」

　そう声をかけながら中を覗のぞき込んだ。

　目の前には正せい方ほう形けいの畳たたみが一枚。

　その上に、お雛ひな様さまか何かが着てそうな裾すその長い服を重ね着した少女が、おかっぱ髪がみにかんざしや金きん銀ぎんの髪かみ飾かざりを挿さして座っていた。

　年の頃は、見た感じ十歳さい前後だろうか。色は透すき通るように白く、目め鼻はな立だちは作り物のように整っている。

　そしてその透き通った肌はだは、薄うす暗ぐらい燈とう明みようの明かりに照らされて、まるで光を放っているかのよう。

　明らかに、普通の子供ではない。

　余りに整いすぎていて、富雄は一いつ瞬しゆん、等とう身しん大だいの人形かと思った。

　だが人形ではない証しよう拠こに、少女の黒くろ水すい晶しようのような澄すんだ瞳ひとみが驚いたように見開かれて富雄を見上げた。

　髪飾りが揺れて、シャランと音を立てる。

「なっ、何をしやる無ぶ礼れい者もの！　儂わしは艶乃姫なるぞ！　控えよ！　御簾を下ろさぬか！」

　動どう揺ようした声で富雄を叱しかりつける少女。

「艶乃姫……？　お前が……？」

　富雄は目をぱちくりさせた。

　子供のイタズラではなさそうだ。この仰ぎよう々ぎようしい格かつ好こうは、ガキがイタズラで忍しのび込んだにしては手が込みすぎている。

　だがしかし、いくら人間離ばなれした整った姿すがた形かたちをしていると言っても、動いて喋しやべって慌あわてたところはやっぱりどう見ても生なま身みの子供。とてもじゃないが、千年の間生き続けている伝でん説せつの生き神様なんて御ご大たい層そうなものには思えない。

　……って事は、このガキを艶乃姫に見立てて神様扱あつかいしてるってだけの話か。

　昔の呪じゆ術じゆつなんかで、神様を乗り移らせる依坐よりましとして子供を使うなんてのがあったらしい話はどこかで聞いた覚えがあるし、祭りの時に氏うじ子この子供からお稚ち児ごさんを選んで神み輿こしに乗せたりするのも、子供に神様を宿らせてるんだとかいう話だ。このガキも多分そういう奴やつなんだろう。千年前から変わらぬ姿すがたというのもきっと、毎年あらたな艶あで乃の姫ひめ役やくの子供を選んでいるから歳としを取らないとかそういう話に違いない。ずっと地元で育ってきた割に、小学生時じ代だいにも艶乃姫役に選ばれた同級生の話なんかは聞いた事はなかったが、多た分ぶん神じん社じや関係者の親しん族ぞくから選んで続けてきた極ごく秘ひの風ふう習しゆうで、一般人じんには知られていないって事なんだろう。

　富とみ雄おはそう考えて納なつ得とくすると、ちょっと拍ひよう子し抜けした気き分ぶんで息をついた。

　そのまま御み簾すを潜くぐって中に入る。相手がただのガキだという事であれば、何も遠えん慮りよする事はない。

「まあいい、分かった。お前が艶乃姫なんだな？　んじゃ、まっする様とやらに取り次いでくれないか。俺おれはまっする様に指名されて、猿さる退たい治じをするために武ぶ器きをもらいに来たんだ」

　だが、艶乃姫はぷいとそっぽを向いた。

「ならぬ」

「は？」

「まさか、許しも得ずにいきなり御簾をめくるような無ぶ礼れい者ものが来るとは思わなんだ。そちのような者が選ばれし男のはずはない。どうせ同どう姓せい同どう名めいの別べつ人じんじゃろう。洞どう内ないが穢けがれる。命令じゃ。疾とく去いね」

　しっしっと犬でも追い払うように扇おうぎを振る艶乃姫。

　その態度にムッとする富雄。

「何だとこのガキゃ……」

　艶乃姫の役を務めている事を笠かさに着て、このクソ生なま意い気きな態度。こういうガキは、放っておくとろくな育ち方をしない。年長者としてガツンと言ってやらねばなるまい。

「胸も膨ふくらんでねえ癖くせに偉えらそうに命令してんじゃねえ！　俺が従うのはこの世でただ二つ！　左右のおっぱいだけだ！　この俺様に指さし図ずしたかったら、もう少しそのぺたんこの胸を成長させてからにしやがれ！」

　艶乃姫をビシッと指さして言い放つ富雄。

　その強気な態度に意い表ひようを突かれたのか、艶乃姫はまたしても驚いた顔をしてぽかんと富雄を見つめた。

　富雄は更さらにお構いなしに奥へ進もうとする。

「てめえが取り次がねえってんなら、俺が自分でもらってきてやらあ！」

　見たところこの部屋には武器らしきものはないが、艶乃姫の後ろには更に奥へと続く通路が見えている。多た分ぶんその奥へ行けば何かあるはずだ。

　だが、艶乃姫は我に返ってさっと立ち上がると、富雄の行く手を遮さえぎるように両手を広げた。そして、むーっと口を尖とがらせて富とみ雄おを睨にらむ。

「帰れと言うたじゃろうが！　奥へは通さぬ！」

「………」

　富雄はピタリと動きを止めて艶あで乃の姫ひめを見下ろした。

　偉えらそうな態度は取っているが、口を尖らせた表情や自分のみぞおちくらいまでしかない身長を見ると、やっぱり精せい々ぜいで十歳さい前後の子供だ。力尽ずくで押しのけるのも何だかちょっと大人おとなげない。

　そう思って、横から迂う回かいしようとする富雄。

　しかし艶乃姫は長い裾すそを引きずりながら、とてとてと小こ走ばしりについてきてやっぱり行く手を遮さえぎる。

「………！」

　再び動きを止める富雄。

　今度は反対側がわに移動する。

　やっぱりついてくると通せんぼしながら富雄を睨み上げる艶乃姫。

「…………」

　しばし富雄は艶乃姫と睨み合う。

　そして、突然もう一いち度ど反対側へと猛もうスピードでダッシュした。

「あっ！」

　不ふ意いを突かれて出で遅おくれると、慌あわてて追いかけてくる艶乃姫。

　そこをすかさず逆ぎやく方向へと切り返す。

「あなや！」

　艶乃姫は突然の方向転てん換かんについてこれずに、声を上げて転てん倒とうした。

「馬ば鹿かめ！　所しよ詮せんガキよのう！」

　大人げなく勝ち誇ると、この隙すきにさっと艶乃姫をかわして入り込む富雄。

　艶乃姫は床にぶつけた鼻を小さな両手で押さえながら、がばっと起きあがる。

「まっ、待つのじゃ！　許可なく入るなと言うたであろうが！　まっする様に仕つかえる者は皆この儂わしの家け来らいぞ！　どこの世界に主人の許きよ可かなく上がり込む家来が……」

　富雄は一いつ瞬しゆん足を止めると艶乃姫を振り返った。そして、艶乃姫の言葉を遮さえぎるように言い放つ。

「言っただろ。指さし図ずは受けねえ。俺は俺の意志でここへ来た。テメエの家来になるためじゃねえ。俺の大切なものを守るためにだ」

「……！」

　突然真ま面じ目めな台詞せりふを吐いた富雄に、艶乃姫は虚きよを突かれて固まった。

　その隙に、そのままズンズンと奥への通路を進んでいく富雄。

「……あやつめ、見た目のアホ面づらに反して、案あん外がい芯しんはしっかりしておるのやもしれぬ」

　奥へ消えていく富とみ雄おの背中を目で追いながら、艶あで乃の姫ひめは一人呟つぶやいた。

　まさか富雄の守りたい大切なものがおっぱいの事だなどとは、想そう像ぞうだにしない艶乃姫だった。
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　細い通路を抜けた富とみ雄おは、すぐまた広い空間に出た。

　艶あで乃の姫ひめがいた所よりも広くて、特に天てん井じようが高い。

　暗くておぼろげにしか見えないが、穴の奥には祭さい壇だんらしきものがあり、鏡かがみと御ご幣へいが飾られている。その手て前まえには皿やとっくり、燭しよく台だいなどが供そなえてある。榊さかきが枯かれていないのを見ると、定期的に換えているようだ。あの艶乃姫がやっているんだろうか。

「んで、まっする様とやらはどこにいるんだ……？」

　ザッと見回してみたが、それらしい姿すがたは見えない。艶乃姫のように、筋きん肉にくムキムキな若者がまっする様役やくとして鎮ちん座ざしていたりするんじゃないかと思ったが、どうやらそうでもなさそうだ。

「まぁいっか。神様の武ぶ器きさえ手に入れりゃいいんだしな……」

　そう呟つぶやいて中を見回してみたが、ざっと見た感じ、ここにあるのは祭壇とその上の供え物だけで、武器らしい物はどこにも見当たらない。

　もっとよく探してみようと、富雄は一歩足あしを踏み入れた。

　その瞬しゆん間かん。

　富雄は不ふ意いに何か柔らかい物を踏んづけた。

「うおぅっ!?」

　思わず声を上げて飛び退のくと、足元を見る。

　すると、薄うす暗ぐらい影に隠かくれるようにして、体のたるんだブタみたいなおっさんが、ふんどし一いつ丁ちようで寝ね転ころがっていた。気持ち悪いくらい立りつ派ぱな福ふく耳みみと、対たい照しよう的てきに微び妙みように貧ひん相そうな髭ひげを生はやしている。吞のん気きに鼻ちょうちんを膨ふくらませているところを見ると、死体ではないようだ。だが、ここは立ち入り禁止で、まっする様を祀まつっているあの艶乃姫というガキんちょを除いては誰だれもいないはず。一体何なに者ものだ。浮ふ浪ろう者しやか何かか。だが、頭には綺き麗れいな頭ず巾きんを被かぶっている。浮浪者にしては何か変だ。それに、あの艶乃姫が無む関係な浮浪者に侵しん入にゆうさせたまま平へい気きでいるとも思えないし、やっぱり神じん社じや関係者だろうか。

「おい、おっさん」

　靴くつを履はいたままの爪つま先さきでつっついてみた。取りあえずこのおっさんに武器の所しよ在ざいを聞いてみよう。こんな薄暗い中で闇やみ雲くもに探すよりは、そのほうが早そうだ。

　しかしおっさんはちょっと寝ね返がえりを打ってむにゃむにゃとよく分からない寝ね言ごとを言うと、すぐまたいびきをかき出す。

「ちょっと。起きろよ。聞きたい事があるんだ」

　もう一度、今度は靴の裏で軽く踏んづけてみる。

「アカンて……。おっちゃんお嫁よめさんおるんやで……」

　だらしなくよだれを垂らしながら、幸せそうな寝ね顔がおで再び寝言を呟つぶやくおっさん。

「何の夢ゆめ見みてんだよ……。おい、おっさんってば」

　ぶよぶよした腹はらをグリグリと踏みにじっていると、不ふ意いに後ろから怒ど鳴なりつけられた。

「無ぶ礼れい者ものめが！　まっする様の御ご前ぜんで頭ずが高い！」

　ビクッとして振り向くと、さっきの艶あで乃の姫ひめだ。

「まっする様の前でって……」

　まさか神かみ様さまが目に見える姿すがたで降こう臨りんしたんだろうかと、思わず祭さい壇だんのほうを振り返る。

　だが、さっき見た時と別べつ段だん変わりはない。ただお供そなえ物らしき何かが並べられているだけだ。それとも自分には見えないだけで、艶乃姫には神の姿が見えているのだろうか。あるいは、見えていなくてもここは神しん前ぜんなのだから静かにしろという事なのか。

　富とみ雄おがキョトンとしている間に艶乃姫はすっと中に入ってくると、手に持っていた燭しよく台だいの火を祭壇の蠟ろう燭そくに移した。

　そして燭台を祭壇の上に置くと、振り返り様ざまに扇おうぎで富雄の足をぴしりと打つ。

「その汚きたない足をどけぬか無礼者！　神を足あし蹴げにする不ふ届とどき者がどこにおる！」

「は？　神を足蹴にって……」

　目をぱちくりさせながら、足あし元もとのブタみたいなおっさんを見下ろす富雄。

　艶乃姫は、富雄を押しのけるようにおっさんの側そばにしゃがみ込んだ。

「……じゃがまぁ、まっする様の御み姿すがたが見えるという事は、そちが選ばれし者なのは間違いなさそうじゃな……」

　独ひとり言ごとのようにそう言うと、小さな手でゆさゆさと体を揺する。

「まっする様。まっする様。お呼びの者が参まいりました」

　何度か揺さぶられてから、だらしなく欠伸あくびをして起きあがるおっさん。

「ふわぁ……。んん……なに……？　もう朝……？」

　眠そうに目を擦こするおっさんに向かって、艶乃姫が恭うやうやしく告げる。

「まっする様。こちらが阿あ久く富雄で御ご座ざいます」

　おっさんはまだ半分寝ねぼけたような顔で艶乃姫を見、続いて富雄を見上げると、やっと目が覚めたようにパチパチと瞬まばたきをした。

「あ……。あー、はいはい。アレやね、あの、なんか、猿さるが暴あばれて困ってるから助けてっちゅう、例のあのアレね」

　寝ているときにかいた脇わき腹ばらの汗を手て拭ぬぐいで拭いながらうんうんと頷うなずく。

　そして富雄のほうを見て軽く咳せき払ばらいをすると、テカテカした顔にニコニコと笑えみを浮かべた。

「よう来たなぁ。待っとったで。あんまり楽しみで朝早くから待ちすぎて、ついつい寝てしもたわ。ゴメンゴメン。おっちゃんがまっする様や。まぁ立っとらんと座りぃや」

　そう言って自分は上かみ座ざに座ると富雄にも着ちやく座ざを勧すすめる。

　艶乃姫も富雄を見上げて、もったいぶった調ちよう子しで言った。

「まっする様がこう仰おおせじゃ。座って良いぞ」

　富とみ雄おはしばしポカンとしたまま艶あで乃の姫ひめとおっさんのやりとりを見ていたが、やがて我に返ると思わず大おお声ごえを上げた。

「ちょ、ちょっと待て！　コイツのどこがまっする様だ！　ただのブタじゃねーか！」

　艶乃姫はそれなりに整った容よう姿しとか着ている物とか偉えらそうな言葉遣づかいとかで頑がん張ばっているから、神の依坐よりましとして神そのもののように扱えと言われても、一応ギリギリうなずけなくもない。だがこのおっさんはどこからどう見ても、ちょっとフレンドリーなだけの体のたるんだおっさんだ。仏ぶつ像ぞう並なみの福々しい福ふく耳みみをしてるってだけで許されると思ったら大おお間違いである。

　だが富雄の言葉に、艶乃姫がくわっと目を剝むいた。

「まっする様に向かって何と畏おそれ多い事を申もうすのじゃ！　この不ふ届とどき者めが！」

　御み簾すを勝かつ手てにめくった時とは比べ物にならない勢いで富雄に食ってかかる。

　だがそこへ、まっする様と呼ばれたたるんだおっさんが仲ちゆう裁さいに入った。

「まぁまぁ待ちぃや。会おうたばっかりでそないケンカしたらアカンて。仲良うしよ、仲良う。和わを以もつて貴とうとしとなす、て聖しよう徳とく太たい子しも言うてはるで」

　腋わきの汗を拭ぬぐいながら困り顔で宥なだめに入る。

「まっする様がそう仰おつしやるのなら……」

　大人おとなしく黙だまると、まだ不満そうな顔のまま座る艶乃姫。生なま意い気きなガキンチョだが、このおっさんに対しては随ずい分ぶんと素直な様よう子すである。

　子供が先に大人しくなったのに自分が暴あばれてちゃ年とし上うえの面めん目ぼく丸まる潰つぶれだと思って、富雄も仕方なく黙ると腰を下ろした。

　まっする様はそれを見て満足げにうんうんとうなずく。

「ほな、改めて挨あい拶さつしよ。ええと、阿あ久く富雄君やったっけ。いっつもお供そなえ物持もってきてくれてありがとな。今いま時どきおらへんで、あんな毎日のようにお供えにくる人なんて。しかも毎回ちゃんと深々と礼れい儀ぎ正しくお辞じ儀ぎして。ホンマ感かん心しんやわぁ」

「へ……？」

　富雄はキョトンとすると、思わず遮さえぎった。

「ちょっと待て。俺はお供え物なんかした憶おぼえはないし、神じん社じやに来るのなんか初はつ詣もうでの時くらいだ。しかもその時でも賽さい銭せんは十円以上入いれた事はねえぞ？　何か勘かん違ちがいしてんじゃねえのか？」

「いや、いっぱいお供えしてくれてるやん。照れんでもええねんで」

「してねーよ。俺おれが何を供えたってんだ」

「えっちな本とかいっぱい持ってきてくれたやろ？」

「は……？」

　ポカンとする富雄。ますます富雄には身に覚えがない。

　だがまっする様は脂あぶらぎった顔にニコニコと笑えみを浮かべる。

「またとぼけてからに。あそこのお旅たび所しよやん。アンタ、『奉ほう納のう』ってのし紙付けて、いっぱい持ってきてくれてるやろ。あそこはおっちゃんの出しゆつ張ちよう所じよみたいなもんやから、本ほん殿でんやなくてあそこに納めてもちゃんとリアルタイムでおっちゃんとこに届くんよ」

「えっ？　ま、まさかあの祠ほこらって、この神じん社じやの……？」

　そういえば、年に一度の祭りの時は、この神社から出発した神み輿こしがあそこへ立ち寄るんだった。あの祠はここの神社の管かん轄かつだったのか。

　そこで、富とみ雄おはある事実に気付いてハッとした。

　あの祠に富雄がエロ本を置いている事を知っている人間はいない。大だい事じな宝が他人に盗ぬすまれたりしないよう、細さい心しんの注意を払って人ひと目めを避けてきたのだ。それに、仮に祠の中のエロ本に気付いた人間がいたとしても、名前が書いてあるわけじゃなし、持ってきたのが富雄だとは分からないはずだ。なのに、あそこに大量のエロ本が毎日のように持ち込まれている事も、それを持ち込んだのが富雄である事も、更さらにいつも祠に向かって頭を下げている事までも知っている者となると、答えは一つしかない。

「じゃあ……まさか本当に……このブタが神なのか……？」

　愕がく然ぜんとして呟つぶやく富雄。

　まっする様はそんな富雄の様よう子すにはお構かまいなしにご機き嫌げんで話し続ける。

「昔は結けつ構こう春しゆん画がとか持ってくる人おったんやけど、最近はそういうのめっきり減ってしもてなぁ。おっちゃん外部のお使い頼めるのって艶あで乃のちゃんに仕えてる巫女みこさんくらいしかおれへんねんけど、まさかあんなお婆ばあちゃんにエロ本買こうてきてなんて頼むわけにもいかへんやろ？　ホンマ助かってるんよ」

「勝かつ手てに人の本ほん見てんじゃねえよ！」

　富雄は思わず大おお声ごえを上げた。

　今まで何も知らずにこんなブタに頭を下げていたのかと思うとやたらと腹立たしいし、隠かくしていたエロ本を見られていたのも何だか無む性しように恥はずかしい。

　荒あらぶる富雄とは対たい照しよう的てきに、まっする様はどこまでもニコニコしたままだ。

「まあそういうわけで、本のチョイスもおっちゃんの趣しゆ味みにぴったりマッチしとるし、これはいける思てな。神かみ様さまの使いっていうんはやっぱ、魂たましいの在りようが神様としっくり重なってるんが一番大事やからね。惟神かんながらの道、言うて」

「テメエと魂のあり方が近いとか、全然褒ほめられてる気がしねえ……」

　富雄はそう嘆なげきながら、でろんとだらしなくたるんだまっする様の体を眺ながめた。

　……これが益荒ますら市し一いちの宮みや益荒神社に坐ましますまっする様……。

　筋きん肉にくの神様だの大たい力りきの神様だの言われているが、どこからどう見てもただの太ったメタボのブタ野や郎ろうにしか見えない。こんなのに祈ったところで、絶対に御ご利り益やくなんかなさそうだ。

　……こんな奴やつの使いになれってのか。

　富とみ雄おは自分の胸の内でみるみるやる気が失われていくのを感じた。

　町のおっぱいのためなら救きゆう世せい主しゆにもなってやろうと思ってここまで来てみたが、こんなブタの家け来らいにさせられるだなんて話が違う。富雄は英えい雄ゆうになる事を引き受けたのであって、断じてこんなブタの下げ僕ぼくになる事を了りよう承しようしたわけではないのだ。

　もちろん、あの巫女みこさん達にはいいところを見せたい。そして町におっぱいを取り戻したい。おっぱいが安心して溢あふれられる平和な町を取り戻したい。その切せつなる気持ちは今も変わらない。

　だが。

　目の前にいるまっする様を見る。

　筋きん肉にくの神かみ様さまを自じ称しようしていながら、このたるみ切った体。そしてこのたるみ切った表情。

　そこには神としての威い厳げんも神こう々ごうしさも何もない。

　どこをどう見たって、ただの太った気さくなオッサンだ。

　こんな奴やつの使いとなったところで、一いつ体たいどんな武ぶ器きや力を授さずかるというのだ。自分の体一つまともに維い持じ出来ていないようなだらしない奴だ。神の武器とやらだって、ちゃんと管かん理り出来ているかどうか疑わしい。事実、この洞どう窟くつ内ないを見回してもどこにも武器らしい武器など見当たらないのだ。何も期待出来ないのに、立場だけはこのブタの手て下したになるなんて、冗じよう談だんではない。

　富雄のそんな胸の内など露つゆ知らず、まっする様はいい笑顔でグッと親おや指ゆびを立てた。

「とにかくそういうわけやから、アンタ今日きようからおっちゃんの使い、『鼠ねず人びと』やから。おっちゃんの名前を汚けがさへんよう、しっかり頑がん張ばるんやで」

「断る」

　富雄は即そく答とうした。

　目をぱちくりさせるまっする様。

「へ？　何で？」

「何でもクソもあるか！　英雄になるはずの俺おれが、何が悲しゅうてブタの使いにならにゃならんのだ！」

「いや、ブタっておっちゃんは神様よ？　ちょっとぽっちゃり系けいなだけよ？」

「そこからしておかしいだろ！　ぽっちゃり系って！　まっする様って筋肉の神様なんだろ！　神社の立て札の御ご利り益やくのとこにもそう書いてあるだろ！　何で筋肉の神様がそんなたるんだ体しとるんじゃ！」

　激しい勢いでツッコむ富雄。

　まっする様は困こん惑わく顔がおで弁べん解かいする。

「いや、おっちゃんの体型と筋肉の神様って事とは関係ないやん。田んぼの神様かて田んぼの姿すがたなんかしてへんし、便所の神様かて便器の格かつ好こうなんかしてへんで。ちゃんと自分の担当するモンを管理出来とったらそれでええやん……」

「自分の体すら管かん理り出来てないだろうがお前は！」

　富とみ雄おはまっする様のたるみ切った腹の肉をぐにぐにと摑つかんだ。

「あっ！　やめて……っ！」

　頰ほおを紅こう潮ちようさせながら悶もだえるまっする様。

　富雄は手を離して立ち上がると、まっする様を見下ろして言い放つ。

「さっきも言ったが俺おれがこの世で従うのはただ二つ！　右と左のおっぱいだけだ！　貴き様さまのようなブタには死んでも従わん！」

　だが、それを聞いたまっする様は意い外がいにも、ニコニコと余よ裕ゆうの笑えみを浮かべた。

「それやったら問題あらへん。ちょっと目ぇ瞑つむってみ？」

「ん？　こうか？」

「そう。ほんで、ここ。ここ揉もんでみ」

　そう言いながら、まっする様は富雄の手を摑んで何かに触れさせた。

「こっ、この柔らかい感かん触しよくは……！　まさか……！」

　驚いてハッと目を見開く富雄。

「ってテメエの乳ちちじゃねえかこのブタ！　何ちゅうモン揉ますんじゃ！」

　富雄は思わず反はん射しや的にまっする様の頭をど突いた。そして、手に付いたねっとりとした脂あぶら汗あせを大おお慌あわてでズボンで拭ぬぐう。

　そこへ艶あで乃の姫ひめが顔を真まっ赤かにして怒りながら割って入った。

「先さき程ほどから黙だまってみていれば、そちは何と畏おそれ多い事を！　そもそもこちらは人間共どもに頼まれて鼠ねず人びとにふさわしい者を選んでやったまでの事！　貴様が断るならそれはそれで構わぬのじゃぞ！」

　だが、富雄がそれに対して言い返す前に、まっする様が慌あわてたように口を出した。

「ちょっ、ちょっと待って艶乃ちゃん？　鼠人になる人間おらんかったらおっちゃん困るんやけど？　その内ここもあの猿さるに荒らされるかも分からへんし、第一今いまみたいにみんなに頼られてる状況でええとこ見せたら崇すう敬けい者しやも増えてお供そなえ物とかも以前みたいにちゃんと毎まい日にち供えられてもうちょいマシなもん食えるようになるかも分からへんし……！」

　そう言うと、目め元もとに手て拭ぬぐいを当てて、よよよと泣き崩くずれるまっする様。

「おっちゃんもうええ加か減げんご飯はんとお塩だけの貧しい食事は嫌いやなんよ！　せめて御お神酒みきくらい付けて欲しいんよ！　艶乃ちゃんかてたまには甘いモンとか食いたい言うてたやん！」

　今度は艶乃姫が慌てた。

「ちょっ、ちょっとまっする様っ！　そういう事情は伏せておかないと足あし元もと見られるから威い厳げんを保って強つよ気きの姿し勢せいで行きましょうって打ち合わせしたじゃないですか！」

「えっ？　あっ、そうやったっけ……」

「そ、そうやったっけって！　言い出したのまっする様ですよ！　しかも打ち合わせしたのって今朝けさじゃないですか！　何でこんな短たん時間で忘れるんですか！　馬ば鹿かなんですか？　筋きん肉にくの神かみ様さまとか言って、脳のう味み噌そまで筋肉で出来てるんじゃないですかこのブタはー！」

「ご、ゴメン。おっちゃん根が正しよう直じき者ものやから、思ってる事隠かくして演えん技ぎしたりとかそういうの苦にが手てなんよ……」

「ガキもブタ呼ばわりしてんじゃねえか……」

　思わず富とみ雄おが呟つぶやくと、艶あで乃の姫ひめはハッとしたように固まった。そして真まっ赤かになりながら照れ隠かくしのように喚わめく。

「わっ、儂わしとまっする様の仲じゃから良いのじゃ！　儂はまっする様に仕つかえて千年になる生き神で、表おもての立て札にも祭さい神じんとしてまっする様の隣となりに艶乃神しんと書いてあるくらいじゃから許されるんじゃ！　貴き様さまのごとき下げ賤せんな人間と一いつ緒しよにするでないわ！　バーカバーカ！」

「演技ってバレた途と端たんにいきなりガキそのものになりやがったコイツ……！」

　さっきまでも大たいして大人おとなびていたわけではないのだが、輪を掛けて子供じみてきた。　呆あきれ切った顔で艶乃姫を眺ながめる富雄。

　まっする様がその袖そでを引っ張った。

「まぁそういうわけやから、助けると思てここは一いつ発ぱつ引き受けたってぇな」

　だが、富雄はその腕をすげなく振り払う。

「お断りだ。何でこのガキに甘いもん食わせてやるために俺おれが貴様の家け来らいにならにゃならんのだ。それこそ巫女みこさん達に頼んで買ってきてもらえばいいじゃねえか」
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「そら無む理りやで。艶あで乃の姫ひめが何か言うたら、それは神様のご託たく宣せんっちゅう事になるんよ？　おやつ食べたいから買こうてきてなんて、そんな子供のおねだりみたいな託宣下くだされへんやん。恥はずかしい」

「子供のおねだりって、コイツはガキだろ。問題ねえよ」

「いや、こう見えてこの子すでに千せん歳さい超えてるんよ？」

「実じつ年ねん齢れいがどうだろうと、見た目がガキなら大だい丈じよう夫ぶ。おやつをねだったって許される。だから安心して神じん社じやの人にねだれ。じゃあな」

　そのまま立ち去ろうとする富とみ雄お。

「ちょ、ちょっと待たぬか！　これ！　ちょ、ちょっと……！　待つのじゃ……！　待って……！」

　帰ろうとする富雄を見て、艶乃姫が慌あわてて呼び止めた。さっきまで「嫌いやなら帰れ」などと散さん々ざん言っていた癖くせに、いざ本当に帰ろうとすると困った顔でオロオロとうろたえるばかり。今にも泣き出しそうである。

　それを見て富雄は慌てた。ガキに泣かれるのは苦にが手てなのだ。

　こういう時は、泣かれる前に逃げるに限る。

　富雄はすかさずダッシュした。

　しかしその時。

　艶乃姫は富雄を追うのではなく、反はん対たい方向にある祭さい壇だんへと走った。そして、立ててあった大おお幣ぬさを引き抜くと、さっと一振り。

「ええい！」

　その途と端たん、突とつ然ぜん富雄の足から力が抜けた。

「んなっ!?」

　そのままその場にすっ転ぶ富雄。

「なっ？　なんだこりゃ!?　足が動かん？」

　手を突いて上じよう体たいを起こしながら、自分の足を見つめる富雄。痺しびれたのとも押さえつけられたのとも違う。足の感覚はちゃんと残っているのにぐったりと力が入らなくて、立ち上がるどころか動かす事さえも出来ない。

　艶乃姫が富雄のすぐ近くまでやってきて見下ろした。

「足の力を一時的に失わせたのじゃ。そちも多少は知っておるようじゃが、人が己おのれの体を動かし力を発はつ揮き出来るのは、蘭らん方ぽう医いが『筋きん肉にく』と呼ぶ肉のお陰。そして大たい力りきの神かみ様さまであるまっする様は当とう然ぜんこの筋肉をも司つかさどっておられる。そのまっする様に仕つかえて一千年。儂わしはまっする様より預かった神しん力りきで、自じ在ざいに筋肉の力を操あやつる事が出来るのじゃ」

「な……っ？」

　驚いて艶あで乃の姫ひめを見上げる富とみ雄お。

　こんな力を隠かくし持っていたとは。

　まさかコイツも艶乃姫の役を任されただけのガキンチョってわけじゃなく、本ほん物ものの生き神・艶乃神しんそのものなのか？

　そしてこの謎なぞの超ちよう能力が、あのたるんだブタから借りた力だと？

　富雄は倒れたまま、艶乃姫を睨にらんだ。

「テメエ！　元に戻しやがれ！」

「嫌いやじゃっ！　戻したら逃げるじゃろうがっ！」

「当たり前だ！　逃げるために戻せって言ってんだ！」

「そんな事こと言われて大人おとなしく元に戻す者がおるか阿あ呆ほうっ！」

　艶乃姫はそう言ってから、子供じみた外がい見けんに不ふ釣つり合いな不ふ穏おんな笑えみを浮かべた。

「大人しく鼠ねず人びととなれば、今すぐ元に戻してやるわ。じゃが断るというのなら……」

　そう言って、富雄の顔を撫なでるように大おお幣ぬさを振る。

「ぬあっ!?」

　今度は瞼まぶたの力が抜けて、目が開かなくなる富雄。

「何てこった！　これじゃ何も見えねえ！　このままじゃ町におっぱいが戻ってきても、鑑かん賞しようする事が……！」

　指で瞼を押し上げれば見えるが、手を離せばすぐにまた目は閉じられてしまう。

　艶乃姫は更さらに富雄の両手を大幣で撫なでた。

　だらりと力が抜ける富雄の腕。瞼を押し上げるどころかぴくりとも動かなくなる。

　手も足も出せなくなった富雄は、芋いも虫むしのように地べたに転がったまま、せめてもとばかりに口を出した。

「そんなすげえ超ちよう能力が使えるんなら、お前が出てってその力で猿さる退たい治じしてこいよ！」

「そうはいかん。儂わしがこの力を使えるのは、心しん身しんを清く保っておる時のみ。浄きよめられたこの岩いわ屋やを出て穢けがれた外がい界かいの空気に触れてしまえば、それだけでこの力は使えぬようになるのじゃ」

「この中でしか使えないって、全ぜん然ぜん意味ねえ力だなそれ……」

「そうでもなかろう。そちのように不ふ信しん心じんな不ふ届とどき者を押さえつけるのにはこれで充分じゃ」

　得とく意い気げに平らな胸を張る艶乃姫。

　両りよう手て両りよう足あしと視し力りよくを封じられた富雄の耳に、艶乃姫の声が響ひびく。

「……ちなみに一つ教えておくがの。蘭らん方ぽう医いどもの説に拠よれば、そなたの心しんの臓ぞうも『心しん筋きん』なる筋きん肉にくで出来ておるそうじゃ。そして筋肉である以上、それも儂の自由になるのじゃぞ……？」

　富雄はゾッとした。つまり、艶乃姫がその気になれば富雄の心しん臓ぞうを止める事など朝あさ飯めし前まえという事だ。

　そこへ、まっする様が富とみ雄おに懇こん願がんするように口を挟んだ。

「なぁ、ええやん。猿さるさえ倒したら鼠ねず人びともやめて構わへんから。おっちゃんらの家け来らいいうても猿をやっつけるまでのほんのちょっとだけの間やで。何も一いつ生しよう続けろなんて言うてへんのやから」

　富雄は目も開けられず立つ事も出来ない状態で、足りない頭を必ひつ死しで巡らせた。

　とにかく、このまま動けないというのではどうしようもない。意い地じを張りすぎて心しん臓ぞうまで止められてしまったら元も子もない。ここは一いつ旦たん降こう参さんするしかない。それにこの艶あで乃の姫ひめの力。タダのガキだと舐なめていたが、何だかんだでさすが生き神を自じ称しようするだけはある。これでは敵かなわない。逆らう事は不ふ可か能のうだ。

　それに、今のまっする様の話では、猿さる神がみを倒してしまえば「鼠人」とやらもやめられるらしい。だったら、さっさと倒してコイツらとおさらばしたほうが話は早い。神の武ぶ器きがどんなものかは知らないが、まっする様の手て下したである艶乃姫でさえこの力。だったらまっする様の力が宿った武器にだって、きっと期待は出来るはず。

　富雄は肚はらを決めた。

「分かった。降こう参さんだ。元もと々もと神の使いになるために来たんだし、なってやる」

「おお！　聞きましたかまっする様！」

「ホンマに引き受けてくれるん!?」

　艶乃姫とまっする様は喜びに頰ほおを紅こう潮ちようさせた。
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　富とみ雄おが神の使い「鼠ねず人びと」となる事を了りよう承しようしたのを受けて、艶あで乃の姫ひめはまるで初めて子こ犬いぬを我が家に迎えた小学生のようにはしゃいだ。

「そうと決まればさっそく力を戻してやらねばの。何と言っても、儂わしの新しい家け来らいじゃからの。この儂にふさわしいよう、しゃきっとしておいてもらわねばの。神しん前ぜんで寝ね転ころがったままなどという無ぶ様ざまな姿すがたを晒さらしておっては、主あるじたる儂の恥はじじゃからの」

　さっきまでの態度を一いつ変ぺんさせ、嬉うれしそうな様よう子すでいそいそと大おお幣ぬさを振る艶乃姫。見た目もガキだが、中なか身みはそれ以上に単たん純じゆんな性格のようである。

　富雄はようやく瞼まぶたと手足に力が戻ると、座り直してまっする様を見た。

「鼠人にはなってやるし、猿さる神がみを退たい治じしてテメエの評ひよう判ばんも上げてやる。その代わり、条件がある」

「条件？」

　首を傾かしげるまっする様と艶乃姫。

　富雄はうなずくと真しん剣けんな顔で言った。

「無ぶ事じあの大おお猿ざるを倒したら、褒ほう美びとしてこの神じん社じやの巫女みこさんとデートさせてくれ。ババア以外で。それが条件だ。神かみ様さまであるテメエやガキの言う事なら、神社の人はみんな素す直なおに聞くんだろ？」

　折せつ角かく猿神を退治して英えい雄ゆうになっても、このブタの家来なんてカッコ悪いポジションでは全ぜん然ぜんモテない恐れもある。もしそうなっても、せめて一度くらいは確実にいい思いが出来る保ほ証しようが欲しい。たとえ猿を倒して町におっぱいが戻ってきても、取り戻した張ちよう本ほん人にんがそれを享きよう受じゆ出来ないなんて事になったら悲しすぎる。

「でえと？　何じゃそれは……？」

　艶乃姫が目をぱちくりさせた。最近の言葉には少々疎うといらしい。まぁ、本当に千年間かんここに閉じこもりっぱなしの生き神なのであれば、新しい言葉に疎いのは当然なのだろう。

　一方でまっする様のほうは現代の言葉にもよく通じているらしく、すぐ理解して鷹おう揚ように請うけ合う。

「ええよええよ。猿神をやっつけたヒーローって事になったらきっと女の子達もベタ惚ぼれやろし、そんくらい大だい丈じよう夫ぶやろ。任しとき」

　まっする様はそう言って、出っ張ったお腹なかをポヨンと叩たたいた。

　それを聞いて、富雄は安心して話を戻す。

「んで、テメエの使いになるためにはどうすんだ？　何か儀ぎ式しきでもすんのか？」

「いや、こうやって顔会わして話するのが儀式みたいなもんよ。ぶっちゃけた話、おっちゃんの姿が見えたらそれでもう合ごう格かくやから。後は猿退治のための武ぶ器きを授さずけてあげたら、それが任にん命めい式しきみたいなもんよ。まあ、授けた神しん具ぐがおっちゃんの使いとしての身み分ぶん証しようを兼ねるって感じやと思てくれたらええわ。退治し終わったら返しに来てくれたら、それで鼠人としてのお役やく目めも終わりやから」

「なるほど。って事は、テメエやこのガキが気に食わなかったりして途と中ちゆうでやめたくなったら、武ぶ器きを返しに来ればいつでもやめられるってわけだな」

　なるべく相手に対して優ゆう位いな立場をキープしようとする富とみ雄お。

「いやまあ、それはそうなるけど……」

　弱気な顔になるまっする様。

　艶あで乃の姫ひめが頰ほおを紅こう潮ちようさせながら意い気き込ごんで胸を叩たたく。

「心配要いりませんまっする様！　こやつめは私が責任を持って世せ話わ致しますから！　不満な気持ちを起こす事など絶対にあり得ませんよ！」

「ああそう……？」

　まっする様は心配そうな目で艶乃姫を見た。

　そして富雄に視線を戻す。

「とにかくまあ、おっちゃん貸した神しん具ぐを通じてそっちの様よう子すとか見れるし会話も出来るから、何か分からん事あったらいつでも気き軽がるに聞いてくれてええからね。あと、こっちから話しかける事もあるかも分からんけど、そういう時はちゃんと返事してな。無む視しされたらおっちゃんへこむから」

「お前の使いでいる間はずっと繫つながってんのか。ちょっと鬱うつ陶とうしいな」

「まぁ我が慢まんしてや。貸した道具で悪い事されたらおっちゃんの管理責せき任にん問われるからね。それに猿さる神がみを倒すまでの間だけやし」

「まぁ、すぐに倒せば問題ねーか」

　富雄はうなずくと話を進める。

「んで早さつ速そくだけど、神かみ様さまの武器って、どんなのがあるんだ？」

「どんなのってまあ、最新の現代兵へい器きなんかはあれへんから、精せい々ぜいで弓ゆみ矢やとか剣けんとかやけど」

「なるべく近づきたくねえから弓矢がいいかな。戦前に猪いのしし倒たおしたって奴やつも弓矢だったんだろ？」

「ああ、あの人な。あれはすごい豪ごう傑けつやったで。おっちゃんの力授さずかるとみんな剛ごう力りきになるんやけど、あの人はその前からすでに腕も太くて胸むな板いたも厚くてな。十人がかりでやっと引けるような弓を軽かる々がる引いて。よっしゃよっしゃ。弓矢やね」

　まっする様はそう言うと、祭さい壇だんの下から大きな袋ふくろを引っ張り出してきた。

　そしてごそごそと中を漁あさる事こと十数秒。

「あれ？　ここやなかったっけ？　艶乃ちゃん、おっちゃんの弓矢どこにあるか知らん？」

　尋たずねられた艶乃姫は、少し言いづらそうに答える。

「あの弓矢でしたら、戦後すぐに売ってしまったはずですけど……」

「えっ？　マジで？」

　思わず大声を上げるまっする様。

「売ったて、大だい事じな神しん宝ぽうやのに何でそんな事……」

「確か神じん社じやの者たちの話では、敗はい戦せん直後で米の値ねが急きゆう騰とうして、祭さい儀ぎに必要な米を闇やみ市いちで買うためにやむをえず、とか。まっする様もちゃんと許きよ可かをお与あたえになったはずです」

「ホンマか。まぁでもあの頃はしゃあないわなぁ。タダでさえ闇やみ米ごめ高かったし、それまで神社は公こう務む員いんやて言うてたのがいきなり今日きようからタダの宗しゆう教きよう法ほう人じんや言うて放り出されてしもて、お金もなかったわけやしね……」

　思い出して溜ため息をつくまっする様。

　そして少し申もうし訳わけなさそうに富とみ雄おに尋たずねる。

「どないする？　弓ゆみ矢や、もう無いねんて」

「じゃあしょうがねえ。剣けんでいいよ」

　肩を竦すくめる富雄。

　まっする様もうなずいた。

「そやね。やっぱ選ばれし勇ゆう者しやは剣で戦うほうが絵になるしカッコええよね。須す佐さ之の男おさんが八岐やまたの大蛇おろち倒した時も剣使つこてはったし、神じん武む天てん皇のうも日本やまと武たけるの尊みことも基本装そう備びは剣やしね」

　そう言って再び袋ふくろの中を漁あさる。

　しかし、またしても手が止まった。

「あれ？　おっかしいなぁ。艶あで乃のちゃん、おっちゃんの剣、どこに仕し舞もたか知らん？」

「剣は明めい治じになってすぐの頃に売っちゃいました」

「えっ？　剣も？　ちょっと待って、何でそないもったいない真似まねしたん？」

「確か明治政せい府ふに神しん領りよう地ちを召めし上げられてしまったせいで年ねん貢ぐによる収入が途と絶だえ、その上神じん祇ぎ庁ちようで定めた祭さい礼れい以外には国からの金は出ないとかで、祭りを執とり行う費用が足りず……」

「ああ、そうやわ。思い出した思い出した。世せ間けんでは明治維い新しん言うたら廃はい仏ぶつ毀き釈しやくとかでお寺ばっかり大変やったと思てるけど、あれは所しよ詮せん民みん衆しゆうの暴ぼう動どうで、公こう権けん力りよくによる被ひ害がい者しやは実は神社のほうなんよね。明めい治じ天てん皇のうの御ご聖せい断だんがなかったら、賀か茂もの葵あおい祭まつりすら断だん絶ぜつしてたとこやし。大だい体たい、お寺さんは社しや領りよう地ち取り上げられても葬そう式しきとかお墓はかの供く養よう料りようとかなんぼでも収入の道はあるけど、神社なんて神領地取り上げられたらホンマ何もあれへんもん。神しん仏ぶつ習しゆう合ごうしてたらお寺の収入で神社の祭りも維い持じ出来たかもしれんけど、それも神仏分ぶん離り令れいで分けられてしもたから、神社の収入なんて精せい々ぜいで初はつ詣もうでと七しち五ご三さんと、後は時々地じ鎮ちん祭さいとかがある程てい度どで、謝しや礼れいなんて微び々びたるもんやし。坊ぼうさんが悠ゆう々ゆうとベンツ走らせてる横で、ほとんどの神社は祭りどころか神かん主ぬし一人食うていくのさえ無む理りな状況なんやで。ホンマどないよこれ？　ちょっと何とかしてほしいわ。なぁ富雄ちゃん」

　プリプリと怒おこり出すまっする様。

「俺おれに言われたって知らねえよ……」

　富とみ雄おは困った顔で肩を竦すくめてから、改めて話を戻す。

「それより弓ゆみ矢やも剣けんも売っ払ったって、他には何が残ってんだ？」

「え？　な、何があるやろ……。そ、そや。小こ槌づちとかどない？　兜かぶとの上から叩たたきつけても効くから言うて、槌を武ぶ器きとして使ってたモンも昔はおったんよ」

「小槌って、打ち出の小槌か？」

「そうそう。まさにそれよそれ。めでたいモンでもあるし、不ふ思し議ぎな力も備わってるしで、工く夫ふう次し第だいでは弓矢や剣より強いかもしれへんで」

　まっする様がそう言いながら袋ふくろの中を覗のぞき込もうとした時、艶あで乃の姫ひめが口を挟はさんだ。

「すみませんまっする様、それも売りました」

「えっ？　打ち出の小槌も売ったん？　あんなん、売らんでもあれ振ったら金なんかなんぼでも出てくんのに、何でまたそんなアホな事……」

「確か、お金を出すのは下手へたすると偽にせ金がね作りで捕つかまるからという事で。それに貴き金きん属ぞくの類たぐいも、無む刻こく印いんの延のべ棒ぼうなどは怪あやしまれて買い取り手が付かないとかで、それならいっそ小槌を売って金に換えた方が良いとまっする様が」

「ああ……。でもそやね。確かに、今はもう勝かつ手てに大おお判ばん小こ判ばん出して使えるような時代とちゃうもんね……」

「またかよお前ら……」

　いい加か減げんうんざりしてくる富雄。

　まっする様も少し焦あせり出す。

「ほ、ほんなら神かみ様さまの力て言うより天てん狗ぐの道具みたいな感じやけど、隠かくれ蓑みのとかどやろ？　姿すがた消したりとか、あとオプションで貧しい老ろう人じんに化けたりとかも出来たりするんよ。それで猿さるに気付かれへんように近づいて……」

「近づくのはいいけど、そっからどうやって倒すんだよ？　戦せん車しやですら倒せない相手だぞ？」

「隠れ蓑も売りました」

「またかいな。ほんなら、遠くの出で来き事ごとが目の前に見える鏡かがみは……」

「だからそれでどうやって倒せと……」

「鏡言いうても銅どう鏡きようやから、鈍どん器きとしてガツンと頭にぶっつけたら……」

「鏡も売りました」

「ほ、ほんなら……」

「売りました」

「ちょっと待ってまだおっちゃん何も言うてへんで！」

「とにかく、いわゆる神じん通つう力りきとかそういった類たぐいの力を宿した神しん宝ぽうは何なに一ひとつ残ってません。みんな売っちゃいました」

　ぴしゃりと言う艶乃姫。

　ガーンとうろたえるまっする様。

「マジで!?　ちょっと待ってぇな。ホンマに何も残ってへんの？　一体誰だれがそんな酷ひどい事……！」

　その言葉を聞いた瞬しゆん間かん、それまで感情を抑えて淡たん々たんと答えてきた艶あで乃の姫ひめが突とつ然ぜんキレた。

「全部まっする様が許きよ可かしたんじゃないですか！　私があれほど反対したのに『お金ないんやったらアレ売ったらええやん』って先の事何なに一ひとつ考えずに！　そのせいで今やまっする様の御ご利り益やくもほとんどなくなって、参さい拝ばいに来る崇すう敬けい者しやもすっかり減り、お供そなえ物もなくなって、こんな食うや食わずの生活を……！　昔はお酒とか米とか魚とか珍めずらしいお菓か子しとか色いろ々いろ持ってくる人も大おお勢ぜいいたし、神しん領りよう地ちとして土地を寄き進しんする人とか社しや殿でん建ててくれる人とかもたくさんいて、鼠ねず人びとだってその頃はそういう敬けい虔けんな氏うじ子こや崇敬者から一番知ち恵えも力も勇気もある人を選んで力を授さずけてたのに、今じゃ祠ほこらをエロ本ほん置き場に使ってるような色ボケの間ま抜ぬけ面づら以外に鼠人の候こう補ほが見つからない有あり様さま！　ご飯はんだって祭りの日ひ以外は神しん饌せん持ってきてくれないから、月つき次なみ祭さいに供えられた白はく米まいとお塩だけの貧しいお膳ぜんを次の月まで食いつなぐなんていう悲ひ惨さんな有あり様さまですよ！　それもこれもみんなまっする様が考えなしにホイホイ神しん宝ぽう手て放ばなしちゃったからなんですよ！　ちょっとは反省してくださいよ！」

　怒ど濤とうの勢いで、溜たまりたまった鬱うつ憤ぷんを一いつ気きにぶちまける。

　まっする様は思わず後ずさりながら、汗を拭ふき拭き弁べん明めいした。

「いや、そやけどそういう貧しい時期に艶乃ちゃんが甘いもの食べたいとか駄だ々だこねるから、おっちゃんもお金を工く面めんするために仕方なくやね……」

　その言葉に真まっ赤かになる艶乃姫。

「なっ、なんでそう言う事だけは憶おぼえてるんですかっ!?　脳のう味み噌そ筋きん肉にくの癖くせにっ！」

「今あれこれ言われて思い出したんよ。それにそもそも悪いのはおっちゃんやなくて、人の神じん社じやのモン勝かつ手てに取り上げた薩さつ長ちようの新しん政府とか、それでも公こう務む員いんって事で何とか暮らしてたのにいきなり無む一いち文もんでほっぽり出したＧＨＱの奴やつらとか、そっちやん？　それやのにおっちゃんの事こと責められても……」

　そこへ富とみ雄おが割り込んだ。

「おいちょっと待てよ二人とも。って事はつまり、ブタの家け来らいになっても何の武ぶ器きもないって事じゃねえのか？　いや、そもそも何も借りられねえんじゃ家来になる事自じ体たい無む理りって事じゃ……」

　どうせまともに管かん理り出来てないんじゃないかとは思っていたが、ここまで何もないとはさすがに予想外がい。鼠人を引き受けるとは言ったが、なりたくてもなれないんじゃあ話にならない。

　まっする様はハッと富雄のほうを振り返ると、慌あわててブンブンと首を横に振った。

「いやいやいや、おっちゃん自身の神かみ様さまとしての力があるから大だい丈じよう夫ぶ！　何もないって事はさすがにあらへんよ！」

「てめえ自身の力って何があるんだよ」

　疑わしい目でまっする様を見る富とみ雄お。

　まっする様は得とく意い気げにドンと胸を叩たたいた。

「そらおっちゃん筋きん肉にくの神かみ様さまって事で信しん仰こうされてるくらいやから、もちろん筋肉に関する力よ」

「筋肉に関する力？　このガキみたいに自じ在ざいに筋肉使つかえなくしたり出来んのか？」

　艶あで乃の姫ひめのほうをチラリと見る富雄。さっきやられたのと同じ事が出来るようになるなら、武ぶ器きなんか無くても勝ち目は充分ある。

　だがまっする様はあっさりと否定した。

「ああ、その力はもう艶乃ちゃんに貸してしもてるから無む理りやわ。それにさっき艶乃ちゃんも言うてたように、その力は影えい響きよう力りよく強い分だけデリケートで、ちょっと清くなくなっただけで使われへんようなるからね。外で戦うなんてのには向かへんよ」

「やっぱ駄だ目めなのかよ」

　はぁ～っと溜ため息をつく富雄。

　だがまっする様は自信満まん々まんな顔で囁ささやく。

「大だい丈じよう夫ぶ。もっとすごい力が残ってるから」

「どんな？」

　富雄はすでに全く信用していない目でまっする様を見る。

「ほな言うで。それはやね……」

　内ない緒しよ話ばなしのように声を潜ひそめてそう言うと、まっする様はやや焦じらすつけるように間まを置いた。

「それは……？」

　無む駄だに焦らされて、イライラしながら聞き返す富雄。

　まっする様は、たっぷり五秒ほど間を置いてから、天を仰あおぐように両腕うでを広げた。

「なんと！　鍛きたえれば鍛えるほど筋肉が付く能力や！　すごいやろ？」

「ただの人じゃねえか！」

　間かん髪はつ入いれずにまっする様の頭をぶん殴なぐる富雄。

「ぶごぉっ!?」

　まっする様は頭を押さえてうずくまる。

「ちょっ、ちょっと待ちいな、アンタさっきから……。人間が神かみ様さまド突つくてどういう……」

「うるせえ！　誰だれだって鍛えたら筋肉付くのは当たり前だろうが！」

　富雄はまっする様に摑つかみかかりそうな勢いでツッコんだ。そんなものをわざわざ神の力として授さずけられても意味が無さ過ぎる。

　慌あわてて艶乃姫が仲ちゆう裁さいに入った。

「待たぬか富雄！　まっする様の神の力じゃぞ！　そんな当たり前の物のわけがなかろう！　きっと、鍛きたえ続ければ限界を超えて際さい限げんなく強くなるとかそういう……」

　しかしその言葉をあっさり否ひ定ていするまっする様。

「いや、鍛えれば鍛えるほどて言うても、さすがに本ほん人にんの限げん界かい以上は無む理りよ」

「え……？」

　艶あで乃の姫ひめは折せつ角かくの擁よう護ごをぶち壊こわされて、引きつった顔で固まる。

　富とみ雄おは思わずまっする様を絞しめ上げた。

「ますますただの人じゃねえか！　そんなもん、どこが神の力だってんだ！」

　たるんだ首くび回まわりの肉をぐにっと絞め上げられながら、苦しそうに言い訳わけするまっする様。

「ど、どこがて、そもそも鍛えれば鍛えるほど筋きん肉にくが付くいう自然の仕し組くみそのものが、おっちゃんの力によって作られ維い持じされてるものなんやで？　おっちゃんおらんかったら筋肉なんてこの世に存在せえへんのよ？　そもそも自然に与えられてる当たり前の仕組みや法ほう則そくいうもんは全部神かみ様さまによって維持管かん理りされてるわけで、それを当たり前やと思い上がらず、神様から与えられた恵みやという認にん識しきを常に持って、あらゆる事に対して日々謙けん虚きよに感謝を忘れへん心こそが……」

「そういう説せつ教きようはいい！　己おのれの筋肉だけが武ぶ器きって！　原げん始し人じんでも石ヤリくらい使うぞ！」

「いやいや、筋肉を馬ば鹿かにしたらアカンで。例えば人間の親おや指ゆびは猿さるとかチンパンジーよりずっとたくさんの数の筋肉があるお陰で、器き用ように物を抓つまむ事が出来て、今いま富雄ちゃんが言うた石ヤリみたいな道具作つくったり使つこたり出来るようになったんやで。指の筋肉のお陰で人は道具や火を手にする事が出来て、その後の色んな文ぶん明めいの利り器きも作り出す事が可能になったんよ。そして現代の最さい先せん端たんの文明の利器を操そう作さするのも器用に働く親指の筋肉あってこそ。携けい帯たい電話とかゲーム機とか操作するのかて、親指の筋肉群ぐんのお陰なんよ。つまり現げん代だい文明は筋肉によって生み出され、筋肉によって支えられてるわけで、いわば筋肉文明と言っても過か言ごんやないんよ。それだけやない。呼吸するのも肋ろつ間かん筋きんとか横おう隔かく膜まくといった筋肉の働きやし、心しん臓ぞうは心しん筋きんで出来てるし、内ない臓ぞうかて平へい滑かつ筋きんいう筋肉やし、言うなれば筋肉イコール生せい命めい言うても過言や無いんやで。筋肉は文明の起き源げんであるだけやなくて、命そのものでもあるんやで」

「だからそういうのはいい！　大だい体たいそんなんでどうやってあの大おお猿ざる倒せっちゅーんじゃ！　むざむざ殺されに行くだけじゃねえか！」

「そやから筋肉鍛えて真まっ向こうから力ちから勝負でねじ伏せて生いけ捕どったらええやん」

「それだけ鍛えるのに一いつ体たい何年かかると思ってんだ！　倒せる体になってもその頃にはこの町全ぜん部ぶ猿に乗っ取られた後だろうが！　大体、俺おれの体の限界まで鍛えたところで、戦せん車しやでも勝てねえ化ばけ物もの猿になんか勝てるかよ！」

「自分で自分の限界を決めたらアカン。筋肉に限界なんかない。頑がん張ばれば何とかなる。世の中、筋肉で解かい決けつ出来へん問題なんかないんやで」

　たるんだ顔を一いつ瞬しゆんだけキリッとさせて富雄を諭さとすまっする様。

「己おのれの限界までしか鍛きたえられねえっつったのはテメエだろうが！」

　怒りに任せてまっする様の首くび回まわりの脂し肪ぼうをぐにょんぐにょんと揉もみ倒す富とみ雄お。

　まっする様は抵てい抗こう出来ずにされるがまま。

　艶あで乃の姫ひめもさすがにもう止めに入ろうとはしない。

　富雄はたっぷり五分以上まっする様の首回りを絞しめ上げるように揉んでから、ようやく少し落ち着いて手を離した。

　まっする様はゲホゲホ咳せき込みながら座り直すと、どこからともなく餅もちのような物を取り出す。

「……と、とにかくまあ、何の力も授さずけんと神の使いを名な乗のらせるわけにもいかへんし、このまま手ぶらで帰すいうんもアレやから、取りあえず今いま言うた筋きん肉にくが付く力授けとくから。これ食べて」

「だからそんな力要いらねえって。何だこれ？　餅か？」

　要らないと言いながらも、食べ物らしいと見るやすぐさま手を伸ばして口に入れる卑いやしい富雄。そして驚いたように目を見張る。

「お。思ったよりいけるな。さっきロクに食うもん無いとか言ってたけど、ちゃんと美味うまいモンあるじゃねえか」

　富雄がもっちゃもっちゃと口を動かしながらそう言うと、まっする様は困ったように肩を竦すくめた。

「いや、でもそれおっちゃんの肉やねん。自分で自分の肉食ってたらその内おっちゃん消しよう滅めつしてまうし」

「は？」

　ピタッと手が止まる富雄。

「ちょ、ちょっと待て！　テメエの肉って……！」

「そやからおっちゃんの体の一部を食べて、自分の血けつ肉にくとする事で、おっちゃんと同どう体たいになるんよ。ほら、こないしてな……」

　そう言うとまっする様は腹はらの肉を自分で抓つまんだ。そして引っ張ると、にゅーっと伸びてぷちんと千ち切ぎれて、まん丸まるな餅になる。

　富雄は青ざめた。

「今食べた物もそれか……」

「うん。これよ」

「おええ……！　こんなブタの肉食っちまった！　気持ちわりぃ……！」

「ちょ、ちょっと！　吐はいたらアカンで！　辛しん抱ぼうして！　艶乃ちゃん！　お願い！」

「はい！　まっする様！」

　艶乃姫は大おお幣ぬさを手に取ると、素す早ばやく富雄の腹を撫なでた。腹ふく壁へきの筋きん肉にく群ぐんと横おう隔かく膜まくの力を一時的に奪うばって、嘔おう吐とを起こす反はん射しや的な収しゆう縮しゆくを強きよう制せい的に停止させる。その途と端たん、噓うそのように吐はき気が収まる富とみ雄お。

　富雄は腹を押さえながら首を傾かしげたが、吐こうとしても吐けない事が分かると諦あきらめて肩を竦すくめた。

「……まあ、冷静に考えてみりゃ、ブタ肉なんか普ふ段だんから食ってるしな。それ考えたら別にどうってことないか……」

　それを聞いてホッと安あん堵どするまっする様と艶あで乃の姫ひめ。

「ほな、これでアンタは晴れて正式な『鼠ねず人びと』やから。頑がん張ばりや」

　まっする様がそう告げると、富雄は思い出したように眉まゆを顰ひそめた。

「そういやずっと気になってたんだが、そのねずみ男みたいな名めい称しようはどうにかならねえのか？　カッコ悪いしいかにも弱そうな感じで……」

「そう言われても……。元もと々もとおっちゃんの使いの神しん獣じゆうは鼠ねずみなんよ。そやからおっちゃんの使いになった人間もそれに倣なろうて『鼠人』て呼ぶんよ」

　困ったようにぽりぽりと頰ほおを搔かくまっする様。

　富雄は不満げな表情のまま更さらに言う。

「そもそも何で筋きん肉にくとか大たい力りきの神かみ様さまの神獣がちっぽけな鼠なんだ？　そっからしておかしいだろ。もっと牛とか熊くまとか、力が強そうなのは色々いるじゃねえか」

「それは説明すると長くなるんやけどね……。筋肉のこと英語でmuscleマツスルて言うやろ？　あの元になったラテン語のmusclusムスクルスていうんは元々は小さいネズミの事なんよ。そやからおっちゃんの神獣は鼠なんよ」

「何だそりゃ？　日本在ざい住じゆうの神様の癖くせに、英えい語ごとかラテン語とか関係ねえだろ？」

「人間が勝かつ手てに決めた国こつ境きようとかおっちゃん知らんもん。神様にそんなん関係あらへんし。言うとくけどこっちは人間なんかが生まれるよりずっと前からおるんやで」

「じゃあもしかして、『まっする様』ってのも益荒ますら神じん社じやの『益荒』が訛なまったとかじゃなくて、最初っから英語なのか……？」

「え？　あ、ああ、いや、それはたまたま偶ぐう然ぜんよ。ホンマに。別におっちゃんが舶はく来らいの文明にかぶれて英語風ふうの名前がかっこええなぁと思ったとか、そんなんとは全ぜん然ぜんちゃうよ。いや、ホンマに。何か気が付いたらいつの間にかみんながそういうふうに勝かつ手てに呼び出しただけなんよ。ホンマにマジで」

　そう言いながら、白しら々じらしく目を泳がせるまっする様。

「………」

　本当は英語だったらしい。しかもその理由が英語のほうがかっこいいからとか。ただの西せい洋ようかぶれのミーハーなおっさんだ。こんなのが自分の地元の産土うぶすな神がみなのかと、情なさけない思いに駆かられる富雄。

　その冷たい視線に気付いたのか、まっする様はそわそわしながら立ち上がった。

「と、とにかくまあ、鼠ねず人びととしての任にん命めいもこれで済んだし、おっちゃん一いつ旦たん帰るわ。あんまし長い事現げん世せにおっても疲れるし。出雲いずもの国くに譲ゆずり以降、神様は隠かくり世よにおる決まりやしね。早はよ猿さる神がみやっつけて、おっちゃんの名めい声せい上げといてな。ほな、またね！」

　そう言うと、まるで陽かげ炎ろうか何かのように搔かき消える。

　逃げた。

「あっ！　ちょっと待て！　テメエこんなただの人と変わらない力だけでどうやって猿と戦えってんだ！」

「そうですよ！　折せつ角かくの新しい鼠ねず人びとなのに、これじゃすぐに死んじゃいますよ！」

　富とみ雄おだけでなく艶あで乃の姫ひめまでが慌あわてて呼び止めたが、すでにまっする様は消えた後。

「まっする様！　隠れてないで出てきて下さいまっする様！」

　艶乃姫が祭さい壇だんに向かって何なん度ど呼んでも、一いつ向こうに出てこない。

「………」

　思わず富雄と艶乃姫は顔を見合わせた。

　艶乃姫が気まずそうに、引きつった誤ご魔ま化かし笑いを浮かべる。

「ま、まぁ心配致いたすな。まっする様直じき々じきに力を授さずかったのじゃから、頑がん張ばって体を鍛きたえればきっと何とかなる！　やる前から諦あきらめてはいかん！　真まっ直すぐ前向きな直なお毘びの心、それこそが惟神かんながらの道じゃ！」

　小さい手でグッと拳こぶしを握って空そら々ぞらしく励はげます艶乃姫。

「何とかなるって、テメー今さっき死ぬって言ってただろうが……」

　富雄は呆あきれて呟つぶやいた。

　その時、不ふ意いに外が騒さわがしくなった。

　キィキィギャアギャアと甲かん高だかいわめき声がする。

　富雄がハッとして振り返ると、十数匹ひきの猿の姿すがたが見えた。

　例の大おお猿ざるはいないようだが、数も多いし興こう奮ふんしている。

「危ねえ！」

　富雄は反はん射しや的に艶乃姫を抱き上げた。この猿どもは町でも散さん々ざん狼ろう藉ぜきを働いて、何人もの負ふ傷しよう者を出している。雄おす猿の牙きばは結けつ構こう鋭くて、嚙かまれれば大おお怪け我がだ。おっぱいもない艶乃姫は富雄にとってはただのガキんちょだが、ガキんちょであるなら年ねん長ちようの自分が守らねばと反射的に体が動く。

　だが抱き上げられた艶乃姫が富雄の腕の中で暴あばれた。

「こっ、こら！　下げ賤せんの者が素す手でで触るでない！」

「そんな事こと言ってる場合じゃねえだろ！　暴れんな！」

　押さえつける富雄。

　艶あで乃の姫ひめは言い返す。

「阿あ呆ほう！　そなたのように俗ぞく世せの穢けがれにどっぷり浸つかった者が直接触ふれたら、穢れが移ってまっする様の力が使えぬじゃろうが！　ちょっと水みず垢ご離りして塩を振った程てい度どで、体の奥底まで染しみついた穢れが清きよめ切れると思うたか！」

「え？」

「え、ではないわ、このうつけ！　儂わし一人なら、このような猿さるごとき簡単に動けぬように出来たものを！」

「あっ！　そうか！」

　富とみ雄おはハッとした。

　言われてみれば、艶乃姫は相手の筋きん力りよくを奪うばう事が出来るのだ。あの力を使えば、猿が何十匹ぴき押し寄せてこようと全部動うごけなくしてしまえるはず。この岩いわ屋やの中では、艶乃姫は動物に対しては無む敵てきなのだ。

「じゃあ今から下ろすから、さっさとこのエテ公こうどもやっつけちまえ！」

　床に下ろそうとする富雄。

　だが艶乃姫は今こん度どは逆にしがみつく。

「もう遅いわ！　そちが触れたせいで、清め直さねばまっする様の力は使えぬ！」

「一いつ回かい触れただけで駄だ目めなのかよ！　不ふ便べん過ぎるだろお前の力！」

「とにかく、やむを得ぬ！　今は儂を抱いて逃げよ！」

「ええい、しょうがねえ！」

　富雄は改めて艶乃姫を肩の上に担かつぎ上げた。

　艶乃姫はさっと手を伸ばすと、まっする様の依より代しろとなっている御ご幣へいを摑つかむ。

「行け！」

「よっしゃ！　オラどけエテ公どもぉぉっ！」

　富雄は大おお声ごえを張り上げて一番手て前まえの猿を蹴けっ飛ばすと、他の猿が怯ひるんだ隙すきにそのまま一いつ気きに岩屋から走り出た。

　幸さいわい猿たちは岩屋の中を荒らすのに夢む中ちゆうで、富雄達たちを追ってくる気け配はいはなかった。
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　艶あで乃の姫ひめを抱えて長い階段をひたすら駆かけ下りる事こと一キロ余り。

　富とみ雄おはようやく拝はい殿でんまで辿たどり着いた。

　後ろを振り返ってみたが、猿さるたちは追ってきてはいない。

　富雄はホッと大きく一つ息を吐はいた。

「ガキ一人抱かかえてこんな長くて急な階段一いつ気きに下るなんて、我ながらよく出来たもんだ。火か事じ場ばの馬ば鹿か力ぢからって奴やつだな……」

　そう言って、腕に抱えた艶乃姫を見み下おろす。

「んじゃ、もう下ろすぞ。お前、重ね着しすぎで重いからな」

「いや待て」

　下ろそうとするのを止める艶乃姫。

「何だ？　どうした」

「境けい内だい地ちとはいえ、履はき物もなく直接地じ面めんに下りては清きよさが損そこなわれる。輿こしか何か、乗り物を持って参まいれ」

「持って参れったって、んなもんどこにあんだよ」

「なければこのまま抱きかかえて、どこか清らかな建物に連れて行くのじゃ」

「清らかな建物っつってもなー。取りあえず社しや務む所しよに行くか」

　片手で艶乃姫を抱いて、空あいたほうの手でボリボリと頭を搔かくと、富雄は社務所に向かった。

　入り口を開けると、玄げん関かんにはたくさんの靴くつ。

　戸を開けた音を聞きつけて、見み習ならいかバイトらしい巫女みこさんの一人が出てきた。

「あっ！　阿あ久く富雄さん！　帰ってらしたんですね！」

　パッと声を弾はずませて、富雄が口を開く間まも与えずさっと奥へと駆け戻っていく。

　そしてすぐに、どやどやと騒さわがしい足音を立てて市長や黒くろ髪かみの若わか巫女らが玄関先さきまでやってきた。

「おお、富雄君！　どうだった、首しゆ尾びのほうは？　艶あで乃の神しん様さまにはお会いしたか？　まっする様の武ぶ器きと力はちゃんと授さずかって来れたか？」

　責任者のおっぱいの大きな黒髪の若巫女ががずいっと身を乗り出して、息せき切って尋たずねる。一いつ瞬しゆん、胸の膨ふくらみがたゆんと揺れた。

　それを見た瞬しゆん間かん、富雄はつい反はん射しや的てきにグッと親おや指ゆびを立てた。

「もちろん！　任まかせて下さい！　ばっちりですよ！」

　妖よう艶えんに揺れるおっぱいを前に、ついつい見み栄えを張る富雄。だがまあ、力を授かったのも鼠ねず人びとに任にん命めいされたのも一応噓うそではない。

「それでは、鼠人として認められて来たのかね？」

　若巫女は急せかすように重ねて尋ねる。

「そういう事です。今日きようこの瞬しゆん間かんから、あなたとボクは同じ神に仕つかえる仲間。これから少しずつお互いについての理解を深め合っていきましょう」

　精せい一いつ杯ぱいキザな笑顔を作りながら、どさくさに紛まぎれて若わか巫み女こさんの肩を抱こうとする富とみ雄お。

　若巫女はそんな富雄の手をスルリとかわすように後ろを振り返ると、奥にいる皆に大おお声ごえで伝えた。

「皆さん！　やりましたぞ！　無ぶ事じ、阿あ久く富雄君くんが鼠ねず人びとに任にんぜられて戻ってきましたぞ！」

　それを聞いて、奥にいた人ひと達たちの間でワッと歓かん声せいが上がる。

　市長が富雄を見てうなずいた。

「神かみ様さまに認められたせいか、何やらこう、行く前よりもぐんと逞たくましくなったように見えるね」

「そういえばそうですなぁ。何というかこう、腕も足も胸むな板いたも全体的に一ひと回まわり大きくなったような」

「これもまっする様の御ご利り益やくかね。何と言ってもまっする様は筋きん肉にくの神だから」

「いやまったく霊れい験けんあらたかな事で……」

　みんなで玄げん関かん先さきに出てくると、互いに適当な事を言いながら勝かつ手てに盛り上がり始める。まるでもう猿さる神がみを倒したかのよう浮かれっぷりだ。

　それを見て今いま更さらのように気まずくなる富雄。

　つい勢いで、ばっちりですなんて言ってしまったが、得られた力はただの人と変わらないもので、猿神を倒せそうな武ぶ器きの類たぐいは一切授さずかっていないのだ。だが、とてもじゃないがそんな事こと言い出せる雰ふん囲い気きじゃない。

　どうしたもんかと思っていると、若巫女がふと艶あで乃の姫ひめに気付いた。

「と、ところでその子は一いつ体たい……？」

　富雄が戻ってきた事に浮かれて、今の今までまるで目に入っていなかったらしい。

「そういやあの婆ばあさん以外に会った事ある奴やついないんだっけな」

　富雄はそう呟つぶやきながら、艶乃姫を玄関の上がり框かまちに下ろした。

「コイツが例の生き神様の艶乃姫だよ」

「あっ、艶乃姫……？　これが艶乃神様……？」

　驚きよう愕がくしたように目を見開く若巫女。

「おババ様から聞いてはいたが、ま、まさか本当にこんな生きた子供のような姫が、あの穴に住んで……？」

　わなわなと震えながら掠かすれた声で尋たずねる。

「ああ、そうだ。神じん社じやの連れん中ちゆうが持ってくる飯めしが全ぜん然ぜん足りないって文もん句く言ってたぞ。な？」

「うむ」

　片手で富雄の服をぎゅっと握ったまま、若巫女を見てコクリとうなずく艶乃姫。

　若巫女は真まっ青さおな顔になった。

「何という事……！　まさか本当にいたとは……！　これが世せ間けんに知れたら、いくら何でも千年生いきた不ふ死しの生き神などという話は信じまい……！　ウチの神じん社じやは少女を岩いわ穴あなに監かん禁きんしていた危ないカルト扱いとなる事は確実……！　少女拉ら致ち監禁事じ件けんとして関係者の逮たい捕ほもあるやもしれん……！」

「そっちの心配かよ……」

　神しん職しよくなら、供そなえ物に神様が不満だった事にもうちょっと畏おそれおののけよ、と富とみ雄おは胸の内で呟つぶやく。

「とにかくまあ、コイツはずっとあそこに住んでたんだけど、実はさっき猿さるにあの岩穴を襲しゆう撃げきされて追い出されちまったんだ。しばらくここで預かっといてやってくれ」

「そっ、それは勿もち論ろん……」

　その時、若わか巫女みこ同どう様よう艶あで乃の姫ひめの存在が目に入っていなかったらしい市長が、ようやく気付いた。

「ところでその、そちらの可愛かわいらしい娘むすめさんは一いつ体たい？」

「ああ、だからコイツが……」

　もう一いち度ど説明しようと口を開く富雄。

　だが、そこへ若巫女がすごい勢いで割り込んだ。

「こっ、この子は彼の親しん戚せきの子でしてな！　神しん事じに詳しいので手伝いに来てもらっておったんです！」

　キョトンとする富雄。

「は？　何なに言ってんだ？」

「だっ、誰だれがこのような奴やつの親戚じゃ！　無ぶ礼れい者ものめが！」

　艶乃姫も顔を真まっ赤かにしてぷんすか怒る。

　だが若巫女は声を潜ひそめながら必ひつ死しの形ぎよう相そうで富雄に囁ささやいた。

「さっきも言ったが、千年も変わらぬ姿すがたで神に仕つかえてきた生き神なんて、世せ間けんでそんな事を信じる者がいるわけもなし、こんな女の子をずっと神社の岩穴に監禁してたという事になったら、ウチはカルト認にん定ていされてあっという間にお取りつぶし！　ここは一つ、キミの親戚という事にして話を合わせてくれ！」

「ふっ、ふざけんな！　テメエんとこの親戚って事にしとけばいいじゃねえか！　何で俺おれに押しつけんだよ!?」

　抗こう議ぎする富雄。

　その声が後ろに聞こえないように、若巫女は慌あわてて富雄の頭を抱え込む。

「もが……っ！」

「三さん代だい前まえより先の先せん祖ぞは分からないような庶しよ民みんであるキミの家と違って、ウチは代だい々だいの系けい図ずもしっかりしておる！　それを辿たどれば、こんな子が親戚にいるわけ無いのはすぐバレるんじゃ！」

「ちょ、ちょっと待て……！　息が……！」

　口と鼻を若わか巫み女この胸に押さえ込まれて、呼吸が出来ずに喘あえぐ富とみ雄お。

　だが、口を塞ふさいでいるのは他ならぬおっぱいなのだ。富雄がこの世で忠ちゆう誠せいを誓ちかうただ二つの物、左右のおっぱい。どうしてそれに逆さからう事など出来ようか。おっぱいに殺されるなら、むしろ本ほん望もう。虎とらは死んで皮を残し、男は死んで名を残す。こんなにもおっぱいに忠ちゆう実じつな男がいたと後こう世せいに名を残す事が出来れば、それが男だん子しの本ほん懐かいである。

　そのまま富雄は非ひ戦せんの誓ちかいを貫つらぬき通し、一切の抵てい抗こうを見せぬまま窒ちつ息そくして意識を失った。

「富雄!?　いかがいたした!?　これ、しっかりせぬか！　富雄！」

　艶あで乃の姫ひめが大おお慌あわてで富雄に馬うま乗のりになると、小さな手でぺちぺちと顔を叩たたく。

　しかし富雄はだらしなくよだれを垂らしながら、アホ面づらを晒さらして気き絶ぜつしたまま。

　若巫女はそんな富雄と艶乃姫を隠かくすように市長達たちの前に立ちはだかりながら笑って誤ご魔ま化かした。

「いやあ、神と対たい面めんするという非常に大変な儀ぎ式しきを終えて、さすがに疲ひ労ろうが極きよく限げんまで達してしまったようですな。緊きん張ちようの糸が切れた途と端たん、眠ってしまうとは。聞きたい事は山やま程ほどありますが、取りあえず今は休ませてあげましょう。何と言っても大切な我らが救きゆう世せい主しゆですからな。ああ君。布ふ団とんを用意してやってくれ」

　たまたま近くにいた見み習ならい巫女さん達の一人を呼びつけて、布団を敷しきに行かせる若巫女。

　そして富雄と艶乃姫をその部屋に隔かく離りすると、気絶している間がチャンスとばかりに、艶乃姫は富雄の親しん戚せきであるという話をでっち上げて市長達全ぜん員いんに吹き込むのだった。




「ったく、しょーがねーなー……」

　暗くなった町を家に向かって歩きながら、富雄は大きく溜ため息を漏もらした。

　その背中には艶乃姫。

　富雄が目を醒さますと、艶乃姫が親戚だという話はすでに既き成せい事実化かされていた。そして親戚の富雄の家があるのに神じん社じやに置いていくのも不ふ自然だという事で、艶乃姫も富雄の家で預かる事になってしまったのである。

　しかし、表おもて向むきは親戚という扱いになったところで、艶乃姫が生き神がみ様さまである事に変わりはない。生き神様に御おん自みずからの足で歩かせるなど以もつての外だという事で、神社を出た時からずっと艶乃姫をおんぶしたままなのである。面めん倒ど臭くさい事この上ない。

「お前、近所の人には表向きウチの親戚って建たて前まえになるわけだけど、今の時代の常じよう識しきとか生活習しゆう慣かんとか大だい丈じよう夫ぶなんだろうな……」

　富雄は背中に負ぶった艶乃姫に疑わしげな声で尋たずねた。

　艶乃姫は富雄の肩に摑つかまったまま、自信たっぷりに胸を反そらす。

「心配致いたすな。あのような岩いわ屋やに籠こもっておったとはいえ、つい最近までは毎日のように崇すう敬けい者しやが祈りに訪れておったし、あの老ろう巫女のように儂わしらの世せ話わをする者とも時とき折おり言葉を交わしておる故ゆえ、今いま時どきの言葉遣づかいや風ふう習しゆうも大たい抵ていは分かっておる。たとえば、そちの髷まげも結ゆうておらぬこの散ざん切ぎり頭は、文ぶん明めい開かい化かとやらの流行はやりの風ふうなのじゃろう？　今は誰だれも彼もこぞってそのような頭をしておって、髷を結うておる者のほうが少ないくらいの勢いであるそうじゃの。女も、きちんとお歯は黒ぐろを付ける者が当とう今こんはめっきり減ったと聞いておるぞ」

「今いま時どき髷結ってる奴やつなんか少数派はどころかすでに絶ぜつ滅めつしとるわ……」

　艶あで乃の姫ひめに頭をぺたぺた触られながら、再び溜ため息を漏もらす富とみ雄お。艶乃姫は心配するなと言うが、正しよう直じき不安しか感じない。

　だがまあ、これまでずっと岩いわ穴あなに引き籠こもって暮らしていた艶乃姫があちこち出かける事などないだろうし、家の中に籠もりっ切りでいてくれれば大だい丈じよう夫ぶだろう。家に訪ねてきた人の前で変な事を言わないよう、それだけ気を付けていればいい。友人達は当とう分ぶん家には呼べないな、などと思いながら帰き路ろを急ぐ。

　幸い、知ち人じんや近所の人と顔を合わせる事もなく家に辿たどり着いた。

　ホッとして玄げん関かんの戸を開けようとする富雄。

　だが、その時ふと妙みような物に気付いた。

　ドアの上に、注連しめ縄なわが張ってある。

「なんじゃこりゃ？　正月じゃあるまいし……」

　首を傾かしげながらも、まあいいかと思い直して玄関に入る。

「ただいまー」

　奥に一ひと声こえ掛けると、階段を上がって二階の自分の部屋へ向かった。

　だが、部屋のドアの上にもやっぱり注連縄。

「何なんだ一体……？」

　再び首を傾げつつ、富雄は自じ室しつの狭い四よ畳じよう半はんに入った。

　そして、その場に固まった。

　ベッドには綺き麗れいなお客様用よう座ざ布ぶ団とんが敷しき詰められ、机の上には榊さかきと鏡かがみと御お神酒みきを供そなえた祭さい壇だん。机に置いてあった物はごっそりと無くなっている。否いな、机だけでなく、床においてあった雑誌や漫まん画がの類たぐいも、その他ごみごみした物も、何もかもが消えているではないか。

「なっ、なんじゃこりゃ！」

　富雄は艶乃姫を下ろすのも忘れて慌あわてて階段を下りると、居い間まへ駆かけ込んだ。

「あら？　お帰りなさい富雄」

「随ずい分ぶんと遅かったな」

　両親揃そろって、何事もなかったかのように振り返る。

　富雄はずかずかと詰め寄ると、開かい口こう一番大おお声ごえを出した。

「おい！　俺おれの部屋、どうなってんだ!?」

　しかし両親は二人揃って平へい然ぜんと答える。

「夕方頃ごろに神じん社じやから使いの人が来て、偉えらい神かみ様さまがウチに来るから御ご座ざ所しよを作っておけって言うもんだから」

「何か地じ鎮ちん祭さいみたいな事をして、門より内側は庭も家も全部清きよめておいたとか言ってたぞ。よく分からんが」

「全部清めてあるなら、御座所なんてどこでもいいじゃねえか！　何で俺おれの部屋なんだ！」

　富とみ雄おが尚なおも問い詰めると、母親が頰ほおに手を当てた。

「私もアンタの体たい臭しゆうが染しみついた汚きたない部屋はどうかと思ったんだけど」

「他に空あいてる部屋もないしなぁ」

　仕方ないといった顔で相あい槌づちを打つ父。

「俺の部屋だって空いてねえだろ！」

　富雄は大おお声ごえでツッコんだが、母はしれっと言い返す。

「アンタは神かみ様さまに選ばれたんだから、神様と一いつ緒しよの部屋でも大だい丈じよう夫ぶでしょ？」

「俗ぞく世せの垢あかがこびりついてる父とうさん達が神様に触れてはいかんらしくてな」

　白しら々じらしい顔でうんうんとうなずく父。

　二人とも、面めん倒ど臭くさいから全ぜん部ぶ富雄に押しつけただけなのが表情に丸まる出だしだ。

「てめぇら～……」

　富雄はギリギリと歯は軋ぎしりする。

　そこへ今度は父が逆に尋たずねてきた。

「それよりも、その背中に背負ってるのは誰だれなんだ？」

「ん？　コイツがその偉い神様だよ」

　母が首を傾かしげる。

「神様？　普通の人間の子供に見えるけど」

「元は普通の人間らしいからな。不ふ老ろう不ふ死しになって千年前まえから生きてる生き神様なんだと」

「生き神様ねぇ……。猿さる神がみなんてのがいるくらいだから、そういうのもいるのかもしんないけど」

「まあきっとあれだろ。依坐よりましとか何とかっていう、その子が神が憑つくための依より代しろなんだろ。神が降りてる時はその子こ自身が神様と同じ扱い、みたいな」

　両親揃そろってあまり信じていない様よう子す。

　まあ、あの神社の関係者しやでもなければこれが当然の反応だろう。見た目は完全にただのガキだし、富雄だって実際に神の力を行こう使しされてみなけりゃ信じなかった。

　富雄は背中の艶あで乃の姫ひめを床に下ろした。

「ほれ、自己紹しよう介かいしろ。ついでに一発、神様の前で平へい伏ふくもしない不ふ信しん心じんなこの二人を懲こらしめてやれ」

　勝かつ手てに部屋を潰つぶされた恨うらみもあって、少し両親に痛い目を見せてやろうと艶乃姫をけしかける。

　だが艶あで乃の姫ひめは富とみ雄おを見上げると首を横に振った。

「今日きようは外がい界かいの空気に触れて散さん々ざん穢けがれてしもうた。しかも、身を清きよめぬままこの家に入ったせいで、室内にも外の穢れを持ち込んでしもうた。沐もく浴よくか禊みそぎでもして身を清め、室内の穢れを祓はらい直してからでなければ力は使えぬ」

「もくよく？」

　首を傾かしげる富雄。

　父が富雄に説明した。

「要するに風ふ呂ろだ風呂。風呂入はいってさっぱりしたいって事だろ」

「アンタが連れてきたんだからちゃんとアンタが責任持もって世せ話わしなさいよ」

「しょうがねえな。んじゃちょっくら支し度たくしてくっか」

　富雄はぼやきつつも、今日は何かと疲れたし早くひとっ風呂浴あびたい気分でもあったので、ここは特に抵てい抗こうもしないで素す直なおに風呂場ばへ向かった。




　一方、居い間まに残された艶乃姫。

　富雄の両親を見ると、ビシッと扇おうぎで指さした。

「では富雄の奴やつめが沐浴の支し度たくをしておる間に儂わしは家の中を清め直すゆえ、その方ら支度を致いたせ」

　自分と富雄が外部の穢れを纏まとったまま中に上がり込んでしまったせいで、外の穢れが持ち込まれてしまった。これでは力を使えないとかどうとか以前に、まっする様をお呼び出来ない。

「支度？　何を用意すればいいのかしら？」

　富雄の母が尋たずねる。

「まずは水と雑ぞう巾きんを持って参まいれ。それから塩を用意せよ」

　艶乃姫はそう言いつけると、羽は織おっていた打ち掛けを脱ぎ、たすきをかけて袖そでをまとめた。

　富雄の母が言われた物を持ってくると、まずは自分の手て足あしを拭ふき清める。更さらに塩を振って自分の体を清めると、雑巾を手に取って床を磨みがき始めた。

　富雄の足が触れた所を中心に、丁てい寧ねいに雑巾をかけていく艶乃姫。まっする様をお迎えする家なのだからと、富雄の足が触れたところ以外でも目に付いた汚れは全部綺き麗れいに拭いていく。一生懸けん命めい雑巾掛がけに励はげむその姿すがたは、姫や生き神というよりもむしろ、住み込みのお手伝いさんか何かのようだ。

　一ひと通とおり綺麗にすると、最後の仕上げに塩を撒まいて清める。

　そして、掃除中ちゆうに体についた穢れを再び室内に撒き散らさぬよう、念入りにもう一度手て足あしを拭ぬぐって自分の体に塩を振った。

「ふぅ……。こんなところかの」

　額ひたいの汗あせを拭ぬぐいながら清すが々すがしい笑顔を浮かべる艶あで乃の姫ひめ。元もと々もと綺き麗れい好ずきの掃そう除じ好きなので、綺麗になった室内を見てご満まん悦えつである。

　そこへ富とみ雄おの母が様よう子すを見に来て、驚いたように声を上げた。

「あらー、随ずい分ぶんと綺麗になったわね」

「当然じゃ。まっする様をお迎えする場所じゃからの」

　褒ほめられて、艶乃姫はちょっといい気き分ぶんでえへんと胸を反そらした。これまでずっと千年間かん、まっする様のおわす岩いわ屋やを一人で綺麗に保ってきたのだ。掃そう除じの腕うで前まえにはちょっと自信がある。

「それじゃ、綺麗にしてくれたご褒ほう美びに、美味おいしいものでも食べましょうか。お茶も淹いれてあるわよ」

　他所よそ行き用の笑顔で話しかける富雄母はは。

　艶乃姫はぱっと目を輝かせた。

「美味しいもの？　何じゃ？」

　富雄母は艶乃姫を居間へ連れ戻すと、和わ菓が子しの入った容よう器きを見せた。

「はい、おはぎ。神かみ様さまが来るからって、お供そなえ用に奮ふん発ぱつして買ってきたのよ。この町の和菓子屋やさんはみんな猿さるにやられて閉まってるから、わざわざ隣となり町まちまで行って」

「おはぎか……。あれは塩しおっ辛からいからの……」

　じりっと後ずさりながら、玩具おもちやの蛇へびを警けい戒かいする子こ猫ねこような目でおはぎを見つめる艶乃姫。

　砂さ糖とうが貴き重ちようだった昔はあんこといえば塩しお餡あんで、現在のような甘いあんこが普ふ及きゆうしだしたのはサトウキビの栽さい培ばいが国内でも始まった江え戸ど時代以い降こう。幕ばく末まつ頃ごろになっても塩餡は決して珍めずらしくなかったし、特に神しん仏ぶつに供そなえっぱなしにしてお下さがりをいただかない場合には、防ぼう腐ふ用ようや虫がたからないように等の理由で、漬つけ物でも作るのかという勢いでたっぷり塩を入れた物を人間用ようとは別にわざわざ作ったりしていた。そして、艶乃姫へのお供えは艶乃姫が実際に全部食たべてしまうため、後で人がお下がりをいただく事はない。お下がりをいただかないのならとにかく腐くさらないようにしようという事で、艶乃姫のお供えに上がってくるおはぎはどれも決まって塩の固まりのようなものばかり。そんな事が千年もの間続つづいたために、おはぎなどしょっぱすぎて食えたものではないと思い込んでいるのである。

　そんな事情はつゆ知らぬ富雄の母は不ふ思し議ぎそうに首を傾かしげる。

「塩っ辛い？　おはぎが？」

「なんじゃ？　そなた、知らぬのか。まぁ、こんな物もの置おき小ご屋やのような家に住んでおるようでは、おはぎなど見た事もないのであろうが……」

　艶乃姫は室内を見回して呟つぶやく。部屋の狭さもさることながら、テーブルやソファが部屋の中央に陣じん取どっている光こう景けいは艶乃姫にはかなり奇き異いだ。昔の畳たたみ暮ぐらしの家では部屋の隅すみに簞たん笥すがある程度で、中央に陣取っていても不ふ自然でない物は精せい々ぜいで火ひ鉢ばちくらいのもの。ちゃぶ台だってようやく明めい治じ以降になって出てきたものだ。本ほん来らい人が座るべき床の大だい部分をテーブルとソファに占せん拠きよされて、座ざ布ぶ団とんを敷しく場所もない室内の様よう子すは、艶あで乃の姫ひめにとってはまさに物もの置おき小ご屋やである。こんな物置小屋で過ごさねばならぬようでは、きっとおはぎを作るためのモチ米や小豆あずきなど手に入れる事もままならぬ赤せき貧ひん暮らしに違いない。

　艶乃姫はそう考えると告げた。

「……まあよい。ならばまずはそちが食してみよ」

　半分は毒どく味みのため、もう半分はおはぎも知らない物置小屋暮ぐらしの貧びん乏ぼう人を憐あわれんでの事である。

　富とみ雄おの母は再び首を傾かしげた。

「あら。神かみ様さまより先に食べちゃっていいの？」

「構わぬ。今日きようは特別じゃ」

「そう？　それじゃ遠えん慮りよなく」

　富雄の母はそう言うと、おはぎを一つ取って頰ほお張ばった。

「あらー、美味おいしい。やっぱりちゃんとしたお店のものは、スーパーなんかに売ってるのとは違うわねぇ」

「どれどれ、それじゃ父とうさんも」

　富雄の父も手を伸ばして一つ食べる。

「……うむ。さすがに高いものは美味うまいな」

　二人の様よう子すを慎しん重ちように窺うかがう艶乃姫。

　どうやらこのおはぎは、しょっぱすぎて食えないような代しろ物ものではないらしい。貧しい連れん中ちゆうゆえに塩の量をケチったのだろうか。ともあれ、この様子なら食べても大だい丈じよう夫ぶそうだ。

　艶乃姫は意を決すると、自分もおはぎに手を伸ばした。

　薄い包つつみ紙がみ越ごしに両手で持つと、口くち元もとへ運んで一口囓かじる。

　そして。

「あなや!?」

　艶乃姫は思わず両目めを見開いた。

「あ……甘い……!?　何じゃこの甘さは……！」

　驚いて、手に持ったおはぎを見つめる艶乃姫。

　単に甘いだけなら、甘さでは砂さ糖とうをも上回る伝統の甘かん味み、「干ほし柿がき」が、祭りの日のお供そなえ物メニューに昔から入っているし、高級品ひんだった水みず飴あめだって奉ほう納のうされた事はあった。それどころか、更さらに超ちよう高級品だった蜂はち蜜みつだって献けん上じようされた事はある。砂糖を用いた落らく雁がんや金こん平ぺい糖とうといった干ひ菓が子し類だって口にした。

　しかし、傷いたみやすく虫が付きやすい生なま菓子の類たぐいは、艶乃姫に供えられる神しん饌せんからは外され、ついぞ艶乃姫の口に入った事は無かった。こんなに甘いおはぎは艶乃姫の千年の人生においても初めて口にする味わいである。
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　甘いあんこがモチ米のほのかな甘みと混ざり合って奏かなでる妙たえなるハーモニー。それを口いっぱいに頰ほお張ばる贅ぜい沢たくは、水みず飴あめを舐なめるのともぱさぱさした落らく雁がんを囓かじるのとも別べつ次元の快感だ。

「まさか甘いおはぎとは……！　世の中にこのような物があったとは……！」

　艶あで乃の姫ひめはぱぁぁっと頰を紅こう潮ちようさせながら、顔かお中じゆうを喜びの色に染そめて富とみ雄おの両親を見上げた。

「その方ら！　褒ほめてつかわすぞ！　斯か様ようなあばら屋に暮らす身でありながら、このように見事な菓か子しを用意するとは、何とも殊しゆ勝しような心掛け！　気に入った！」

　今いま時どきは店で売っているおはぎと言ったら甘い物しかないなどとは思いもよらない艶乃姫。これは富雄の両親がわざわざ自分のために調ちよう達たつした特別の菓子だと思って、すっかり感かん激げきである。

「あらー。そんなに喜んでもらえて嬉うれしいわ」

　予想外がいの喜びように、富雄の母としても悪い気はしない。

　そこへ富雄が戻ってきた。

「風ふ呂ろ洗ってきたぞ。今お湯ゆ張ってるからもうちょっと待ってろ」

「おお！　富雄！　良いところに戻ってきた！　そちも食うてみよ！」

　顔を輝かせたまま振り返るとおはぎを勧すすめる艶乃姫。

「何だ？　おはぎ？」

　富雄は差し出されたおはぎの箱を怪け訝げんそうな目で見る。

「儂わしへの供そなえ物じゃからとて遠えん慮りよは要いらぬ！　神に供えた後は人がありがたく頂ちよう戴だいするもの！　さあ！　食え！　さあ！」

　艶あで乃の姫ひめは目を輝かせながら興こう奮ふん気ぎ味みに押しつける。

「何だよ？　また何か変なもん食わす気じゃねえだろな……」

　艶乃姫の様よう子すに何か裏があるんじゃないかと警けい戒かいしつつも、生せい来らいの食い意い地じに負けて一つ取って食う富とみ雄お。

「余りの美味うまさに腰を抜かすでないぞ」

　艶乃姫はふっふっふ、と笑いながら、富雄の反応をわくわくして待ち受ける。この自分でさえこれほど衝しよう撃げきを受けた美味さ。富雄如ごときめが口にしたら一体どれほどビックリ仰ぎよう天てんする事やら。その驚く様さまを想そう像ぞうしただけでも愉ゆ快かいである。

　だが富雄はペロリと一つ平らげると、指に付いたあんこを舐なめ取りながら拍ひよう子し抜ぬけの様子で首を傾かしげた。

「何だ？　普通のおはぎじゃねえか」

「なっ!?　ふっ、普通じゃと……？」

　ガーンと凍り付く艶乃姫。

「……この儂が初めて食うた、この甘くて美び味みなるおはぎを、こんな貧しい物もの置おき小ご屋やに住んでいる下げ賤せんな富雄如ごときめが日々当たり前に口にしていると……!?」

「それより制服着き替がえてくるわ。風ふ呂ろ洗あらう前に着替えてくりゃ良かった」

　そう言うと、外の穢けがれを纏まとったままの体で、折せつ角かく清きよめた二階へと上がっていく富雄。

　艶乃姫はそれを引き留める事も富雄を清める事も忘れて、かつて味わった事のない敗はい北ぼく感かんにまみれながらただ呆ぼう然ぜんと立ち尽くすのだった。




　一方その頃ころの益荒ますら神じん社じや、日が傾いて薄うす暗ぐらくなった益荒山山さん頂ちよう付近。

　まっする様が祀まつられていた岩いわ屋やの周辺に、無む数すうの猿さるが集まっていた。

　注連しめ縄なわはすでに引き千ち切ぎられ、中にあった燈とう明みようや御み簾す、祭さい壇だんの類たぐいも洞どう窟くつの内外に無む惨ざんに散らばって、猿たちの玩具おもちやとなっている。まっする様を祀る神しん聖せいなこの山も、今や完全に猿の手に陥おちてしまったと言わざるを得ない光こう景けいだ。

　外で遊んでいた猿たちが、突とつ然ぜんハッとしたように岩屋の入り口を振り返った。

　岩屋の中から姿すがたを現したのは、今では猿さる神がみと呼ばれている例の大おお猿ざる。

　真まっ白しろい毛を逆さか立だて、不ふ機き嫌げんそうに肩を怒らせて出てくると、手近な岩を一つ摑つかんで八つ当たりのように放り投げた。キャッと悲鳴が上がり、運うん悪わるく落らつ下か地点にいた猿が一いつ匹ぴき、岩に頭を割られてそのまま倒れる。

　猿神はそんな事は気にも留めない様よう子すで手近な石の上に腰を下ろすと、大きく一つ息をついた。
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　すぐに雌めす猿ざるたちが数匹ひき、猿さる神がみの機き嫌げんを直そうとして毛け繕づくろいにやってくる。ちょっと前までは、貧ひん弱じやくな片かた目めの白しら髪が雄おすなど相手にもせず、それどころか近づくだけで牙きばを剝むいていた連れん中ちゆうだが、現げん金きんなもので今では我われ先さきに媚こびを売りに来る。

　猿神は悠ゆう々ゆうと大の字に寝ね転ころがって雌猿に毛繕いをさせながら、ちらりと岩いわ屋やに目をやった。

　人間共どもが猿神退たい治じのために神に頼んだ事を知り、山の近くにいた仲間に命じて事じ前ぜんに神の武ぶ器きを押さえようとしたのだが、すでに穴の中には武器のようなものは何もなかった。襲しゆう撃げきした手て下したの若わか雄おす達の話では、襲撃時じには内部に人がいて、猿たちを見て逃げ出したという。恐らくは、その人間が持ち出したか。人間が逃げるのをそのまま見み逃のがした馬ば鹿かな若雄共どもは制せい裁さいのため半はん殺ごろしにしたが、しかし反はん抗こうしようなどと考える人間共にも何らかの罰ばつを与えねばなるまい。神であるこの自分に、別の神の武器を以もつて抗あらがおうなどとは、不ふ遜そんに過ぎる考えだ。二度とこういう真似まねをする気が起きぬよう、見せしめが必要である。

　だが、どんな罰が良いか。

　人間どもにとって最も残ざん酷こくで、なおかつこの猿神こそがこの町の支配者であると強く印いん象しようづけられるような罰。

　顎あごの毛を抜きながら頭を悩ませていると、不意にぐぅと猿神の腹はらの虫が鳴いた。

　腹が減った。

　この大きな体になってから、どうにも腹が減りやすい。日中、町に降りてスーパーを荒らし、食い切れない程ほど食ってきたはずなのに、それでも夜になるともう腹が減る。

　猿さる神がみは右手で腹を撫なでながら、何か食い物を持っている奴やつはいないかと群むれを見回した。いれば横よこ取どりして食べようと思ったのだが、生あい憎にくと誰だれも餌えさなど持ってはいない。

　いっそ、さっき岩に当たって死んだ奴でも食ってしまうか。

　そんな事を思った時、不ふ意いに猿神の頭にある考えが閃ひらめいた。

　人間どもにとって最も残ざん酷こくかつ、猿神こそがこの町の頂ちよう点てんだと思い知らせるための仕し置おき。

　夜空に上った月を眺ながめる猿神の口くち元もとに、ニィっと残ざん忍にんな笑えみが浮かんだ。
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　再び富とみ雄おの家の艶あで乃の姫ひめである。

　風ふ呂ろの準備が出来たというので、お客様であり神かみ様さまである艶乃姫が一番最さい初しよに入る事になった。

　脱だつ衣い所じよまで連れてきた富雄が不安げに艶乃姫を見下ろす。

「ちゃんと入り方分かるんだろうな？」

「子供ではあるまいし、心配要いらぬわ。見かけはそちより幼おさなくとも、歳としはこちらが遥かに上ぞ」

　ふふんと鼻であしらう艶乃姫。

「んじゃ、着替えとバスタオルここに置いてくからな。このカゴに全部入はいってっから。こっちもちゃんと分かるんだな？」

　艶乃姫のために両親が用意した女じよ児じ用のパジャマと下着、そしてお客様用ようの新しん品ぴんのバスタオルをプラスチックのカゴに入れて洗せん濯たく機きの上に置く富雄。

「だから子供扱あつかいするなと言うに」

　艶乃姫はしっしっと富雄を追い払う。そして一人になると羽は織おっていた着物を脱いで、風呂場に足を踏み入れた。

　浴よく室しつに入ると目の前には大きな湯ゆ桶おけがあり、足あし元もとの床は漆うるしでも塗ってあるような感かん触しよくで、ツルツルとして水が染しみ込まないようになっている。

「これは、儂わしのためにわざわざ湯ゆ殿どのを設しつらえたのじゃろうか……？」

　キョロキョロと内部を見回しながら呟つぶやく艶乃姫。

　家いえ風呂が当たり前になったのはようやく第二次大たい戦せん後ごの高こう度ど成長期以い降こうであり、まさかこんな小さい家に備え付けの浴室があるなどとは艶乃姫には思いもよらない。身を清きよめるといっても、精せい々ぜい庭に盥たらいを置いて水を張っただけのようなもので水浴びをする程度のつもりでいた艶乃姫にとって、狭いながらも沐もく浴よく専せん用ようの湯殿が用意されたというのはかなりの驚きである。

「日が暮れてから外で禊みそぎをするのは寒いからと、わざわざ室内に沐浴の場を用意したということか……？　しかしこうも手て際ぎわ良く用意出来るとは、まるで日ひ頃ごろから沐浴のための準備を整えてあるようでもあるが……」

　キョロキョロと浴室内を眺ながめ回す艶乃姫。

　続いて浴よく槽そうの蓋ふたを取った艶乃姫は、思わず声を上げた。

「あなや！　何やら時間をかけておると思ったら、わざわざ湯を沸わかしおったか！　あやつめ、なかなか気が利くではないか！」

　ぱぁっと目を輝かせる艶乃姫。

　もちろん、「沐浴」を訓くん読よみすれば「ゆあみ」、すなわち湯ゆ浴あみであり、可能であれば湯を用意するのが本来ではあるが、まさかこんな小さな物もの置おき小ご屋やのような家で、こんな急な訪問にもかかわらず、本当にちゃんと湯が出てくるとは予想外がいである。きちんと湯殿を設えた上、こんなにたっぷりのお湯まで用意してくれるなんて、まるで公く卿ぎようや大だい名みようの家にでも招かれたかのようなもてなしっぷりだ。

「富とみ雄おの奴やつめ……。口では何かと無ぶ礼れいな事も言いおるが、こういうところは意い外がいとちゃんとしておるのじゃな……」

　少々意外な思いで呟つぶやきながら、いそいそと手て桶おけで湯を汲くむ。

「おお、心地ここち良いのぉ……」

　ざばーっと頭から被かぶった温かいお湯の感覚に、思わずほぅと溜ため息いきを漏もらす艶あで乃の姫ひめ。

　二、三度湯ゆを被ってから、艶乃姫はちらりと浴よく槽そうを眺ながめつつ呟いた。

「ところで盥たらいが見当たらぬが、この湯桶の中に直じかに浸つかっても良いものなのかの……」

　沐もく浴よくの「沐」は水やお湯をかぶる事、「浴」は水やお湯に体を沈め浸ひたす事。沐浴をすると言ったからには、海や川で禊みそぎをする時のように、最低でも腰まではしっかり浸かりたい。

　だが、この湯ゆ殿どのの中には手桶や洗面器きはあってもお湯を張るための盥が見当たらない。いくら艶乃姫が小こ柄がらだといっても洗面器には入れないし、盥がない以上、湯に身を浸すためにはこの湯ゆ桶おけに直接入はいる以外にない。

　しかし、この湯ゆ量りよう。盥に張って使えば軽く十回分ぶんはありそうなくらいたっぷりとある。そんな中に直じかに入って湯を汚よごしてしまうなどという贅ぜい沢たく過ぎる真似まねが、果たして許されるだろうか。そもそもこの湯は、こんな貧しい家に暮らす者たちが無む理りをして用意してくれた大切な湯だ。これだけたっぷりのお湯に全身を沈めたらさぞや気持ち良かろうとは思うが、しかしいくら自分が生き神だからといって、さすがにそれはやりすぎのような気がする。

　それに、富雄は沐浴ではなく「風呂」だと言っていた。艶乃姫が人として生きていた時代に「風呂」と言えば、それは蒸むし風呂の事だ。だとすれば、この湯桶は中に入るためではなくて、この室内を湯ゆ気げで満たすための物なのではないかという気もする。もしそうだとしたら、知らずに湯桶の中に入ってしまったりしたら大おお恥はじだ。

　もっとも「風呂」と言っても江え戸ど時代頃ごろには湯を張った湯ゆ船ぶねの中に直接浸かるスタイルの風呂が銭せん湯とうなどで一般化かしており、艶乃姫もそういう新しい風呂についての知識は伝でん聞ぶん情報として知っている。富雄の父が沐浴と聞いて風呂だと説明していたのを考えても、この場合の風呂は新しい江戸時代流りゆうの風呂のような気もする。もしそうであれば、この湯桶に入っても構わないはずだ。

　だが、伝でん聞ぶんでしか知らない江戸時代流の最新式しきの風呂がどのようなものかは分からないし、この湯船がその風呂であるという確かく証しようもない。この湯の中に全身を沈めるのはさぞ気持ちよかろうとは思うが、果たしてこの湯船の中に入ってしまってもいいものなのかどうか、判はん断だんが付かない。

　立ち上がって湯船の縁ふちに手を掛け、お湯を覗のぞき込みながら何だかんだと迷う事こと数十秒。

「ま、まぁ、今日きようのところはやめておくとするかの……」

　もし中に入ってしまってから、本当は入るべきものじゃなかったなどという事が判はん明めいしては、取り返しが付かない。さすがにこれだけの量の湯だ。もし間違えていたら、「知りませんでした」では済まされない。分からない時は慎しん重ちように行動するのがよい。今日きようのところは掛け湯だけにしておいて、本当の使い方は後でそれとなく富とみ雄おの両親から聞き出そう。

　そう決めて、未み練れんを断ち切るように再び椅い子すに腰を下ろした艶あで乃の姫ひめは、ふとシャワーと蛇じや口ぐちの存在に気が付いた。

「はて……？　これは何じゃ……？」

　形状から察するに、水すい樋ひのような気がするが、今は水は出ていない。どうすれば出てくるのだろうか。

　好こう奇き心しんに任せてあちこち触っているうちに、艶乃姫の手が蛇口の栓せんを偶ぐう然ぜん捻ひねった。その途と端たん、上の方に固定してあったシャワーからお湯が降り注そそぐ。

「あなや！」

　ビックリして思わず声を上げる艶乃姫。慌あわてて栓を元に戻す。

「お、お湯が……！　あそこからお湯が出おった……！　一体如何いかなカラクリに……？」

　艶乃姫は床に尻しり餅もちをついてシャワーを見上げた。そしてシャワーに繫つながっているホースがさっき捻った栓のある場所を通って壁の外へ繫がっているらしい事を見て取ると、なるほどとうなずく。

「……ははあ、この管くだを通ってきた湯があそこから出て、雨の如ごとく湯が降り注ぐというわけかの。という事は、この壁の向こうにはきっと大量の湯を入れた桶おけが櫓やぐらの上に置いてあるのじゃな。これを使えば、手桶で湯を汲くんで掛けずとも、滝たきに打たれる如くに湯を浴びる事が出来るというわけか。なるほど面白い工く夫ふうじゃ」

　ふむふむとうなずいてから、艶乃姫はハッとした。

「……ということは富雄の奴やつめ、この湯ゆ桶おけだけでなくこの壁の向こうにも大量の湯を汲み上げておいたという事か？　あやつ、この儂わしの沐もく浴よくのためだけに、一体どれだけの水を汲み、どれだけの火をくべたというのじゃ……」

　愕がく然ぜんとして青ざめる艶乃姫。

　水道もガスも知らない艶乃姫が自分の常じよう識しきで考えれば、これだけの湯を張るためには当然井い戸どから何度も水を汲み上げて溜ため、更さらに大量の薪まきを割って火をくべて準備したものと思う。この室内にある浴よく槽そう一つを水で満たすだけでも、桶一いつ杯ぱいの水を数十回は汲み上げて、ここまで運ばねばならない。その上、これだけの水量をお湯にするための薪を大量に割って用意せねばならぬのだ。一人でこなすには相当の重じゆう労働である。なのに、この浴槽だけでなく、更に大量のお湯を高い場所に汲み上げておいてくれたのだ。ただ艶乃姫が湯を浴びやすいようにするためだけに。何という献けん身しん的な振る舞いであろうか。

　それに薪だってタダではない。こんな狭い家に暮らす家族にとってはわずかな薪も貴き重ちようなものだろう。それを煮に炊たきのためでも暖だんを取るためでもなく、ただ艶あで乃の姫ひめが温かい湯で気持ちよく沐もく浴よく出来るようにと、惜おしげもなく使ってくれたのだ。そうと思うと何だか嬉うれしいのを通り越して、申もうし訳わけない気分にさえなってくる。

「……どうやら、あやつの事を少々誤ご解かいしておったかの」

　艶乃姫は富とみ雄おの顔を思い浮かべて反省するように呟つぶやくと、ちょっと表情を緩めた。

　考えてみれば富雄は、岩いわ屋やで猿さるに襲おそわれた時も真まっ先さきに艶乃姫を助けようとしたし、この家までの道どう中ちゆうも文もん句くは言いつつちゃんと艶乃姫を背負ってきた。表面上じようちょっと無ぶ礼れいに見えるだけで、きっと本当は悪い男ではないのだ。

　そもそも、富雄はあの尊とうといまっする様がお選びになった男。ただの無礼な馬ば鹿か者もののはずがない。あの一いつ見けん無礼な態度はきっと、身分が卑いやしくて学が無いために礼れい儀ぎというものを知らぬだけなのだろう。それに、姫であり生き神であり千年も生きてきた艶乃姫の目から見たら、わずか十数年しか生きていない平へい民みんの富雄の態度に色々と至らぬ所が見えてしまうのは当とう然ぜんの事。細かな無礼不ぶ作さ法ほうにいちいち目くじらを立てたてても仕方がない。年ねん長ちよう者しやとして、まずはこちらが寛かん大だいな心で接してやらねばならぬ。長ちよう幼ようの序じよというものは、上が下を慈いつくしむ事から始まるもの。それでこそ、幼おさなき者も目め上うえの者に敬意を払うのだ。

「後で何か、湯を用意した褒ほう美びでもくれてやるとするかの……」

　お風ふ呂ろ一つで富雄への好こう感かん度どを一気に急上昇させながら、艶乃姫は微笑を浮かべて呟いた。

　そのまま掛け湯のみで身を清きよめ終えると、心しん身しん共にすっきりした気き分ぶんで脱だつ衣い所じよに出る。

「確かこの籠かごに、湯上がり後の支し度たくは一いつ式しき揃そろっておるような事を言うておったはずじゃが……」

　プラスチックの籠の中を覗のぞき込むと、バスタオルに手を伸ばす。

「これが替えの湯ゆ文も字じかの……？」

　首を傾かしげつつもバスタオルを手に取った。厚あつ手での布で、花の模も様ようが染そめ抜かれている。表面は何やら毛け羽ばだっていて柔らかい。

「何やら随ずい分ぶんと毛羽だっておるようじゃが、余よ程ほど古い物なんじゃろうか……」

　やっぱりこの家は貧びん乏ぼうなのじゃなあと思いながらバスタオルに目を近づける艶乃姫。そして思わず素すっ頓とん狂きような声を上げた。

「あなや！　これは何ぞ？」

　古くて毛羽立ったのだと思っていた艶乃姫だったが、そうではない。細い糸が一本一本輪わの形をした毛羽を形成しているのだ。それも、この大きな布一いち面めん、裏にも表おもてにも隙すき間まなく。その無む数すうの糸によって、この柔らかい手て触ざわりを生み出している。それに気付いて、艶乃姫の手がわなわなと震えた。

「こんなものを織り機で織れるようには思えぬが……。刺し繡しゆうの如ごとく、一ひと針はり一針手て縫ぬいで刺していったのか……？　これだけ手て間まを掛けた珍ちん品ぴん、売ればこの一切れで三み月つきは遊んで暮らせように……」

　大量の湯の準備といいこの布といい、生き神である自分をもてなすためなら一切を惜おしまないこの態度。なんとこの家の者たちは献けん身しん的なのだろうか。まっする様がこの家の者を鼠ねず人びととしてお選びになったのも、きっと彼らの事をよくご存じであったからに違いない。それにしても今のこの世にこんな篤とく信しん家かが残っていたとは。

　艶あで乃の姫ひめはじーんと感動しながら、バスタオルをぐるぐると固く腰に巻き付けた。

　和わ装そうにおける下か半はん身しんの下着は「湯ゆ巻まき」とか「湯ゆ文も字じ」と言って、二幅はばの布を一枚に合わせた物を腰から太ももまでぴっちりと巻き付けるものである。千年の間ずっと岩いわ屋やに引き籠こもっていた艶乃姫は、外の世界の情報は巫女みこや崇すう敬けい者しやを通じて知るしかなく、その情報量りようも崇敬者の数に比例する。そんな艶乃姫が知る限りの常識には、バスタオルなんてものは当然ないし、パンツだって勿もち論ろん知らない。籠かごの中には他にそれらしい布は見当たらないから、これが湯文字に決まっている。

　バスタオルを巻き終わると、艶乃姫は再び籠の中を見た。

　残っているのは着替えとして用意されたパジャマとパンツ。外の世界の風ふう俗ぞく習しゆう慣かんに関する知識は江え戸ど末まつ期きから明めい治じ初期辺りでほぼ止まってしまっている艶乃姫にとって、これらは初めて目にする謎なぞの衣い装しようだ。

「恐らくこれを羽は織おって体の水みず気けを取るのじゃな……」

　昔は風ふ呂ろ上がりに湯ゆ帷子かたびらというものを羽織って体の水みず気けを取ったものだが、きっとこのパジャマがそれなのだろうと見けん当とうを付け、びしょぬれの上半身にそのまま羽織る艶乃姫。

　続いてパンツを手に取って、首を傾かしげた。

「はて、これは……？」

　すでにバスタオルを湯文字として巻いているのだから、艶乃姫としてはもう下着は間に合っている。このパンツが下着である可能性など、考えつくはずもない。

「一体何なんじゃろうか……？」

　両手でパンツを引っ張りながら、怪け訝げんそうに眉まゆを顰ひそめる艶乃姫。

　富とみ雄おを呼んで聞いてみるのが手っ取り早いが、あんな若わか造ぞうに千年の歳さい月げつを生きてきた生き神の自分が物を尋たずねるのは、無む知ちを晒さらすようで何だか悔くやしい。大だい体たい、家に来る前に「現代の常じよう識しきくらい弁わきまえている」と豪ごう語ごし、更さらに入浴前にも「聞かなくても全部分かる」と大おお見み得えを切ってしまっているのだ。ここは何としても自力でこの謎を解き明かして、見み事ごと着こなして見せねばなるまい。

「大きさからすれば恐らく頭ず巾きんのようじゃが、この大きな二つの穴は何じゃ……？　ここから髪かみを出して髷まげを結ゆうのか……？　じゃが髪を出すなら初めから頭巾など被かぶらねば良いような……。何か当とう世せ風ふうの流行の髪型がたでもあるのじゃろうかの……」

　ぶつぶつ言いながら被ってみる。

「後はこれしか残っておらぬが……。これはどう使うものじゃろうか……」

　パジャマのズボンを手に再び首を傾かしげる艶あで乃の姫ひめ。湯ゆ文も字じ代わりにタオルを膝ひざまで巻いた状態ではズボンなど穿はけるはずもないので、ズボンを穿くという発想は出てこない。だが、下か半はん身しんが湯文字姿すがたのままというのもさすがにおかしい。カゴの中身は全部使ってしまって、下半身を覆おおう物と言ったらもうこのズボンしか残っていないので、これを下半身に着けるのは間違いないはず。何とかそれらしく腰に巻けないかと色々試ためしてみる。しかしどうやったところでバスタオルを覆い隠かくすような形に巻く事が出来ない。どうしても面積が不足する。

「ええい、一いつ体たいどうせよというのじゃこれは……！」

　苛いら立だってきたところへ、富とみ雄おがやってきた。

「おーい。上がったんならさっさと出ろよ。後がつかえてんだから。何やってんだ？」

　そしてパンツを被かぶった艶乃姫を見てピタッと止まった。

　艶乃姫もハッと動きが止まる。

　互いに見つめ合う事こと数秒。

　富雄が呆あきれ切った目をして呟つぶやいた。

「何やっとんじゃお前……」

「いっ、いや、これはその……ちょっと試しにの……」

　どうやって着ればいいのか分からなくて、などとはプライドが邪じや魔まして言えない艶乃姫。
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「何を試そうとしてたんだ。こんなもん被かぶって変へん態たいかおのれは」

　富とみ雄おは問もん答どう無む用ようで艶あで乃の姫ひめの頭からパンツを取る。そして、改めて艶乃姫を見み下おろして驚いた声を上げた。

「うわ！　お前びしょびしょじゃねーか。服ふく着る前に体拭ふかなかったのかよ？」

「んん？　これを羽は織おって水みず気けを取るのではないのか？」

　きょとんとした顔でパジャマの襟えり元もとを抓つまむ艶乃姫。

　だが富雄は頭を押さえて、またしても溜ため息いきをついた。

「だから風ふ呂ろ入る前に、ちゃんと分かるかって聞いたのに……」

　艶乃姫は自分が何か間違っていたらしいと悟さとって、思わずかぁっと赤くなる。

「いっいや、分かっておる！　本当は分かっておるんじゃぞ？　ただこういう使い道もあるのではないかとふと閃ひらめいてじゃの……」

「言い訳わけはいいからさっさと着替えろって。風邪かぜ引くぞ馬ば鹿か」

　富雄は艶乃姫の言う事などには全く耳を貸さずに替えの服を取ってくると、さっさと艶乃姫の服を脱がせて着替えさせた。

「……一いち応おう女の子なんだからお袋ふくろがやってくれりゃいいのに、何が俗ぞく人じんが神様に触れたら穢けがしてしまうだよ。手て袋ぶくろでもすりゃいいじゃねえか。俺おれだって直接触ふれたら穢れ移しちまうっつーに。ったく、何でこんなおっぱいも膨ふくらんでないガキの裸はだかなんか見せられにゃならんのだ……」

　富雄がぶつくさと愚ぐ痴ちを垂れながら、なるべく直ちよく接せつ体に触れないように着替えさせるのを、黙だまってされるがままになる艶乃姫。姫の立場としてはお付きの者に着替えさせてもらうくらい本来は当然の事なのだが、何故なぜかもの凄すごく負けた気分だ。

　濡ぬれたパジャマの代わりに富雄のジャージを着せられて、全身ぶかぶか袖そでダダ余りの格かつ好こうになりながら、艶乃姫は顔を赤くしてもぞもぞと太ももを動かした。

「このぱんつとやら、股またの間に布きれが挟まっておるというのは、どうにも落ち着かぬの。ずぼんとやらも足の形が見えてどうにも下げ品ひんじゃ。何とかならんのか、これは……」

　昔の女性は足を開いた姿すがたを人前に晒さらす事が最もふしだらとされており、足の間に布を挟む形態の女性用よう下着は例れい外がい的に生せい理り帯たいとして越えつ中ちゆうふんどしの股また布ぬのに綿を入れたようなものがあった程てい度ど。明めい治じ大たい正しようの女学生の袴はかまがスカート状になっていて両足が分かれていないのも、足を開く事への抵てい抗こうが大きな理由だ。十じゆう二に単ひとえの長なが袴ばかまは足が左右に分かれているが、あれは上に着物を重ねて隠かくすのが前ぜん提ていであり、外から見えるのはあくまで爪つま先さきの部分だけである。股また上うえだってゆったり取ってあって、襠まちが股こ間かんに触れるような事はない。股の間に布が当たるというのは、艶乃姫にとっては妙みようにくすぐったくて恥はずかしくて不快な感覚である。ましてや二本の足がはっきりと分かるズボンなど、女がこんなのを穿はくくらいならいっそ素すっ裸ぱだかの方がまだマシというレベルの変態衣い装しようだ。

　しかし、おっぱいも膨ふくらんでいない艶あで乃の姫ひめが色いろ気けも何もない風ふ情ぜいで恥はじらったところで、富とみ雄おにとっては何も嬉うれしくない。呆あきれ顔で素そっ気けなく言う。

「パンツ穿はかずに直じか穿ばきしたら、俺おれのジャージが汚よごれるだろが」

　その言葉に尚なおも不満げに抗こう議ぎする艶乃姫。

「そんな事を言うなら、このぱんつとて汚れるであろうが。それともこの股また布ぬのは使い捨てるのか？」

「捨てねえよ。洗ってまた穿くに決まってんだろ。何もったいない事言いってんだ」

「やはりの……」

　艶乃姫は、予想通りの返答にうんざりした溜ため息いきをついた。男のふんどしや赤ん坊ぼうのおむつでもあるまいに、一いち度ど股に当てた布を洗って使い回すなど、考えただけでも汚きたならしい。

「まあ、こんなみすぼらしい家に暮らす者にとって、布を使い捨てるような贅ぜい沢たくな真似まねは出来ぬじゃろうが……」

　そう呟つぶやいてから、艶乃姫はハッと思い出した。

　そうだ。忘れるところだった。そんな貧しい家にもかかわらずこんな大量の湯を用意した事への褒ほう美びをやらねばならなかったのだ。服に文もん句くなど言っている場合ではない。

　気を取り直して顔を上げると、艶乃姫は富雄を指さして宣のたまった。

「それよりも、此こ度たびの湯ゆ殿どのの支し度たく、そちらの如ごとき平へい民みんのものとも思えぬまこと結けつ構こうなものであった。後の片づけはその方らに任す故ゆえ、良いように処しよ分ぶん致せ」

　艶乃姫のために沸わかした湯である。本来ならば、平民の富雄たちがそのまま使うわけにはいかない物だ。ましてや生き神である自分と同じ湯を使うなんて、畏おそれ多くて誰だれでも躊ちゆう躇ちよするはずである。

　だが、こうして艶乃姫が使い終えて捨てた湯の処分を任せたという扱いにしてやれば、それは最も早はやただの排はい水すい。どう使おうが、処分を任された者の勝かつ手てである。こうすることで富雄達も、内ない心しんの咎とがめもなく安心して湯を使えるようになるというわけだ。破は格かくの大サービスである。

　きっと、この心憎にくい計らいには富雄も感かん激げきして大喜びをするはずと、内心大おお得とく意いで反応を待つ艶乃姫。

　だが現代っ子の富雄に、主しゆ君くんへの遠えん慮りよや神への畏れなどといった殊しゆ勝しような感情は備わっていない。そもそもそれ以前に、富雄は艶乃姫を主あるじとも何とも思ってはいないのだ。自分で入れた自分の家の風ふ呂ろに自分が入って何が悪いとばかりに、当たり前の顔で言った。

「あっそ。んじゃ俺おれも入るわ」

　艶乃姫を脱だつ衣い所じよからぽいっと放り出して、さっさと服を脱ぐと、平へい然ぜんと浴よく室しつへと姿すがたを消す富雄。

「あれ……？」

　ぽかーんと固まる艶乃姫。

　畏れる様よう子すも感謝する様子も見せず、むしろ当とう然ぜんといった反応しか返ってこないとは一体どういう事だ。その上、堂どう々どうと同じ湯ゆ殿どのへ入っていくとは、ますますもって理解不ふ能のう。

　たとえ湯を使う事を許されても、普通ならば外に盥たらいでも用意してそこに湯を移して使うはず。艶あで乃の姫ひめの感覚ではそれが常じよう識しきと言うものだ。神であり主あるじである艶乃姫のために用意されたのと同じ湯殿を、人であり家け来らいに過ぎない富とみ雄おがそのまま使うなど、いくら礼れい儀ぎ知らずと言っても度が過ぎる。正しよう気きの沙さ汰たではない。

　ようやく我に返った艶乃姫は、弾はじかれたように飛んでいくと風ふ呂ろ場ばの戸を開けた。

「ちょ、ちょっと待たぬかーっ！　何なに故ゆえそちが平へい然ぜんと儂わしと同じ湯殿に……！」

　体を流していた富雄はキョトンとして振り返る。

「は？　何でってウチの風呂場はここしかないんだから当然だろうが」

「いや、それでももう少し遠えん慮りよとか畏おそれ多いとか、そういった殊しゆ勝しような態度を……」

「何で自分家の風呂に入るのに遠慮しなきゃならねえんだよ。っていうか飛沫しぶきが外に飛ぶから戸ぉ締しめろって」

　そう言って艶乃姫をつまみ出す富雄。

　つまみ出された艶乃姫は脱だつ衣い所じよでううむと首を傾かしげる。

「わざわざ儂のためにあんな大量の湯を用意してくれたかと思ったらこの態度……。一体何なんなのじゃあやつは……」

　富雄の真しん意いがさっぱり分からず、腕うで組ぐみをして考え込んでしまう艶乃姫だった。




　富雄がのんびり風呂に入っていた頃ころ。

　日の暮れた神じん社じやの社しや務む所しよでは、市長達がまだ社務所に残ったまま、不安げな面おも持もちで窓から益荒ますら山さんを見上げていた。

「猿さるどもは、まだ降りてきませんな……」

　黒くろ髪かみの若わか巫み女こが少し苛いら立だったように呟つぶやいた。

　富雄達が帰き宅たくしたのと入れ違うようにして猿の大たい群ぐんがこの神社に集まり、例の猿さる神がみを先せん頭とうにしてゾロゾロと益荒山に登りだしたのだ。

　益荒山の上には、艶乃神しんがまっする様を祀まつるための岩いわ屋やがある。

　そして、まっする様の鼠みず人びととなった富雄によれば、その岩屋に猿の群むれが襲しゆう撃げきしてきたという話。

　その群が先せん遣けん隊たいで、猿神の率ひきいる群が本ほん体たいである事は恐らく間違いない。

　だが、食べ物があるわけでもない艶乃神の岩屋を、どうしてあんな大おお勢ぜいの群が襲おそう？

　社務所に集まっている人間全ぜん員いんの胸の内に、嫌いやな予よ感かんが渦うず巻まいていた。

　その不ふ吉きつな予感に縛しばられるように、みんな押し黙だまったままじっと益荒山の様よう子すを見守る。

　と、その時。

　突とつ然ぜん、飄ひようと空気を切り裂さく音がした。

　そして、すぐ頭上で響ひびく、カッと何かがぶつかったような音。

　社しや務む所しよに集まっていた一いち同どうは、ハッとして天てん井じようを見上げた。

　そして、互いに顔を見合わせる。

「今の音は一いつ体たい……？」

「上から聞こえたが……」

「屋根に木の実が落ちただけでは……？」

「いや、その前に何か風を切る音が近づいてきたのが聞こえたような……」

　押し殺したようなヒソヒソ声で、互いに囁ささやき合う一同。

　しばらくして、どたどたと慌あわただしく走る足音が近づいてきた。

「大変です！」

　入ってきたのは境けい内だいの掃そう除じをしていた見み習ならいの巫女みこさん達。

「どうした？」

　若わか巫女が立ち上がった。

「外を掃除していたら、山の上からこんなものが……」

　見習い巫女さんの一人が、真まっ白しろい矢や羽ば根ねの付いた一本の矢を差し出した。

　矢の先には、折り畳たたんだ紙が結びつけてある。

「山の上というのは、益荒ますら山さんの事か……？」

　聞くまでもない事だが、それでも思わず尋たずねる黒くろ髪かみの若巫女。

　見習い巫女さん達は一いつ斉せいにうなずいた。

「もの凄すごい速さで飛んできて、屋根の瓦かわらを割って……」

「そのまま屋根に突き刺さったんで、みんなで梯子はしごをかけて抜いて見たら紙が結んであったんで……」

「私達が勝かつ手てに見る前に、上の人に届けた方がいいんじゃないかって……」

　互いに顔を見交わしながら説明する見習い巫女さん達。

「そうか。わざわざ届けてくれてありがとう。ご苦労だった」

　若巫女は矢を受け取ると、見習い巫女さん達を帰してから結びつけられた紙を解ほどいた。

　市長が立ち上がって若巫女の側そばに来る。

「益荒山から飛んできたと言っておりましたが、そうするとこれはやはり……」

「ええ。猿神めが寄よ越こした矢や文ぶみでしょうな……。しかし、白しら羽はの矢とはまた不ふ吉きつな……」

　若巫女は険けわしい表情で、折り畳たたんだままの紙に目を落とす。

　白羽の矢といえば、各地に残る猿さる神がみ伝でん説せつにおいて、生いけ贄にえを要求する際に使われたとされるもの。白羽の矢が立った家の娘むすめを、猿への人ひと身み御ご供くうとして出さねばならなかったと伝えられる。

「まさか猿神の奴やつ、生け贄の要求を……」

　誰だれかが震える声で呟つぶやいた。

　ザワッとざわめく室内。

　ただでさえ重おも苦くるしかった社しや務む所しよの中の緊きん張ちようが、一段と高まった。

　全員の視線が若わか巫み女この手て元もとに集中する。

　若巫女はゴクリと唾つばを飲み込むと、意を決したように震える手で紙を広げた。

　市長が一いつ緒しよに覗のぞき込む。

　そして。

「これは……！」

　二人は顔面蒼そう白はくになって絶ぜつ句くした。
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　一方富とみ雄おと艶あで乃の姫ひめは入浴も済ませて吞のん気きに晩ばん御ご飯はんである。

　食しよく卓たくの片かた隅すみに艶乃姫自らの手で御ご幣へいを飾り、まっする様を呼んでご飯とおかずを一いつ式しき全部お供そなえしてから、そのお下がりを皆でいただく。まっする様は御幣に降りてくるので、例のだらしない体のままふんどし一いつ丁ちようで食卓の上に座っているというひどい図であるが、富雄の両親にはまっする様の姿すがたは見えないので気にしない。艶乃姫も見み慣なれているので気にしない。見み苦ぐるしい光こう景けいに食欲を減げん衰すいさせられているのは富雄ただ一人という状況だ。

　艶乃姫が茶ちや碗わんに盛られたご飯を箸はしで口に運びながら、はしゃいだ声を上げた。

「それにしてもまさかこんな家で米の飯めし、それも白はく米まいが食えるとは思わなんだ。やはり温かい飯は美味うまいの。格かく別べつじゃの」

　ずっと冷めたご飯しか食べていなかった艶乃姫は、熱あつ々あつのご飯を口いっぱいに頰ほお張ばりながらニコニコと相そう好ごうを崩くずす。

「何を大おお袈げ裟さな……。今の時代、米の飯とお天てん道とう様はどこへ行ったって付いてくるわい……」

　白い米くらいで驚く艶乃姫の様よう子すに、呆あきれ顔で江え戸ど時代の放ほう蕩とう息子むすこみたいな事を呟つぶやく富雄。

　だが艶乃姫は食べるのに夢む中ちゆうでそんな呟きは聞こえていない様子。興きよう味み津しん々しんといった顔で皿を眺ながめる。

「富雄。この赤いのは何じゃ？」

「ん？　ミニトマトか？」

「みに……と……まと……？　けったいな名じゃの。言われてみれば、この赤く丸いところが的まとのようかの」

　好こう奇き心しん剝むき出しでミニトマトを眺めると、ぱくりと口に入れる。

「ほほう。すっぱくて甘くて独特の風ふう味みのあるものじゃの。初めて食したが、何いず方かたの地で産する物じゃ？」

「さあ？　元もと々もとトマトはメキシコ辺りからジャガイモとかと一いつ緒しよに渡ってきたらしいけど」

「めきし湖こ……？　ジャガイモというはじゃがたらいもか。とすると南なん蛮ばん渡と来らいの物かの」

「まあ大だい体たいそんなとこだ」

　ご飯をかっ込みながら適当にうなずく富雄。

　艶乃姫は今度はキャベツの千せん切ぎりを箸で摘つまんだ。

「この菜なは何じゃ？」

「キャベツだよ」

「きゃべつ？　聞き慣れん名じゃが、これも南蛮渡来か？」

「まあ多分そうだろ」

　再び適当にうなずく富雄。

　艶乃姫は物もの珍めずらしげな顔でキャベツの千切りを一切れ口に入れる。

　そして今度はレタスを箸で摘んだ。

「富とみ雄お。富雄。これは何じゃ」

「レタスだ。南なん蛮ばん渡と来らいだよ」

　先回りして答える富雄。腹が減っていて食べるのに集中したいのに、いちいち艶あで乃の姫ひめに止められて、ちょっとうんざり気ぎ味みである。

「ほほう。今こ宵よいは南蛮尽づくしか。珍ちん品ぴん揃ぞろいじゃの……」

　艶乃姫は何故なぜ富雄がうんざりしているのかと不ふ思し議ぎそうな顔をしつつ、邪じや険けんにされて少ししょんぼり気味に呟つぶやいた。

　そして、今夜のメインディッシュである鶏とりの唐から揚あげに箸はしを伸ばす。

「これは何……」

　富雄に聞こうと顔を見上げてから、またうんざりした反応が返ってくるかもと思い直して、黙だまって口に運んだ。

　だが一ひと口くち囓かじった途と端たん、艶乃姫は余りの美味うまさに思わず素すっ頓とん狂きような声を上げた。

「あなや！　なっ、何じゃこれは……！」

「何って、鶏の唐揚げだろ」

　富雄は、またかという顔で振り向いた。

「から……あげ……？」

　富雄の顔を見上げながら、怪け訝げんそうに首を傾かしげる艶乃姫。

「鶏肉を油で揚げたんだよ」

　富雄の母が口を添える。

「本当はハンバーグとかがいいかと思ったんだけど、牛ぎゆう肉にくとか豚ぶた肉にくは駄だ目めだって神じん社じやの人に言われてたから。鶏肉ならいいって聞いたから、それじゃあと思って」

「つまりはわざわざ儂わしのために鶏を潰つぶし、貴き重ちような油で揚げたと申すか！　何と贅ぜい沢たくな……！」

　艶乃姫は啞あ然ぜんとして皿に盛られた唐揚げの山を見つめた。

　油で揚げた菓か子しなどは艶乃姫がまだ人として生きていた頃ころにもすでにあったが、そんなものは貴き族ぞくでなければ口に出来ない高級品ひん。比ひ較かく的てき油が多く採とれる菜な種たねであっても、菜種粒つぶ一いつ石こく（約１５０㎏）から絞しぼれる油の量は精せい々ぜいで一いつ升しよう（約１・８[image: ℓ]）から二に升しよう程てい度ど。その貴重な油をあたかも湯ゆ水みずの如ごとく鍋なべに張って揚げるのだ。途と方ほうもなく贅沢な行為である。

　江え戸ど時代後こう期き辺りからは植物油ゆの生産量りようも増えて、天てん麩ぷ羅らなども町ちよう民みんの口に届くようになっているらしいという噂うわさは艶乃姫も耳にした事はあるのだが、それでもお高いものに変わりはないはず。

　貴重な鶏をつぶして供きようするというだけでもこんな庶しよ民みんの家にとっては大打だ撃げきだろうに、その上その肉を貴重な油で揚げたなどとは、いくら神を迎えもてなすためとはいえ頑がん張ばりすぎだ。ここまでされては、この家の家計は大だい丈じよう夫ぶなのかという心配が先に立って、素直に美味おいしさを堪たん能のうするどころではなくなってしまう。

　艶あで乃の姫ひめは思わず箸はしを止めると、そっと富とみ雄おに耳みみ打うちした。

「富雄よ……。神を迎えて最高のもてなしをしようという、そなたらの心こころ意い気きは有あり難がたいがの。ここまでせんでもよいのじゃぞ……」

「は……？　別に取り立てて特別な事はしてないが？」

　キョトンとして目をぱちくりさせる富雄。

　艶乃姫はムキになる。

「そっ、そんなはずはなかろうが……！　先さき程ほどの湯といい、南なん蛮ばんの珍めずらしい菜なの数かず々かずといい、この唐から揚あげといい……」

「ガキの癖くせに遠えん慮りよしてんじゃねえよ。今までロクなモン食ってなかったんだろ？　余よ計けいな事考えてないで食え。そんなんだから千年も生きてるのにちっともおっぱい育たねえんだ」

　富雄は呆あきれたようにそう言って、ポンと艶乃姫の頭をはたいた。

　その予想外に優しい感かん触しよくに、艶乃姫は頭を押さえながら思わず富雄の顔を見上げる。

　……子供の癖に遠慮などするな、と申すか。

　千年も生きてきた艶乃姫に対して、相変わらずの子供扱あつかい。でも、不ふ思し議ぎと嫌いやな気はしなかった。

　……こやつは何も、儂わしを軽んじて子供扱いしておるわけではないのじゃな。

　千年生いきている生き神だと言っても、自分の見た目は確かに子供である。会ったばかりの富雄からすれば、つい子供扱いしてしまうのも無む理りはない。だが、たとえ子供扱いをしていようとも、富雄は富雄なりにこちらの事をちゃんと大切に扱おうとはしているのだ。

　今まで不ふ可か解かいだと思っていた富雄の態度が、少し理り解かい出来たような気がした。

　……ならば今はそれで良いか。

　艶乃姫は胸の内で呟つぶやきながら、味み噌そ汁しるを一口啜すすった。

　一千歳さいの年の功こうを見せつけてやる機会など、これからいくらでもあるだろう。それを通じて富雄がこちらの事を年長者だと実感すれば、子供扱いも自然となくなっていくはず。何も急ぐ事はない。どんな形であれ、こちらの事を大切に扱おうとしているのであれば、その気持ちを良しとして受け取っておいてやろう。

　富雄の顔を横よこ目めで見ながら艶乃姫が胸の内で大人おとなの余よ裕ゆうをかましていると、不ふ意いにまっする様が口を出した。

「富雄ちゃんの言う通りやで、艶乃ちゃん。こんな美味うまいモン、岩いわ屋やに戻ったらもう食われへんで。遠慮なんかせんと、今の内にたらふく味わっとかな」

　そう言いながら、富雄の皿から手て摑づかみで唐揚げを取るまっする様。

「テメエ何しやがる！」

　富雄がすかさず立ち上がると、すぱーんとまっする様の頭を叩たたく。

「え？　だって今、遠慮せんでもええて……」

「だからって人の皿から取るなよ！　大体、テメエには一番最初にお供そなえ済ませただろうが、このブタ！」

「あんな、見せるだけ見せといて、実際に食べさせてくれずに取り上げるやなんて、そんなんただの拷ごう問もんやん！」

「お供え物ってのは普通そういうもんだろ」

「そらそやけど……お供えされた時点でお腹なかは一応膨ふくれるけど……」

　指をくわえてしょんぼりするまっする様。

　艶あで乃の姫ひめが慌あわてて自分の皿を差し出す。

「まっする様！　それでしたら私の分を召めし上がってください！　ただでさえ無む理りをさせている富とみ雄おめに、これ以上の迷めい惑わくは……！」

「えっ？　ホンマにええの？」

　まっする様はぱぁっと喜き色しよく満まん面めんになると、遠えん慮りよ無く手を伸ばす。

　すかさずそれを遮さえぎる富雄。

「だからガキンチョがそういう余よ計けいな気ぃ遣つかわんでいいっちゅーに。おらブタ！　やるから食え！」

　無む理り矢や理りまっする様の口の中に熱あつ々あつの唐から揚あげを押し込む。

「あっ、熱い！　ちょっと待って富雄ちゃん！　熱いって！　っていうか無理矢理押し込んだら喉のどに詰まるって！」

「食いたいっつったのテメエだろーが！」

「やめて！　パリパリに揚がった皮で口の中が血だらけに……！」

　食事中にもかかわらず、騒そう々ぞうしくみっともない争いを繰り広げる二人。

　その様よう子すを見ながら、富雄の両親は小声で囁ささやき合う。

「あの子、大だい丈じよう夫ぶなのかしら……」

「救きゆう世せい主しゆに選ばれたプレッシャーで頭がおかしくなったんじゃなかろうな……」

　まっする様の姿すがたが見えない二人は、見えない相手と戦っている我が子を眺ながめながら、病院に連れて行った方がいいんだろうかと不安な思いに駆かられるのだった。




　ちょうどその頃。

　益荒ますら神じん社じやの社しや務む所しよでは、侃かん々かん諤がく々がくの議論が喧けん々けん囂ごう々ごうと吹き荒れていた。

　皆の不ふ吉きつな予感の通り、猿さる神がみの寄よ越こした手紙は人ひと身み御ご供くうの要求。

　しかも、指名されたのはただの娘むすめではなかった。

　猿神の要求は何と、まっする様に仕つかえる事千年を数える伝でん説せつの生き神、艶乃姫。

　彼女を白しら木きの箱に入れて、日付が変わる頃までにこの境けい内だいに連れてこいというのが、猿神からの矢や文ぶみに書かれた命令である。更さらにそれだけではない。もしも従わなければ、艶乃姫の代わりに明日あしたから毎日町の人間を一人ずつ食い殺すというのだ。

「無む茶ちや苦く茶ちやだ、こんな要求！　そもそも艶あで乃の姫ひめなど、伝でん説せつの存在じゃないですか！　そんなもの、一体どこにいるというんです！　どうやって差し出せと！」

　商しよう工こう会長が取り乱した様よう子すで叫んだ。

　市長や集まった面々も絶望的な表情で頭を抱える。

　その時、沈ちん黙もくを破って黒くろ髪かみの若わか巫み女こが発言した。

「……艶あで乃の神しん様は、実在します。皆さんも今日きようご覧らんになったはず」

　一いつ斉せいに若巫女に視線が集まる。

「どういうことです？」

「まっする様に選ばれたあの少年が山から戻ってきた時連れていた少女。あれが艶乃神その方です。騒さわぎになっては艶乃神様にご迷めい惑わくかと思い、あの場は少年の親しん戚せきだという事にして誤ご魔ま化かしておりましたが……」

　今が打ち明けてしまういい機会だとばかりに真相を暴ばく露ろする若巫女。

「あれが艶乃神……」

「まさか実在したとは……」

「言われてみれば、どこか普通の子供とは違う雰ふん囲い気きを……」

　ざわざわとざわめく社しや務む所しよ内。

　その内の一人が尋たずねた。

「それで……、益荒ますら神じん社じやさんとしてはどう対応するおつもりで……？」

　若巫女はカッとそちらを睨にらむと大だい喝かつした。

「こんな要求、受けられるはずがないでしょうが！　益荒山を占せん拠きよし、艶乃神様を生いけ贄にえに要求する……！　その意味は明らかです！　すなわち、まっする様と艶乃神様に代わって猿神めがこの神社の主ぬしとなり、名めい実じつ共にこの益荒市を統すべる神になろうという事！　冗じよう談だんではありません！　ここは今も昔も、そして未来永えい劫ごうまっする様をお祀まつりする神しん聖せいなる社やしろです！　私どもは断じてあの猿めに仕つかえる気はない！」

　若巫女は黒い髪を震わせながら、怒りで顔を紅こう潮ちようさせた。

　市長がうなずく。

「私としても同感です。いくら町を救うためとはいえ、罪もない少女の命を犠ぎ牲せいにして良いものではない」

　教育委員長がおどおどした声で異い論ろんを差し挟む。

「しかし、生け贄を差し出さなければ明日から市民の命が一人ずつ奪うばわれていくというのでしょう？　たった一人の犠牲で市民全員を守れるというのであれば……」

　市長が教育委員長をジロリと睨にらんだ。

「たった一人の犠牲で済むという保ほ証しようがどこにあるのかね。一度人ひと身み御ご供くうを差し出してしまえば、次からもまた要求してくるに決まっている。猿さるというものは、一度餌えさをやるとそれを当たり前と考えて、次からはもっと激しく要求するようになるものなのだ。だからこそ我が市でも、多額の税金を投じて『猿に餌をやらないで下さい』という看かん板ばんを山のハイキングコース一帯に立てたのです。人間から猿へは何も与えてはいけない。それが、猿と付き合う上での鉄てつ則そくです」

　だが、警けい察さつ署しよ長ちようが疑問を呈ていした。

「しかしそれで猿が人を殺すようになったらどうするんです？　相手が普通の猿なら警察官でも猟りよう友ゆう会かいでもある程度の対応は出来るでしょうが、あの猿さる神がみが出てきてしまっては我々に対たい抗こう手段はないんですよ！」

　市長はギュッと拳こぶしを握りしめながら、大きな声で言い返す。

「今まで猿にいいようにされても我々が何とかやってこれたのは、人ひと死しにが出なかったからです！　人ひと身み御ご供くうなどを出せば、最後の一線を越えてしまう！　助かるために市民を生いけ贄にえに差し出すような町に、一体誰だれが住み続けようと思うんです！」

「だがそれで市民が襲おそわれれば、結局死人が出るじゃないですか！」

　教育委員長が反論した。

「そもそも艶あで乃の神しんは市民ではない！　千年も前からずっと岩屋に籠こもっていた、誰も実在する事さえ知らなかった人間です！　戸こ籍せきも住民登とう録ろくもない！　そんな人間が消えたって、誰にも分かりっこないじゃないですか！」

　それを聞いた瞬しゆん間かん、市長はグッと教育委員長の襟えり首くびを摑つかんだ。

「私達はすでに彼女の存在を知っているではないか！　そして彼女を差し出すのは私達！　彼女の存在を知っている私達が、私達の意志で生け贄に差し出すのだ！　そんな事をして平気な人間が支配する町に、未来などない！」

　教育委員長は襟首を摑まれたまま、諦あきらめたように呟つぶやいた。

「支配してるのは私達人間じゃない。あの猿神です。戦せん車しやですら太刀たち打うち出来ず、国も対たい処しよを諦めた化ばけ物ものです。逆らっても良い事はありません。我々はもう、あの猿神に従って生きていくしかないんですよ。それが嫌いやなら町を出て行くしかないんだ……」

「そんな事を言っていては、この町から誰もいなくなってしまう！　人がいなくなれば、町は滅ぶんですよ！」

　思わず教育委員長を床に突き飛ばす市長。

　農協の会長が叫んだ。

「現状ではもう滅びるしかないじゃないですか！　国だって我々の事は見捨ててしまっているんだ！　農家はすでに今年の収しゆう穫かくは全滅で、猿の支配が続く限り来年以降の見通しだって立たない！　みんな、このままじゃ一家揃そろって首を括くくるしかないと言っていますよ！　食べ物のない工場ですら、猿の遊び場と化して生産休止に追い込まれているところが多数出ている現状で、来年度以降の税ぜい収しゆうはどうなると思ってるんです！　このままでは市役所の職員の給きゆう与よすら維い持じ出来ない状態になるのは目に見えるじゃないですか！」

　商しよう工こう会長もそれに続く。

「飲食店も猿さるに荒らされて軒のき並なみ閉店！　商店街やスーパーだって商品を荒らされて、猿に襲おそわれた怪け我が人にんが毎日のように出ている始し末まつ！　市内の店は猿がいて危険だからと、町のみんなは日々の食しよく糧りよう品も市外へ買いに行くからますます売り上げは下がる一方！　潰つぶれるのは時間の問題です！　日用品や食料が地元で買えなくなってしまったら、住民は生活出来ないんですよ！」

　市長は思わず立ち上がって皆を睨にらみ付けた。

「そこまで言うなら、あなた方が艶あで乃の神しんを説得してここへ連れてきなさい！　千年の間この土地を守り続けてきたあのあどけない少女に、『町のため生きたまま猿に食われて死んでくれ』と頼んで、了りよう承しようしてもらってきなさい！　そうすれば、後は私の責任で対たい処しよしましょう！　さあ！　どうなんです！」

「………！」

　思わず黙だまり込む一同。誰だれだって、自分の口から「死んでくれ」などと説得するような覚かく悟ごなどない。ましてや相手は、この町に生きる人間ならば誰もが聞いた事のある伝でん説せつの生き神様。そんな相手に「猿に食われて死んでくれ」などと、一いつ体たい誰が頼みに行けようか。

　商工会長が頭を抱えて呻うめいた。

「こんな大変な時に、まっする様に選ばれたという勇ゆう者しやは何をやっているんだ……」

　それを聞いた農協の会長がハッと顔を上げる。

「そうだ！　今日きようの夕方頃ごろ、見事鼠ねず人びとに任命されてきた少年がいたはずだ！　どこで何をしている？　何故なぜこの場にいない！」

「鼠人の彼は、猿に岩いわ屋やを荒らされた艶乃神様のお世せ話わをするため、艶乃神様と共に自宅に戻っております」

　本当は少女監かん禁きん事件にならないように親しん戚せきと偽いつわって世話を押しつけたという事は伏せたまま、必ずしも噓うそではない説明をする若わか巫み女こ。

　商工会長が叫んだ。

「その少年を呼べ！　人ひと身み御ご供くうなど差し出す必要はない！　彼に出向いてもらって退たい治じしてもらえばいいじゃないか！」

「それだ！　そもそも彼は神の使いに任命された立場！　艶乃神をお守りするのも彼の務めのはず！」

「そうだ！　昔話にも人身御供の代わりに犬を差し出して猿さる神がみを退治する話があるが、そんな感じで彼を身代わりに差し出せば警けい戒かいされずに懐ふところに飛び込める！　これはむしろチャンスだ！」

　口々に上がる皆の声。

　市長はそれを聞いて、一いつ瞬しゆん黙だまった。

　艶あで乃の神しんの身代わりに神しん使しの少年を差し出すにしろ、町を救うために一人の市民の命を危険に晒さらす事に変わりはない。だが、それはまっする様に託たく宣せんを求めた時から覚かく悟ごの上だ。選ばれた勇ゆう者しやに猿さる神がみの退たい治じを頼むという事は、その人物に命を懸かけてもらうという事。その責任は、為い政せい者しやである自分が負うしかない。とっくに肚はらは括くくっているのだ。

「……分かりました。若わか巫み女こさん。生いけ贄にえを入れるための、白しら木きの箱を用意して下さい」

　市長は静かな、しかし断固たる声で言った。

「私が、全て責任を持ちましょう」




　再び阿あ久く家けである。

　富とみ雄お達は晩ばん御ご飯はんを済ませて、部屋に戻っていた。

「千年ぶりくらいに温かい飯めしを腹はら一いつ杯ぱい食うた気がするのぉ……」

　富雄のベッドを占せん拠きよして満足そうに横になる艶あで乃の姫ひめ。

　色々と遠えん慮りよしてはみたもののやはり食欲には勝てず、結局お腹なか一杯になるまで食べて、久し振りに満まん腹ぷくでご満まん悦えつである。ジャージ姿すがたでだらしなく大だいの字じになっている姿に生き神としての威い厳げんはなく、最も早はやどこからどう見てもただの泊まりに来た親しん戚せきの子供か何かだ。

「お祭りの時のお供そなえ物とか、あの長い石段運んでくる間に冷さめてまうもんね。おっちゃんも久々にようさん食うたわぁ」

　膨ふくれたお腹をさすりながら満足げに呟つぶやくまっする様。

　あの後富雄の母が唐から揚あげを追加で揚げてくれて、まっする様も満足するまで食べる事が出来たのである。お供えされた時点で一回食事している事になるので、結局一度に二食分食べた事となり、ただでさえでっぷりと大きなお腹が一層膨らんでパンパンだ。

「こんだけええモン食うて、小こ汚ぎたないけどすきま風とか入って来えへん部屋に移してもろて、風ふ呂ろとかも完備してあって、ホンマ極楽ごくらくやね。何かおっちゃん、別に無む理りして猿神退治とかして崇すう敬けい者しや集めんでも、このままここにずっと住んでたらええような気ぃしてきたわ」

「そうですね。富雄めも両親も誠せい心しん誠せい意いもてなしてくれますし。まともな武ぶ器きもないのに危ない真似まねをさせる事ないですよ」

　艶乃姫も、満腹になったお腹をさすりながらだらしなく仰あお向むけになって応じる。

　こんな小さな家に住む貧びん乏ぼう人たちなのにもかかわらず、出てきた晩御飯の豪ごう勢せいだったこと。思い出しただけでよだれが出る。

　これまで艶乃姫の元に上がってくる神しん饌せんといえば、奈な良ら時代か平へい安あん時代の頃ころに決められたメニューが頑かたくなに守り続けられており、最高レベルのご馳ち走そうでも精せい々ぜいで干ほし魚や干しアワビなどだった。無む論ろん当時としてはそれが最高級のメニューだったわけだし、干しアワビなんかは現代でも相当な高級品ではあるが、艶あで乃の姫ひめが人として生きていた時代の基準からすれば、鶏とりの唐から揚あげには到とう底てい及ばない。そこまで奮ふん発ぱつしたというほどでもない今夜の阿あ久く家の夕食も、艶乃姫の目から見れば信じがたいほど豪ごう勢せいなご馳ち走そう。公く家げや大だい名みようでもここまでは出来まいと思える程ほどの、常じよう軌きを逸いつした大おお盤ばん振る舞いである。

　いや、何も料理に限った事ではない。

　今も本来なら真っ暗な夜の時間帯にもかかわらず、天てん井じように設置した「電でん灯とう」とかいう灯あかりを惜おしげもなく点つけて、この家の中はどこも煌こう々こうとして昼間のような明るさだ。いくら油が安く作られるようになって、庶しよ民みんの家々にも行あん燈どんの明かりが珍めずらしくなくなったとはいえ、ここまで明あか々あかと家中を照らせばその費用は決して安いものではないはず。きっとこれも、家に神を迎えるのだからという事で奮ふん発ぱつしたに違いない。

　もてなしそのものにも大満足だが、それよりも何よりも、ここまで惜しみなく財ざいを擲なげうってでも全力で神を迎えようという、その心こころ意い気きに艶乃姫は圧あつ倒とうされた。あの岩いわ屋やで生き神として過ごしてきた千年の間にも、ここまで大切に扱われた事はなかったんじゃないかと思える程ほどである。

　富雄の艶乃姫に対する子供扱いも、決して艶乃姫を軽んじているわけではないらしい事が分かってきたし、まっする様の言うように、何だかもうこのままずっとここに住み続けたいような気になってきた。

　確かに狭い家ではあるし、平へい民みんの無知から来るのであろう非ひ礼れいや無ぶ礼れいに首を傾かしげる事がしばしばあるのも事実だが、しかしそれを差っ引いても、ここの居い心地ごこちは最高である。それどころか、至れり尽くせり過ぎて申し訳わけなくなってしまって、むしろ逆に居い辛づらいような気にさえなるくらいだ。

　元々、鼠ねず人びとを選んで猿さる神がみ退たい治じをさせる事に熱心だったのは、それによってまっする様の威い光こうを知らしめ、供そなえ物を増やし、貧びん乏ぼうな岩屋暮らしの生活を少しでも改善せんがため。すでにこれだけ快適な環かん境きようが得られたのであれば、まっする様にも艶乃姫にも、猿神退治を急ぐ必要など無いのである。

　だが、まっする様と艶乃姫の発言を聞いた富とみ雄おはギョッとした。

　猿神退治は確かに危険な仕事だし、何の力も武ぶ器きも授さずかってない以上は富雄だってやりたくない仕事。だが、それを片づけてしまわなければこの部屋はいつまでもまっする様と艶乃姫に占せん拠きよされたままという事ではないのか。冗じよう談だんじゃあない。この部屋は富雄が一人きりで心静かにえっちな本を読むための大切な聖せい域いき。断じてブタ小屋でも児じ童どう預かり所でもないのだ。

　富雄は真ま面じ目めな表情を作ると、まっする様と艶乃姫にきっぱりと反論した。

「いいや、みんなが困ってるのに放っておくわけにはいかない。俺おれには神の使いとなった者としての責任がある。こうしている間にも、この町は猿によって刻こく一刻と荒らされ、犠ぎ牲せい者しやは増え続けている！　町のみんなのためにも、一刻も早くあの猿神を退治する手段を見つけなきゃならないんだ！」

　まっする様が驚いて顔を上げた。

「何や、いきなり真ま面じ目めな事言い出して……。何か変なモンでも食うたんとちゃうやろな……」

「最近食った一番変な物はテメエの肉だよ……」

　富とみ雄おは呆あきれ顔でツッコんでから、改めて話を戻した。

「とにかく、あの猿さるを倒すためのヒントになりそうな事があったら何でも教えてくれ。お前ら一いち応おう神様名乗ってんだから、俺おれよりはその辺の事分かんだろ？」

　珍めずらしく教えを請こう姿勢になった富雄を見て、艶あで乃の姫ひめがぴょこんと体を起こした。

　町の人達を救うために一いつ生しよう懸けん命めいなこの態度。やはり富雄は思った通り、まっする様の鼠ねず人びとにふさわしい男だ。折せつ角かくの鼠人を危険な目には遭あわせたくないし、艶乃姫としては急ぐ理由などないのだが、しかし町を救いたいというその心こころ意い気きには応えてやらねば生き神としての名が廃すたる。それに、さっきの風ふ呂ろ上がりではちょっと無知なところを晒さらしてしまったが、これは名めい誉よ挽ばん回かいのチャンス。今こそ生き神たる自分の威い厳げんを知らしめ、一千年の年の功こうを見せつける時だ。

「うむ！　ほんの十数年しか生きておらぬそちと違って、儂わしは千年の時を生きてきた生き神、艶乃姫！　この儂に分からぬ事などない！　何なりと聞くがよかろう！」
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　平らな胸をドンと叩たたく艶あで乃の姫ひめ。

　富とみ雄おは早さつ速そくズバリ尋たずねる。

「んじゃまず、そもそもあの猿さるは一体何なんなんだ？」

「何って……？」

　その問いに、艶乃姫は目をぱちくりさせた。

「猿は猿ではないのか……？」

　きょとんと小こ首くびを傾かしげて問い返す。

　富雄はガクッと力が抜けた。

「いや、猿が喋しやべったりするわけないだろ。しかも銃じゆうも戦せん車しやの主しゆ砲ほうも効かないとか」

「だからこそ猿さる神がみなのじゃろう？　簡単に人に殺されるようでは、図ずう体たいの大きなただの猿に過ぎんではないか」

「だから、その猿神ってのは何なんだって聞いてんだ」

「何と言われても……猿神というくらいじゃから猿の神じゃろう……？」

「いや、だから……。じゃあ、何でそんなもんがいきなりこの町に現れんだよ？　んで、何で山から下りて人間の町を支配しようとするんだ？　テレビとかで言ってるように、大だい自然の裁さばきとやらなのか？」

「さあ？　猿神が何をするかは猿神めの勝かつ手てじゃから、本ほん人にんに聞かねば分からぬが……」

　顎あごに指を当てて宙を見つめる艶乃姫。

　富雄はガックリと肩を落として失望の溜ため息いきを漏もらした。

「お前、千年も生きてるとか生き神だとか威い張ばってた割に、何も分かんねえんだな……」

　その言葉に、艶乃姫はハッと真まっ赤かになった。

「なっ、何を言うか！　今そちに聞かれた事はほとんど答えたであろうが！」

「全然答えになっとらんわ！」

　全力でツッコむ富雄。

　艶乃姫も、きぃーっと両手を振り上げて言い返す。

「だとしたらそれはそちの聞き方が悪いのじゃ！　大だい体たい世の中というものは、いつでも己おのれの望む通りの答えが用意されておるわけではないのじゃぞ！」

　折せつ角かく生き神であるこの自分が疑問に答えてやったというのにこの態度。気に入った答えではなかったのかもしれないが、せめてお礼の一つくらい言ってくれてもいいはずだ。

　むーっと不満げにふくれる艶乃姫。

　そこへ、まっする様が仲ちゆう裁さいに入った。

「まあまあ落ち着き二人とも。喧けん嘩かしたらアカンよ。仲良うせな、仲良う」

「そう言うテメエは何か分かんのかよ？」

　不ふ機き嫌げんそうな顔でまっする様のほうを振り返る富雄。

　まっする様は脂あぶらぎった顔に鷹おう揚ような笑えみを浮かべた。

「ああ、おっちゃん実はさっき神しん界かいに戻った時に色々聞きいてみたんやけどね。神の使いのお猿さるさんて言うたら日吉ひえの山さん王のうさんが有名やけど、そこは知らんて言うてはったから、そうすると多分、どっかの悪い神さんがあの猿に取り憑ついたんとちゃうかな。一番ありがちなケースよ」

　意い外がいにちゃんとした答えが返ってきた事に驚く富とみ雄お。

「おお？　ガキよりずっとまともな答えじゃねえか。都つ合ごう悪くて逃げたのかと思ったら、ちゃんと調査してきてたんだな。やるじゃねえか、ブタのくせに」

　それを聞いて艶あで乃の姫ひめがふふんと鼻はな高々な顔で胸を張る。

「当然じゃ。まっする様はとても偉えらい神様なんじゃぞ。見くびるでないわ下げ郎ろう」

「何故なぜお前が得とく意い気げ……？」

　富雄は呆あきれた目で艶乃姫を見る。

　まっする様は話を続けた。

「武ぶ器きが全ぜん然ぜん通じへんっていうのんも、ホンマもんの神さんの力が働いてるからやと思うんよ。多分、あの猿の体には人間の武器は効かへんっていうルールを作ったんやろね」

「ルール？」

　首を傾かしげる富雄と艶乃姫。

「うん。神さんの仕事って要するに世界のルールを作って維い持じする事やから。例えば上に物もの投げたら落ちてくるとか、地面に種たね蒔まいたら芽めぇ出るとか、鍛きたえたら筋きん肉にく付くとか、ああやったらこうなるっちゅう法ほう則そくって色々あるやん？　ああいうのって全部、それぞれに担たん当とうの神さんがおって決めてはるんよ。ほんで、自分の担当してる範はん囲いやったら後から細かいルール付け足して修しゆう正せいしたりとか出来るんよ」

「ほう……？」

　なるほどとうなずく富雄。

　艶乃姫も初めて聞いたような顔をする。

「神様って、そういうものなんですね……」

「おい、お前は知っとけよ生き神……」

　富雄が横よこ目めでツッコんだ。

　まっする様は顎あごをさすりながら更さらに続ける。

「あの猿も多分、そういう感じで『人の武器は自分には効かへん』っちゅなルールを作ったんとちゃうかな。戦せん車しやでも通用せえへんなんて、ただ猿が歳とし取って化けただけにしてはちょっと無む敵てき過ぎるしね」

「なるほど。んじゃ、武器に関するルールを弄いじったって事は、あの猿には武器の神様が憑ついてるって事か」

「いや、そら分からんけど。自分自身だけに当てはめるルールやったら担当とかあんま関係ないから、その程てい度どやったらおっちゃんでも出来るし」

「マジかよ!?　お前でも出来んのか！」

　富とみ雄おは思わず声を上げた。

　まっする様はその反応を見て、少し照れたような得とく意い気げな顔をする。

「そら、おっちゃんかて神さんやからね」

「だったら俺おれもそういう無む敵てきルールにしてくれたらよかったじゃねえか！　何だよ、鍛きたえれば筋きん肉にくが付くって！　ふざけやがって！」

　ぎゅうう、とまっする様の首くび回まわりの肉を摑つかんで絞しめ上げる富雄。

　顔を真まっ赤かにしながら言い訳わけするまっする様。

「いや、だって相手の攻こう撃げき無む効こうにしても、こっちの攻撃が通じへんかったら退たい治じなんて出来へんし……」

「だったら体からだ鍛えたら筋肉が付くなんていう普通の人間そのまんまの力で退治出来るっていうのかよ！」

　畳たたみ掛けるような富雄のツッコミ。

　苦しげに喘あえぐまっする様。

「いや、そやからおっちゃんこの家でも充分快かい適てきやし、無む理りして退治せんでもええよ、て……。艶あで乃のちゃんかてこの家も富雄ちゃんの事も結けつ構こう気に入ってるみたいやし……」

「テメエらは良くてもこっちは良くねえんだよ……！」

　いい加か減げんなまっする様に、富雄はギリギリと歯は軋ぎしりをする。

　その時、突とつ然ぜん艶乃姫ひめがポンと手を打った。

「そうじゃ富雄！　良い事を思いついたぞ！」

「何だ？」

　全然期待はしていないが、無む視しするのも可哀かわい想そうなので一いち応おう形だけ尋たずねる富雄。

　艶乃姫は自信満まん々まんな顔でぴんと人ひと差さし指ゆびを立てた。

「武ぶ器きになる物が残っておらんから困っておるのじゃろう？　だったらまずはまっする様の持っていた武器を探し出して買い戻し、然しかる後、それを用いて猿さる神がみめを退治すれば良い！　そうすればまっする様の大切な神しん宝ぽうも一つ戻ってきて、儂わしらも助かる！　一いつ石せき二にち鳥ようではないか！」

「ほぉ……！」

　意い外がいにまともなアイディアに、一いつ瞬しゆん目を見開く富雄。

「なるほど。そういう手もアリだな……」

　富雄は腕うで組ぐみをしてうなずいた。

　確かに、これは悪くない。売った相手は神じん社じやの人間に調べさせればいいし、買い戻す金は市長に言って税ぜい金きんから出させりゃいい。そうして武器の類たぐいが一つ買い戻せた段階で、満を持して自分が出向き、猿の奴やつを倒せばいいわけだ。これなら面めん倒どうな事は何もないし、猿神退治も何とかなりそうな気がする。

　富とみ雄おがうなずいたのを見て、艶あで乃の姫ひめはやっといいところを見せてやれたとばかりにぱぁっと顔を輝かせた。もっと頼れるところを見せて尊そん敬けいしてもらおうと、得とく意い気げな声で言う。

「そうと決まれば、早さつ速そく託たく宣せんを下して、町の者共ども総そう出でで売ばい却きやく先さきを探させようぞ！　富雄！　硯すずりと筆ふでをもて！」

　その時、話を遮さえぎるように家の玄げん関かんチャイムが鳴った。

「何だ？　こんな時間に」

　部屋のドアから顔だけ出して階段の下を覗のぞく富雄。

　見ていると、インターホンで応対していた母親が玄関まで出て戸を開けた。父も一いつ緒しよに玄関先まで出てくる。

　ドアが開いて、入ってきたのは市長だ。

　更さらにその後ろから、商しよう工こう会長やら、夕方頃ごろに見たような顔がゾロゾロと入ってくる。狭い玄関はあっという間に一いつ杯ぱいになったが、外にはまだまだ人がいる様よう子すである。

　どうやらただごとではなさそうな気け配はいだ。何かあったのだろうか。

　その時、艶乃姫が慌あわてた様子で富雄に言った。

「富雄！　その戸を閉じよ！」

「ん？　いや、でも多分アイツら俺おれに用があるんじゃ……」

「このうつけ！　あやつらが身を清きよめぬまま家に上がり込んだせいで、外の穢けがれが持ち込まれてしもうたであろうが！　この部屋まで穢れが入ってくる前に戸を閉めよ！　ここにはまっする様がおわすのじゃぞ！」

「外から人が上がり込んだだけで駄だ目めとか、神しん経けい質しつ過ぎんだろお前ら……」

　呆あきれ顔でボリボリと頭を搔かくと、ドアを閉めようとする富雄。

　だがその時。

　市長の隣となりに黒くろ髪かみの若わか巫み女こが立っているのが富雄の目に入った。上から見下ろす富雄の視し界かいに、胸元の谷間が飛び込んでくる。

「あれは……っ！」

　次の瞬しゆん間かん、よだれを垂らしそうな勢いで部屋を飛び出す富雄。

「あっ！　これ富雄！」

　艶乃姫が呼び止めたが、そんなものに耳を貸すはずなど当然なく、あっという間に階段を下りて玄げん関かん先さきに到達する。

　そして市長と両親が話している間に割り込みながら、出来うる限りのキザな微笑を浮かべて若巫女に話しかけた。

「やあ、これは巫女さん。こんな夜よ更ふけに一体どうしたんです？」

「ああ、ちょうど今ご両親に君を呼んでもらおうとしていた所だったんだが。いいところに来てくれた」

　さりげなく手を握ろうとする富とみ雄おの手の甲こうをぴしゃりと打ち払いながら、淡たん々たんと答える若わか巫み女こ。

「ボクに用ですか。ふふ、イケナイ女ひとだ。神に仕つかえる身でありながら、こんな時間に男の元へ訪ねてくるなんて」

　そう言いながら、めげずに今度は肩を抱こうとする富雄。

「神に仕える身だからこそ呼びに来たのだよ富雄君」

　若巫女は富雄の腕を摑つかまえてさっと肘ひじと肩の関かん節せつを極きめると、そのまま床に組み伏せた。

　それを見て市長が声を上げる。

「皆さん！　今です！」

　組み伏せられた富雄の体を市長の大きな手ががっちりと押さえ込み、更さらに後ろの男達がそれに続く。

「しまった！　罠わなか！」

　ハッとして叫ぶ富雄。もちろん、若巫女は関係者の一人として来ていただけであって、別に罠でも何でもない。富雄が勝かつ手てに自分から飛び込んできただけである。

　そして富雄は、あっという間にぐるぐる巻きに縛しばり上げられた。

「おいコラお前ら！　またか！　今度は何なんだ！」

　市長は乱れた髪かみを整えながら、極きわめて冷静な声で告げる。

「今から君には猿さる神がみに捧ささげる生いけ贄にえの身代わりとなってもらう」

「生け贄の身代わり？　おい！　なんだそりゃ！」

　若巫女が答えた。

「ついさっき、猿神から要求があったのだ。日付が変わる頃ころまでに、艶あで乃の神しん様を人ひと身み御ご供くうとして差し出せと」

「はぁ……!?　何考えてんだ、あのエテ公こう？　あんなガキよりブタのほうが丸々肥こえてて肉も旨うまいのに……」

　縛しばられたまま眉まゆを顰ひそめる富雄。

　だが、まっする様の姿すがたを見る事が出来るのは神に選ばれし者のみ。俗ぞく人じんたる市長達は元より、神社に仕つかえる若巫女であってもその尊とうとい姿を目にする事は叶かなわない。まさかブタというのがまっする様の事とは夢にも思わず、文字通りブタそのものの事だと思って聞き流す。

　市長が若巫女の後を受けて続けた。

「だが、猿どもに神じん社じやを占せん拠きよされ、そこに祀まつられていた神を生け贄に差し出してしまったら、その時我々は心の底から猿の支配に屈くつする事になる。そんな要求に従うわけにはいかない。我々は猿の支配を打ち破るために神しん託たくを受け、君という選ばれし勇ゆう者しやを見出したのだ。そして今！　君を生け贄の身代わりとして差し出せば、労せずして猿神めの懐ふところに入る事が出来る！　これは千せん載ざい一いち遇ぐうのチャンスなのだよ富とみ雄お君！」

「いやちょっと待てって！　まだあの猿さるを倒すための準備が……」

「まっする様から力を授さずかってきたのだろう？　ならば余よ計けいな策や下した準備など無む用よう！　この町の一いちの宮みやに坐ましますまっする様の御お力ちからは無む敵てきだ！」

　若わか巫み女こがグッと拳こぶしを握って励はげます。

　富雄はハッとした。

　そう言えば岩いわ屋やから戻った時、おっぱいの前で見み栄えを張ろうとして、鼠ねず人びととしてばっちり力を授かってきたと言ってしまっていた。みんな、富雄が猿さる神がみ退たい治じに必要な力をすでに持っていると思っているのだ。

　興こう奮ふんした群ぐん衆しゆうを見回す富雄。

　この血走った目。

　駄だ目めだ。

　生いけ贄にえの要求なんていう非常事じ態たいで、すっかり頭に血が上ってしまっている。

　今いま更さらロクな力を授かってないと説明したところで、聞く耳なんか持ちそうにない。むしろ、そんな事を言ったら余よ計けいに暴あばれ出しそうだ。

「おい、親父おやじ！　お袋ふくろ！　ぼけっと見てないで、ちょっとコイツら何とかしてくれよ！」

　富雄は咄とつ嗟さに両親に助けを求めた。

　それまで傍ぼう観かんしていた両親がハッと我に返る。実の息子むすこが目の前で縛しばられて箱詰めにされるのを黙だまって見ていたら、後で近所の人や親しん戚るい縁えん者じやからどんな噂うわさをされるか分かったものではない。

　父が市長に詰め寄った。

「ちょっと市長さん。確かにウチの息子は神に選ばれたのかも知れませんが、しかし勝かつ手てに選んで勝手に命いのち懸がけでただ働きをさせようなど、これはいくら何でもちょっと強ごう引いんじゃありませんかね？」

「そうですよ。いくら何でもあんまりですよ」

　富雄の母も一いつ緒しよになって抗こう議ぎする。

　市長は富雄の両親に向き直った。

「ああ、ご両親ともご心配なく。無む論ろんただ働きなどさせるつもりはありません。富雄君が無事この町を救ってくれた暁あかつきには、富雄君の属する所しよ帯たいの税ぜい金きんと健康保険料は恒こう久きゆう的てきに免めん除じよさせてもらいます。国こつ庫こ納入分も全額、市の予算から肩かた代がわりさせていただくつもりです」

　それを聞いた途と端たん、富雄の両親はあっさりと態度を翻ひるがえした。

「頑がん張ばってきなさい富雄！」

「しっかりやっつけてくるのよ！」

　率そつ先せんして富雄の体を箱に放り込むと、その両肩をがっしりと摑つかむ二人。

　恥はじも外がい聞ぶんもない豹ひよう変へんっぷりに、富とみ雄おは思わず声を上げる。

「ちょっと待て親父おやじお袋ふくろ！　テメエら金に釣つられて大事な一人息子むすこを差し出すってのか！　この人でなし夫婦が！」

「まあ、この子ったら！　親に向かって何ていう口の利き方を！」

「そうだぞ富雄！　父とうさん母かあさんが人でなしならお前は人でないモノの子か！　人間やめるのか！」

　大人おとなげなく言い返しながら、白しら木きの箱の蓋ふたを閉めて上からガンガンと釘くぎを打ち付ける両親。

「くっそ～テメエら！　覚えてやがれ！」

　箱の中から漏もれ聞こえる富雄の恨うらみ節ぶしを背中に聞きながら、市長はがっしりと富雄の両親の手を握った。

「お父様、お母様。たった一人の大切なご子し息そくを我が町のために差し出すという苦く渋じゆうの決断、そのご心しん中ちゆう察するに余りあります。かたじけない。本当にかたじけない」

　目を潤うるませて頭を下げる市長。

　父はもっともらしい顔で首を振る。

「いえ市長。阿あ久く家けの男子たるもの、否いや、日に本ほん男だん児じたるもの、いつでも世のため人のために命を捧ささげる覚かく悟ごをしていて当然。こんなに町の皆さんが苦しんでおられるのです。ウチの愚ぐ息そくがお役に立てるというのであれば、こんな光こう栄えいな事はない。私も家か内ないも富雄自身も、喜んでお役に立ちますよ」
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「その通りですわ。あの子もきっと本ほん望もうに違いありませんとも……」

　いかにも内心の心配や悲しみを押し隠かくして笑顔で送り出すといった風ふ情ぜいで、ギュッとエプロンの裾すそを握りしめて目元を潤うるませながら微笑ほほえんでみせる母。

「素晴らしい！　自分さえよければいいと考えるさもしい人間ばかりのこのご時じ世せいに、こんな素晴らしいご一家がこの町に住んでいらっしゃったとは！　さすがは神によって選ばれた人物のご家族だけのことはある……！」

　感かん涙るいにむせぶ市長。

　大人おとな達が勝かつ手てに美び談だんに仕立て上げてしまおうとしている間にも、富とみ雄おを詰めた箱は夜の町を一いち路ろ、益荒ますら神じん社じやの境けい内だいへ向けて運ばれていった。




　一方、部屋の中から階下の様よう子すを窺うかがっていた艶あで乃の姫ひめは、富雄が縛しばられて箱詰めにされて連れて行かれたのをポカンとしながら見ていたが、やがて我に返ると血けつ相そうを変えて取り乱した。

「たっ大変ですまっする様！　富雄の奴やつめが猿さる神がみの人ひと身み御ご供くうとして連れて行かれてしまいました！　どどど、どうしましょう……！」

　艶乃姫は生き神とはいえ元がん来らいただの人。しかも不ふ死しになった時から体も精神面も成長は止まっている。千年生きたと言っても、それはあくまで岩いわ屋やの中に籠こもりきりの生活。子供の頃ころに世間から隔かく絶ぜつされ、そのまま純じゆん粋すいで素そ朴ぼくなままに生きてきた艶乃姫は、見た目だけでなく中身も純じゆん朴ぼくな子供のままなのだ。知り合って言葉を交わし、共に飯めしを食った人間の命が危ないとなれば、冷静ではいられない。

　ましてや富雄は、自分のためにあれだけたくさんの湯を用意してくれたり、立りつ派ぱな夕食をご馳ち走そうしてくれたりと、本当に誠せい心しん誠せい意い尽くしてくれたのだ。その褒ほう美びや恩返しすら済ませていないのに、あんなに良くしてくれた人間を、ただ見殺しになんて出来るわけがない。まっする様と二人きりになって生き神としての威い厳げんを保つ必要もない艶乃姫は、完全に素すの状態に戻って、ただ青ざめてあわあわと取り乱す。

　しかし生まれついての神様であるまっする様は、人間一人のピンチ如ごときには動じない。落ち着き払った様よう子すでゴロゴロと寝そべったまま小指で鼻をほじくりつつ、吞のん気きな声で言った。

「大だい丈じよう夫ぶやって。富雄ちゃんにはおっちゃんの力授さずけてあるんやから」

「授けてあるって言ったって、鍛きたえたら筋きん肉にくが付く力なんてそんなのただの普通の人じゃないですか！」

　艶乃姫はそう叫ぶと、オロオロしながらぐるぐると部屋の中を歩き回った。

「と、とにかく、早く助けないと……！　でもこの外に出たら力が使えなくなってしまう……。どうすれば……」

　完全に気が動転したまま部屋の中をうろうろしていた艶乃姫は、ベッドに足をぶつけてバランスを崩くずした。

「あなや！」

　悲鳴を上げてベッドの上に倒れ込む艶あで乃の姫ひめ。

　その時、不意に艶乃姫は目を見開いた。

　そして、ベッドのシーツを摑つかんで何か閃ひらめいたように声を上げる。

「そうじゃ！　これじゃ！」

　ベッドからシーツを剝はがすと、塩と大おお幣ぬさを使って念入りに清きよめはじめる艶乃姫。

　突とつ如じよシーツを清めだした艶乃姫の奇き行こうを見て、まっする様が心配そうに声をかけた。

「ちょ、ちょっと艶乃ちゃん？　何しとるん？」

　艶乃姫はシーツを両手に握ったまま、得とく意い気げな顔で振り向く。

「これで身をくるめば、清くない空気に接せつ触しよくせずに済みます！　これなら外に出てもしばらくは力を使えようかと！」

「え？　まさか艶乃ちゃん、直接自分で助けに行く気？」

「当然です！　富とみ雄おめは私の代わりに連れて行かれたんですよ！　まっする様だって聞こえてたでしょう？　それなのに私がここでぼんやりしてるわけには行かないじゃないですか！」

「いやまあ気持ちは分かるけど……。あの猿さる、艶乃ちゃんを食うつもりでおるんやろ？　そこへ艶乃ちゃん本人が行くんは危ないんとちゃうかな……」

「危ないのは富雄めも同じです！　むしろ何の力もないあやつのほうが何倍も危険じゃないですかっ！」

　必死な声で言い返す艶乃姫。

「いや、そやから一応富雄ちゃんにもおっちゃんの力は授さずけてあるんよ……」

　叱しかられてしょんぼり呟つぶやくまっする様。

　艶乃姫はそんな呟きなど耳に入っていない様よう子すで、シーツに身をくるむと、大幣を引っ摑んで部屋を飛び出した。

　階段を下りると、まだ玄げん関かん先に市長がいた。富雄の両親と話し込んでいる。

「あっ！　艶乃神様!?　一体どうなさったので……」

　気付いた市長が顔を上げる。

「邪じや魔まするでない！」

　艶乃姫は一いつ喝かつすると同時に、さっと大幣を振った。

　この者達は、艶乃姫を守るために富雄を身代わりに差し出したのだ。艶乃姫が助けに行くなどと聞けば、邪魔をするに決まっている。だったらここは問もん答どう無む用ようだ。

　艶乃姫が大幣を振った途と端たん、足あし元もとから力が抜けてその場にへたり込む市長と富雄の両親。

「たっ、立てない!?」

「これは一体……!?」

「艶あで乃の神しん様、一体何を……!?」

　その場から動けなくなって慌あわてる三人。

　いける！

　神の力は問題なく使えている！

　外部の穢けがれが持ち込まれて俗ぞくの状態に落ちた玄げん関かんに来ても、ちゃんとこの身は清きよいまま！

「よし！」

　艶あで乃の姫ひめは確かな手て応ごたえを感じて、ぎゅっとシーツの端はしを握った。

「帰ってきたら元に戻してやる故ゆえ、しばし辛しん抱ぼうせい！」

　艶乃姫はそう言い捨てると、草ぞう履りに塩を振ってさっと清め、そのまま小さい足に突っかけて勢いよく玄関から飛び出した。

「待っておれ富とみ雄お！」

　清めた部屋から動けないまっする様は、その姿すがたを窓から見送りつつ心配そうに呟つぶやいた。

「大だい丈じよう夫ぶやて言うてるのに……。怪け我がしても知らんで……」

　そんなまっする様の視線にも気付かず必死に走っていく艶乃姫。

　その小こ柄がらな後ろ姿は、暗い夜の道へとあっという間に消えていった。
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「くっそーアイツらふざけやがって！」

　縛しばられて箱詰めにされた富とみ雄おは、両親と市長の顔を思い浮かべて毒どくづきながら、必死でもがいていた。

　すでに箱の揺れは収まっている。

　多分、神じん社じやに着いて地面に下ろされたのだろう。

　人の気け配はいはとっくに消えて、みんな猿さる神がみに会わないよう逃げ帰ったようだ。

　このまま猿神が現れたらお終しまいだ。何の武器も持っていない状態で猿神の元に送り込まれたところで、勝ち目なんかあるわけない。何とかして逃げ出さなければ百パーセント死んでしまう。

「冗じよう談だんじゃねえ！　猿なんかに食われてたまるか！」

　富雄は全身の力を込めて、縄なわを千ち切ぎろうと肘ひじを張った。

　しかし幾いく重えにも巻かれた縄はびくともせず、むしろ富雄の腕に食い込んでくるだけ。

　何度繰り返しても、千切れるどころか緩む気け配はいさえない。

　ゼエハアと喘あえぐように呼吸を繰り返す富雄。

　その時、突とつ然ぜん腹の中から声がした。

〔富雄ちゃん。富雄ちゃん〕

「うお!?　何だ？　この声、ブタか？」

〔ブタて……。おっちゃんよ。まっする様。聞こえてる？〕

「聞こえてるけど、何で腹の中から声がすんだよ？」

〔おっちゃん言うたやん。授さずけた神しん宝ぽう通じて会話出来るて〕

「そういやそうだが……」

　要するに、食べた肉を通じて語りかけているという事らしい。声の響ひびく位置からすると、現在大だい腸ちようで絶ぜつ賛さん吸収中のようだ。

「何か気き味み悪いなこれ……」

　富雄は自分の腹の辺りを眺ながめながら呟つぶやいた。

〔それより富雄ちゃん聞いてや。大変なんよ。艶あで乃のちゃんがそっちに向かったんよ〕

「は？　ガキが？」

　思わず大きな声を出す富雄。

「何考えてんだよ？　猿神の狙ねらいはアイツだろ？　張ちよう本ほん人にんが出てきてどうすんだ！　止めなかったのかよブタ！」

〔そら止めたけど、富雄ちゃんの事が心配やからって、全然おっちゃんの言う事聞かへんで飛び出してしもたんよ……〕

「あんの馬鹿……！　来たところで何も出来ねえ癖くせに……！」

　富雄はギリギリと歯は軋ぎしりをした。

〔とにかくそういうわけやから、艶あで乃のちゃんが猿さる神がみと接せつ触しよくする前に早はよそっから出て。ほんで艶乃ちゃんを安全なとこに連れてったって欲しいんよ〕

「んな事言われたって、どうやって出ろってんだよ！　こっちはぐるぐる巻きにされて箱詰めだってのに！」

〔そんなん、縄なわ引き千ち切ぎって箱蹴けり破ったら出られるやん〕

「簡単に言いやがって！　さっきから頑がん張ばってるけどびくともしねえよ！　こっちはもう体力の限界だ！」

〔自分で限界決めたらアカン。やればきっと出来る。富雄ちゃんは出来る子や〕

「他人ひと事ごとだと思って気楽な事……！」

〔何言うてるん。おっちゃん、富雄ちゃんの事も本気で心配してるからこそ言ってるんよ。そのまま縛しばられて箱詰めにされたまんまやったら、どのみち富雄ちゃんも猿神に食われてまうやん〕

「んな事ぁこっちだって分かってんだよ！　だからって、この状況じゃどうしようもねえだろ！」

〔大だい丈じよう夫ぶ！　富雄ちゃんにはおっちゃんが授さずけた力があるんやから！　それを信じて！　信じる心こそが神の力の源泉よ！　神と人が心を合わせた時にこそ、その力は最大限に発はつ揮きされるんよ！〕

「もういい！　分かったからちょっと黙だまってろ！」

　まっする様に言われるまでもなく、このままでは死ぬって事くらい分かっている。猿神が来る前に脱だつ出しゆつしなければならないのなんて百も承しよう知ちだ。

　富雄は気を取り直すと、大きく息を吸ってから再び腕に全力を込めた。

「ふんぬっ！」

　その時、富雄はふと妙みような手て応ごたえを感じた。

「ん……？」

　縄の腕への食い込みが、心なしか緩い。

「ぬぬぬぬ……！」

　手応えを確かめるように更さらに力を込めていくと、わずかだがロープが伸びたような感覚と共に、小さくプチプチと音がした。

　古くなったロープの繊せん維いが、引っ張る力に負けて少しずつ千切れていく時のような、そんな手応え。

　さっきまでの、びくともしなかった感じとは全然違う。

　気のせいじゃない。

　この手応えは明らかに縄が弱ってきている感かん触しよくだ。

「もしかしてこの縄、腐くさってんじゃねえか……？」

　急に脆もろい感じになった縄なわの感かん触しよくに思わず呟つぶやく富とみ雄お。

〔いける！　富雄ちゃん、いけるで！〕

　腹の中でまっする様が声を上げた。

　富雄の顔に、微かすかに希望の光が差した。

　この手て応ごたえなら、本当に力任まかせに引き千ち切ぎる事も可能かも知れない。

　もう一度、力を込めて肘ひじを張ってみた。

　するとさっきと同じように、プチプチと繊せん維いが千切れるような手応えと、それに合わせて縄が更さらに少し伸びたような感触。

　間違いない。腐くさってるかどうかはともかく、確かにこっちの力に負けて少しずつ千切れつつある。

　頑がん張ばれば何とかなるかも知れない。完全に縄が千切れなくても、緩みさえすればそれでいい。

「このっ！　このっ！　千切れろ！　くそっ！」

　無む我が夢む中ちゆうで腕に力を込める富雄。

　そのたびに、じわじわと繊維が千切れていく縄。

　しかしなかなか抜け出せるところまでは行かない。

「くっそ～。もうちょいなのに……！」

　ゼエハアと喘あえぎながらちょっと一ひと息いき入れる富雄。

〔富雄ちゃん！　何してんの！　もう一息やんか！　頑張って！〕

「黙だまってろブタ！　気が散る！」

　富雄は怒ど鳴なりつけてから、もう一度大きく息をした。

「こんのクソロープが！　さっさと千切れやがれ！」

　全力で肘を張る。

「んがああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああっっっ[image: !!!!]」

　その時。

　ぶちぶちと大きな音がした。

　そして、腕にかかっていた抵てい抗こうが一気になくなる。

　勢い余って箱の内側にガンと肘をぶつける富雄。

　千切れた。

　それも一本だけではない。

　腕の周囲に巻き付いていた縄がほとんど全部、同時に引き千切られたのだ。

〔やったで富雄ちゃん！　次は箱の蓋ふたや！〕

「言われなくても分かってら！」

　ゼエゼエと息を乱しながら、自由の戻った腕で今度は箱の蓋ふたを押す富とみ雄お。

　だが上からしっかり何本もの釘くぎで打ち付けてある蓋は、押しただけではさすがにびくともしない。

〔富雄ちゃん！　足や！　足使い！〕

「足か！　よし！」

　富雄は足に絡んでいた縄なわを無む造ぞう作さに引き千ち切ぎると、狭い箱の中で何とか姿勢を変えた。

　背中を箱の底に付けて、両足で蓋を押し上げる。

「んぐぎぎぎぎぎぎぎ……………!!」

　歯を食いしばり、こめかみに青あお筋すじを立てて、全力で気張る。

　力んだ太ももがパンパンに膨ふくらんだ。

　やがて、ミリッと木のきしむ音。

　ほんの少しだが足が木を押し込みはじめる。

「よし……！　行けるぞ……！　もうちょいだ……！」

　少しでも押し込めるようになってきたという事は、釘が緩みだしたか蓋の木が割れかかっているかのどちらかだ。どっちだろうと、外には出られる。

　富雄は両腕を箱の底に押しつけ、背中を反そらしながら、蓋に付けた両足を全力で踏み込んだ。

　顔中がゆでだこのように真まっ赤かになり、全身に汗が噴ふき出す。

「うおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおっっっ[image: !!!!]」

　激しい雄お叫たけびと共に、突とつ然ぜん足の抵てい抗こうがなくなった。

　箱の蓋が吹き飛び、両足がすっぽ抜けそうな程ほど真まっ直すぐ伸びる。

　勢い余って逆さか立だち状態になった富雄の目に、月の浮かんだ夜空が飛び込んできた。

「開いた！」

　これで外に出られる。

　さあ、猿さる神がみが来る前に艶あで乃の姫ひめを連れてさっさとトンズラだ。

　全身汗あせだくで肩で息をしながらも、休む間もなく起きあがる富雄。

　だが、箱から上半身を出した富雄は、その場に凍り付いた。

「………っ！」

　目の前には、片目の潰つぶれた大きな猿の顔。

　真まっ白しろな毛をした、ヒグマみたいに巨きよ大だいな顔が、すぐ間ま近ぢかにあった。

　こんな大きなニホンザル、世界中探したって一いつ匹ぴきしかいない。

　猿神だ。

　そして、周囲には富雄と猿神を取り囲むように、無数の猿の群むれ。

　富とみ雄おも驚いたが、猿さる神がみも呆あつ気けにとられた様よう子すでまじまじと富雄を見つめる。

　互いの鼻息すら感じ取れそうな至し近きん距離でしばし睨にらみ合う両者。

　たっぷり三秒程ほど睨み合ってから、猿神が怒り狂ったように吼ほえた。

「騙だまシタナ！　人間！」

　そしてそのまま、大きく開けた口で富雄に嚙かみついてくる。

「うおっ!?」

　反はん射しや的にしゃがむ富雄。

　間かん一いつ髪ぱつで富雄の頭は猿神の牙きばを避けた。

　だが、猿神はすぐに腕を伸ばして富雄の体を捕つかまえに来る。

　まっする様の声が腹で響ひびいた。

〔逃げんでもええ富雄ちゃん！　力比べや！〕

「無む茶ちや言うなブタ！　敵かなうわけないだろ！」

　そう言い返しながらも、逃げ場が無くて反射的に腕を伸ばす富雄。

　体を摑つかまれながらも、目前に迫った大きな牙から何とか逃のがれようと全力で猿神の顔を押し返す。

「んぎぎぎぎぎぎぎぎ……………！」

　相手は立ち上がれば三メートル、四つんばいになっていても富雄の肩くらいの高さのある猿神だ。その口だって、富雄の頭を一嚙みで丸かじりに出来そうな大きさである。嚙みつかれたら最後。その瞬しゆん間かんに死んでしまう。

　嚙みつこうとする猿神と、押し返そうと必死の富雄。

　常識で考えれば、これだけの体格差で押し返せるはずなどない。

　だが、火か事じ場ばの馬ば鹿か力ぢからなのか何なのか、富雄の両腕はギリギリのところで猿神の顔を押しとどめた。

　再び顔を接近させて睨み合う両者。

　と思ったその時。

　猿神はひょいと腕を伸ばすと、富雄の襟えり首くびを摑まえた。

「おわっ!?」

　軽々と持ち上げられる富雄の体。

　猿神はニヤリと笑うと、境けい内だいの石いし灯どう籠ろうに向かって富雄の体を投げつけた。

　富雄は咄とつ嗟さに体を丸め、全身に力を入れて衝しよう撃げきに備える。

　丸まった富雄の体はバスケットボールのように飛んで石灯籠に激げき突とつした。

「ぐあっ!!」

　石灯籠は中なか程ほどから折れて粉こな々ごなに砕くだけ散る。

　体中の骨がバラバラに砕けそうな衝撃だ。

「いててて……」

　地面に横たわって顔をしかめる富とみ雄お。しこたまぶつけた腰をさすりながら、地面に片手を突いて体を起こす。

　まっする様の心配そうな声が腹から響ひびいた。

〔ちょっと、大だい丈じよう夫ぶやった富雄ちゃん？〕

「ああ……幸い大きな怪け我がはねえみてえだ……」

　当たり所が良かったのか何なのか、あれだけの衝しよう撃げきだったにもかかわらず骨こつ折せつなどはなさそうだ。

「とにかく、猿さる神がみからは離れられた。今の内に逃げるぞ」

　そう言いながら、顔を上げる。

　だがその目に、見上げるような猿神の巨きよ大だいな体が見えた。

　すでに回り込まれている。

　富雄はまだ痛みで素早く動けない。

「頑がん丈じようダナ……」

　富雄を見下ろした猿神の口元に、ニィっと残ざん虐ぎやくな笑えみが浮かんだ。

　そして富雄の体を再び片手で持ち上げると、今度は反対側の灯とう籠ろう目掛けて投げつける。

　再び全身を強こわばらせて衝撃を堪こらえる富雄。

「ぐはっ!!」

　灯籠はまたしても粉こな々ごなに砕くだけ散り、富雄は苦痛に顔を歪ゆがめて地面に転がった。

　更さらにもう一度富雄を持ち上げる猿神。

「何回目デ死ヌカ……」

　そう言って、別の灯籠へと叩たたきつける。

「んがっ!!」

　砕け散る三本目の石灯籠。

　駄だ目めだ。

　このままじゃ、とてもじゃないが逃げるチャンスなんてない。

　投げられ続けて嬲なぶり殺しにされるだけだ。

　富雄は苦痛に顔を歪ませながら、近づいてくる猿神を見た。

「おい、猿神……」

　息絶え絶えになりながら呼びかける富雄。

　猿神は足を止めて富雄を見下ろした。

　富雄はその小山のような体を見上げる。

「一つ聞きたい……。何でお前は人の町に降りてきた……？　何が目的で人の町を支配しようとしてるんだ……？」

　逃げられず、戦う術すべもないとなれば、残された手段は交こう渉しようしかない。猿さる神がみの目的次し第だいでは、もしかしたら和解の余よ地ちだってあるかもしれない。マスコミの奴やつらが言うように大自然の怒りの代表がコイツだというのなら、それなりの謝しや罪ざいと今後の人間側の態度の改善を約束する事で、この場は何とか収まるかも知れない。神ったって所しよ詮せんは猿だ。出任まかせの口くち約束でも、猿知ぢ恵えには見抜けまい。そんな一いち縷るの望みに縋すがるように問いかける富とみ雄お。

　だが、猿神はしばし沈ちん黙もくした後、可笑おかしそうに笑った。

「目的ナド無イ」

　そう言って富雄の体を持ち上げる。

「我ハ神。神ニハ誰だれモ逆ラエヌ。ソレダケノコトヨ」

　猿神はニィっと口元を歪ゆがめた。

　富雄は直感的に理解した。

　この顔。

　己おのれの力に奢おごり、酔よっている顔。

　怒りも恨うらみも憎にくしみもない。ただ、自分の力を見せびらかしたくて仕方ないだけの、浅はかで幼よう稚ちで下げ品ひんで残ざん酷こくな表情だ。

　餌えさは充分足りていながらわざわざ町に降りてきた理由も同じ。人間たちですら自分には敵かなわないところを仲間に見せつけて自じ慢まんしたかっただけ。それ以外の目的なんてコイツには無い。

　……冗じよう談だんじゃねえ！

　富雄はまたしても別の石いし灯どう籠ろうに叩たたきつけられながら、胸の内で思った。

　……このエテ公こうが力を自慢したいっていうだけのくだらない理由で、町は荒らされ、おっぱいは消え、そしてこの俺おれまで殺されるってのか！

　怒りの込み上げてくる富雄。

　だが、いくら怒ったところで、丸腰の富雄に太刀たち打うち出来るはずもない。相手は立ち上がれば三メートルもある巨きよ大だいな体。その上戦せん車しや砲ほうですら通用しない無む敵てきの猿神なのだ。

　為なす術もなく持ち上げられると、何度も何度も石灯籠に叩きつけられる富雄の体。

　やがて境けい内だいに何十基きとあった奉ほう納のうの石灯籠は全て破は壊かいされてしまった。

　だが、猿神はそこでやめる事はせず、今度は社しや殿でんに向かって投げつけ始める。

　……しつっこい猿め！

　その時、ふと富雄は小さな異い変へんに気が付いた。

　猿神が富雄の体を投げつけるペースが、段だん々だんと落ちてきたのだ。

　体を持ち上げる動作一つ取っても、最初のように片手で軽々摑つかみ上げるのではなく、両腕を使って力を込め、何とか頭上に担かつぎ上げる印いん象しよう。放り投げる勢いも何だか鈍いし、気のせいか、叩きつけられた時の衝しよう撃げきも緩く感じる。

　どうしたのか不ふ審しんに思っていると、不ふ意いに腹の中から声がした。

〔富とみ雄おちゃん、そろそろ行けそうやで〕

「行けるって何がだよ……」

〔猿さる神がみの表情見みてみ〕

　瓦が礫れきに埋もれて苦く痛つうに顔を歪ゆがませつつも、富雄は言われた通りに猿神を見た。

　そしてハッとする。

　最初のあの、遊び感覚の余よ裕ゆうが完全に消えている。

　そして代わりに浮かぶのは、疲ひ労ろうと焦あせりにも似た表情。

「マダ死ナヌカ……！」

　肩で息をしながら、苛いら立だったように富雄を見み下おろす猿神。

　……もしかしてコイツ、疲れてきてんのか？

　猿神の目的は、自分の力を誇こ示じする事。戦せん車しやすら通用しないほどの強さを群むれの連れん中ちゆうに見せつける事。なのに、富雄一人ひとりすら殺せないとあっては、折せつ角かく今まで積み上げてきた威い信しんがガタ落ちだ。だからコイツは何としてでも富雄の息の根を止めなくてはならない。それも、一いつ旦たん投げ殺すと決めた以上、投げて殺さなくてはその威信は保てないのだ。投げ殺す事が出来なかったから仕方なく嚙かみ殺したという事になれば、それだけでも猿神の絶対性に小さな傷が付く。

　だが、何故なぜか知らないが、富雄は石いし灯どう籠ろうにぶつけられても土つち壁かべが崩くずれるほど叩たたきつけられてもさほどダメージがない。もちろん全くないわけじゃないが、富雄自じ身しんも不ふ思し議ぎなほど、骨こつ折せつもしなければ命に関わる程ほどの怪け我がもない。それどころか、投げつけられるたびに負けじ魂だましいに火が点ついて、新たな力が湧わいてくるような気さえする。一いつ体たい何故なのか自分でも分からないが、今のままならいくら投げられたって平気なんじゃないかという気さえする。

　……つまりこのままコイツがバテて動けなくなるまで我が慢まんして、それから逃げりゃいいんじゃねえか？

　そんな事を考えたところへ、再び猿神の巨きよ大だいな手が迫る。

　バテてきたとはいえ、動けなくなるのはまだ当とう分ぶん先のようだ。

　投げつけられるのに備えて体を丸める富雄。

　その時、その動どう作さに合わせてビリッと袖そでの肩かた口ぐちが破れた。

「ん……？」

　そういえば、大だい分ぶ前から妙みように服が窮きゆう屈くつに感じていたのだ。洗せん濯たくして縮んだセーターを無む理り矢や理り着込んだような、突っ張るような感じ。気のせいじゃなかったのか。しかし何でいきなり服が縮み出す？

　だが、富雄が内ない心しん首を傾かしげた時。

　その疑問を遮さえぎるように突とつ然ぜん、夜の境けい内だいに少女の澄すんだ声が響ひびき渡った。

「富雄！　まだ生きておるか！」

　この声！

　艶あで乃の姫ひめ？

　あの馬ば鹿か、本当に来やがった！

　思わず声のしたほうを向く富とみ雄お。

　見ると、全身にシーツを巻き付けてミイラ男みたいになった艶乃姫が、ゼエゼエと息を切らして神じん社じやの石段を上がってきたところだった。




　息を切らしてようやく神社の石段を上がり終えた艶乃姫は、富雄に呼びかけると同時に月明かりに照らされた境けい内だいを必死で見回した。

　粉こな々ごなに砕くだけた無数の石いし灯どう籠ろう。

　境内に植えられた木々の枝には無数の猿さるの影。

　そして中央には夜よ目めにもはっきりそれと分かる白い毛け皮がわに巨きよ大だいな体。

　猿さる神がみだ。

　何か人のような形のものを持ち上げている。

　あれが富雄か？

　まさか、死んでいるのでは……。

　艶乃姫が不安に駆かられた瞬しゆん間かん、持ち上げられた人ひと影かげが大声を発した。

「馬鹿テメエ何しに来やがった！　食われちまうだろーが！」

　富雄の声。

　間違いない。

　やはりあれが富雄だ。

　まだ生きている。

　艶乃姫はパッと顔を輝かせた。

「おお！　生きておったか！　安心せい！　今助けてやるゆえの！」

「何言ってんだ！　お前、外に出たら何にも出来ねえんだろ！　帰って部屋に引き籠こもってろ！」

「安心致せ！　この布で全身を包む事で、儂わしの体は清きよいままに保たれておるのじゃ！」

　艶乃姫はシーツをぎゅっと摑つかみながら自信満々にそう言うと、猿神に向き直った。

「そちが猿神か！　儂が益荒ますら神社を千年の間守りし艶乃姫じゃ！　そちの望みはこの儂であろう！　富雄を放せ！」

　石いし畳だたみに両足を張って踏ん張ると、手にした大おお幣ぬさを構える。

　猿神は艶乃姫を見ると、富雄をしっかり担かつぎ上げたままニタリと残ざん忍にんな笑えみを浮かべた。

「自分カラ来ルトハ……。探ス手間ガ省ケタワ……」

「ぬかせ！　畜ちく生しようの分ぶん際ざいで神を僭せん称しようする、このおこがましい猿めが！　神しん聖せいなる我が社やしろを荒らしおって！　生き神、艶乃神しんと崇あがめられし我が力、その身にてとくと思い知るがよいわ！」

　キッと猿さる神がみを睨にらむと、艶あで乃の姫ひめは手にした大おお幣ぬさを大きく振りかぶった。

　満月の冴さえた光に、大幣の真っ白な紙かみ垂しでが神こう々ごうしく輝く。

　艶乃姫の大幣を握った手が思い切り振り下ろされた。

　だが。

「ありゃ……？」

　すっぽ抜けたような感覚に、手を振り下ろしたまま思わず固まる艶乃姫。

　自分の手を見ると、握っていたはずの大幣がない。

　落としたかと思って振り向くと、いつの間にか背後に来ていた子こ猿ざるが抱えて遊んでいた。振りかぶった時に、後ろから抜き取られたらしい。

「かっ、返さぬか！　それは玩具おもちやではないぞ！」

　慌あわてて子猿の元へ走る艶乃姫。

　しかし子猿はさっと逃げると、境けい内だいのイチョウの大木に身軽によじ登っていく。

「これ、猿め！　返せと言うに！　返せ！　返すのじゃ！」

　顔を真まっ赤かにしながら、イチョウの木を見上げてぴょんぴょんと跳びはねる艶乃姫。勿もち論ろん、子猿には届きもしない。

　その時、別の猿が艶乃姫に跳びかかった。

　そして今度は、艶乃姫が体に巻き付けていたシーツを引っ張る。

「あなや！」

　引っ張られた艶乃姫はその場でぐるぐると三回転ほどすると、バランスを失ってそのまま派は手でにすっ転んだ。

「おいガキ!!」

　富とみ雄おの叫ぶ声が夜の境内に響ひびく。

「あいたたたた……」

　顔をしかめながら石いし畳だたみの上に体を起こす艶乃姫。

　そして、地面に突いた手を見てハッと青ざめた。

「しもうた……！」

　体を清きよい状態に保つためのシーツを剝はがされ、更さらに素す手でで地面に触ってしまった。

　神社の清らかな境内地とはいえ、艶乃姫が神としての力を発はつ揮きするのに必要な清さには程ほど遠とおい。これではもう、まっする様から預かった力は使えない。

　じっと様よう子すを見ていた猿神が、ニィっと牙きばを剝むいて笑った。

　そして、抱えていた富雄の体を拝はい殿でんに向かって投げ捨てる。

「ぐわっ!!」

　柱が折れ、漆しつ喰くいで塗り固めた土つち壁かべが粉こな々ごなに崩くずれた。更さらに衝しよう撃げきで屋根の上から瓦かわらが何枚も落ちてくる。そして富雄は崩れた土壁の下した敷じきとなって埋うもれた。

「富とみ雄お!!」

　艶あで乃の姫ひめは悲鳴を上げる。

　だが、思わず駆かけ寄ろうとした艶乃姫を、真まっ白しろい毛並みをした猿さる神がみの巨きよ体たいが遮さえぎった。

「………っ！」

　ハッとして立ち竦すくむ艶乃姫。

「邪じや魔まじゃ！　退どかぬか！」

　猿神の巨体を見上げながら、艶乃姫は咄とつ嗟さに懐ふところに手を入れた。

　大おお幣ぬさを奪うばわれ、神しん力りきを発はつ揮きするのに必要な清きよさも失ったが、まだ奥の手がある。清さが失われた場合に備えた最後の奥の手が。

　だが、猿神の動きのほうが速かった。

　艶乃姫が懐に手を入れた瞬しゆん間かんにはもうすでに、その小さな体を猿神の大きな右手が摑つかまえていた。

「か……っ」

　まるで岩にでも挟まれたかのような力。

　艶乃姫は身動きどころか呼吸さえ出来なくなる。

　苦しそうに手の中でもがく艶乃姫を、猿神は片方だけの目で愉ゆ快かいそうに見下ろした。

「千年生キタ神ノ肉カ……」

　よだれを垂らしながら、舌したなめずりをする猿神。

　口が大きく開き、鋭い牙きばが月に光った。

　艶乃姫は体を締しめ付ける圧力に朦もう朧ろうとしながら、富雄の姿すがたを探した。

　さっき崩くずれた拝はい殿でんの壁。

　富雄の上に積もったはずの瓦が礫れきの山が崩れて平らになっている。

　恐らくは、富雄が這はい出した事によって、瓦礫の山が崩れたのだろう。

　それを見た艶乃姫は、微かすかに安あん堵どした。

　「富雄……今の内に……そなただけでも逃げよ……」

　掠かすれた声で、うわごとのように呟つぶやく艶乃姫。

　猿神の大きな口が眼前に迫った。

　獣けもの臭くさい息が艶乃姫の鼻を突いた。

　猿神の長い舌が、艶乃姫の顔を嬲なぶるように舐なめる。

　……清せい浄じようであるべきまっする様の社やしろの境けい内だいを、この儂わしの血で穢けがす事になるとはの。

　ぐったりと力無くうなだれながら、艶乃姫は無む念ねんそうに目を閉じた。

　だが、その時。

「おいエテ公こう」

　低い声がした。

「そんなデカい図ずう体たいの癖くせに、こんなちっぽけなガキいたぶって楽しいか？」

　続いて鈍い打だ撃げき音と、「ギャッ」と驚いたような猿さる神がみの悲鳴。

　そして、艶あで乃の姫ひめは拘こう束そくから解き放たれた。

　その小さな体を、太く逞たくましい腕ががっしりと抱き留める。

「富とみ雄お……？」

　艶乃姫が力無く目を開けると、そこにあるのは間違いなく富雄の顔だった。




　艶乃姫が目を開けたのを見て、富雄は思わず全身でホッと安あん堵どした。

「富雄……お主ぬし……」

　艶乃姫が富雄の顔を見上げる。

　目が合った富雄は、照れ隠かくしのようにそっぽを向いた。

「別に助けたわけじゃねえぞ。あの猿には散々いいようにぶん投げられたからな。やり返すチャンスを狙ねらってただけだ」

　富雄が無事に生きている姿すがたを確かく認にんして、艶乃姫は円つぶらな瞳ひとみをうるっと潤うるませた。

「うつけ者めが……。逃げよと申したであろうに……」

「言っただろ。テメエみたいなガキの指さし図ずは受けねえってな」

　富雄はそっぽを向いたままフンと鼻を鳴らすと、艶乃姫の体をそっと地面に下ろした。

　そして、殴なぐり飛ばした猿神の姿を探して境けい内だいを見回す。

　猿神の巨きよ体たいは境内の端はしまで吹っ飛んでいた。

「俺おれが殴っただけであんなとこまで……？」

　思わず自分の目を疑う富雄。

「戦せん車しやの主しゆ砲ほうさえ通じねえ奴やつなのに……。ひょっとして、バテたら力も消えるのか？」

　その時、艶乃姫が富雄を見上げて声を上げた。

「富雄！　そ、そなた……その体は一体……？」

「ん？」

　言われて富雄は己おのれの体を見下ろした。

「そういやさっきから何か服がキツいんだよな……」

「当たり前じゃ！　自分の体、良く見てみよ！」

　艶乃姫が叫んで、社しや務む所しよの縁えん側がわに嵌はめてあるガラス戸を指した。

　富雄も言われるままに、ガラスに映った自分を見る。

　そして、富雄は自分の体の異い変へんに気付いた。

「んなっ!?」

　どちらかといえば貧弱な坊ぼうやと言ってもいい感じだったはずの体が、まるで荒ぶる雄お牛うしのように隆りゆう々りゆうとした筋きん肉にくで覆おおわれている。体を見下ろした限りではそこまでの変化はないように思ったが、ガラスに映して客きやつ観かん的に見てみると、まるで別べつ人じん、否いや、最も早はや人を超えた何か別の生き物のようですらある。

「な……何じゃこりゃ……!?」

　その時、腹の中からまっする様の得とく意い気げな声が響ひびいた。

〔これがおっちゃんが富とみ雄おちゃんに与えた力、『鍛きたえれば鍛えるほど筋きん肉にくが付く』力よ！〕

「は……!?」

　富雄は六つに割れた腹ふつ筋きんの下から響くまっする様の言葉に、思わず素すっ頓とん狂きような声を出す。

「鍛えたって、一体いつ……」

　そう呟つぶやきかけてから、富雄はハッと気付いた。

　猿さる神がみに投げられまくっていた時。

　富雄は衝しよう撃げきに耐えるため、無む我が夢む中ちゆうで全身に力を入れて丸くなっていた。命いのち懸がけの状況で、骨がきしむ程ほどの全力で身を丸めていたのだ。それを何十回何百回と繰り返した事により、体全体に限界を超えた負ふ荷かが掛かり続け、知らないうちに全身の筋肉が鍛え上げられていたのだ。

　本来なら、筋肉に負荷を掛けた後は休養と栄養補ほ給きゆうが必ひつ須すだ。負荷を受けて崩くずれた筋きん原げん繊せん維いのアクトミオシン結合は、蛋たん白ぱく質しつの補給と休養によって修復される時に、崩れる前よりも増加する。ただ元通りに回復するだけでなく元の状態以上に回復する事から、この現げん象しようは超回復と呼ばれ、これが筋肉が肥ひ大だいする際の基本メカニズムとされている。回復期を設けず蛋白質も取らないでただ闇やみ雲くもに鍛えても、筋肉は発達しない。

　だが、富雄の授さずかった力は神の与えた奇き跡せきの力。休養も要いらない。筋肉の材料となる蛋白質の補給も必要ない。質しつ量りよう保存の法ほう則そくすらもねじ曲げて、ただ鍛えれば鍛えた分だけ筋肉は増えていくのだ。

　最初に猿神と顔を合わせた時に富雄が猿神を何とか押しとどめる事が出来たのも、石いし灯どう籠ろうに投げつけられても無事だったのも、縄なわを千ち切ぎったり箱を開けたりするために必死で暴あばれもがいた事によって、すでに相当の筋力アップを果たしていたから。

　更さらに言えば、最初に岩いわ屋やで猿の群むれに襲おそわれた時、富雄が艶あで乃の姫ひめの体を抱いたまま長い階段を転びもせずに駆かけ下りる事が出来たのも、走っているうちに少しずつ筋力が増していったお陰である。

「さっきブタが言ってた『そろそろ行ける』って、こういう意味か……」

　呟いて、ギュッと拳こぶしを握る。

　体中の筋肉が押し合うようにみちっと締しまり、鬼き神しんの如ごとき筋きん骨こつ隆りゆう々りゆうたる巨体に、かつて経けい験けんした事のない充実感が漲みなぎった。

　バテ始めた猿神と、筋肉に充みち満ちたこの体。

　富雄の顔に、強気の笑えみが浮かんだ。

　富雄は艶乃姫を見下ろすと、その頭にポンと手を置く。

「取りあえず、危ないからお前は先に帰ってろ。ガキはもう寝る時間だぞ」

　艶あで乃の姫ひめが慌あわてた声で尋たずねた。

「待て富とみ雄お！　そちは一体どうするつもりじゃ!?」

「決まってんだろ。元々俺おれの使命は奴やつを退たい治じして、この町に再びおっぱいを取り戻す事だ。この神ブタの力は、そのために授さずかったんだからな」

　グッと肘ひじを曲げて力こぶを作る富雄。艶乃姫の胴どう回まわりの二倍はありそうな上腕に、蛇へびのように浮き出た太い血管がどくんと脈みやく打うった。

　食い物を荒らすだけならともかく、ガキんちょを食い殺そうなんて奴をこれ以上のさばらせておくわけにはいかないし、自分がやられた分だってやり返さなきゃ気が済まない。猿さる神がみは、今ここで自分がきっちりとどめを刺す。

　だが、猿神に向かって踏み出そうとした富雄を、艶乃姫が摑つかんで引き留めた。

「ばっ、馬ば鹿かを申すな！　調子に乗らず、ここは一いつ旦たん退ひくのじゃ！　何の武ぶ器きもなくして猿神めを仕し留とめられるはずがなかろう！　見よ！　あやつは平気で起きあがってくるではないか！　まずはまっする様の武器を探して買い戻す事！　猿神退治はその後じゃ！」

　猿神を見ると、殴なぐられたショックから回復してゆっくりと体を起こし始めている。いくらバテているとはいえ、一発殴り飛ばしたたくらいじゃさすがに倒れない。

　だが。

「何度も言わせんじゃねえよ」

　富雄は振り返ると、強気の笑えみを浮かべたまま小さな艶乃姫を見下ろす。

「ガキの指さし図ずは受けねえって言っただろ。俺が従うのはこの世でただ二つ。左右のおっぱいだけだ」

　艶乃姫の平らな胸を指してそう言うと、富雄はくるりと背を向けた。




　艶乃姫は、富雄の広く分ぶ厚あつい背中を見つめて言葉を失った。

　その姿すがたに、岩いわ屋やで最初に出会った時の記き憶おくが重なる。

　富雄は最初から言っていた。艶乃姫の家け来らいになるつもりなどないと。ただこの町を救うためだけにまっする様の力を欲するのだと。そして授かった力が如何いかなる物か示された今、ここで退くという選択肢しはこの男には有り得ない。たとえ生き神であるこの艶乃姫の言葉でも、富雄を止める事は出来ない。

　ならば。

　艶乃姫は懐ふところから一枚の札を取り出した。

　さっき猿神に対して使おうとしていた最後の奥の手。

　秘ひ法ほう、「艶あで乃の神しん三さん臨りん讃さん」の札。

　艶乃姫を讃たたえる三つの神しん歌かと共に、艶乃姫の神しん力りきが封ふう入にゆうされたこの札は、艶乃姫と同じ力を一度だけ発はつ揮き出来る。本来は崇すう敬けい者しやに守り札ふだとして授じゆ与よする札であるため、清きよくない俗ぞく世せにおいても力を使う事が可能なのだ。

　艶あで乃の姫ひめがまっする様から授さずかった神しん力りきの正体は、筋きん肉にくを動かすエネルギーとなるＡＴＰという物質の量を自在に操あやつる能力。相手の筋肉を動かせなくする力は、狙ねらった筋肉内ないからＡＴＰを一時的に奪うばう事で、動かすためのエネルギーをなくしているのである。

　そして、量を自在に操れるという事は当然、増やすのも可能という事。

「最も早はや引き留めはせぬ！　存分に戦って参まいれ！」

　艶乃姫はそう言うと、富とみ雄おのシャツをめくって背中に札を貼はり付けた。

　札に込められた力が解放される。

　その瞬しゆん間かん。

　富雄の全身が、みるみるうちに膨ふくらみ始めた。

　富雄の小さな体に溜ためてあったエネルギーの量では、今の筋肉量からすれば微び々びたる物。元々の体に蓄たくわえられていた脂し肪ぼうだって、ここまで筋肉が増え体重が増加した今となっては、全体重の一パーセントにも満たない程ほどだ。そのため、今まで富雄の体は筋肉量が増えたにもかかわらず、エネルギー不足の状態で萎しぼんでいた。だが、艶あで乃の神しん三さん臨りん讃さんの札によってエネルギーが補われた結果、萎んでいた全身の筋肉が一気にパンプアップしたのだ。

　体の隅すみ々ずみまでエネルギーが充みち満ちて、全身の筋肉が急激に張っていく。

　ただでさえ大きく膨らんだ体が、更さらに膨れて山のようになった。

　急激な体の膨ぼう張ちようによって、ビリビリと弾はじけ飛ぶ上半身の服。

　大きな背中が剝むき出しになる。

　首の付け根から肩けん胛こう骨こつの間に蝶ちようのような形で張り付いた、隆りゆう々りゆうたる僧そう帽ぼう筋きん。

　両肩に付いた、ボーリングの玉のような三角筋きん。

　縦たての長さより横幅のほうが大きくなるほどに発達した、分ぶ厚あつく広い広こう背はい筋と大だい円えん筋。

　その広背筋を下から押し上げ、背骨に沿って二本のタンクを背負ったかのように盛り上げる脊せき柱ちゆう起き立りつ筋きん群。

　力の漲みなぎった体中の筋肉は燃えるような熱さを滾たぎらせて、冷たい夜や気きの中にもうもうと湯ゆ気げが立ち上った。その様さまは最早筋肉と言うよりも、活発な活動で隆りゆう起きし続ける活かつ火か山ざんの一大山さん脈みやくだ。

　月の光に白く輝くオーラのような湯気を纏まとって、巨きよ大だいな筋肉山脈と化した富雄は猿さる神がみの正面に立った。

「遠えん慮りよは要いらぬぞ富雄。真の益荒ますら神社の主ぬしたるまっする様の力、猿神めにとくと見せてやるがよい……！」

　艶乃姫は富雄と命運を共にする覚かく悟ごでその場に座ると、その広く分厚い背中をじっと見守った。







[image: 第九章　背負いし物の重さ]







　殴なぐり飛ばされた猿さる神がみは、一体何が起きたのか分からないまま、頭をくらくらさせて起きあがった。

　殴られた場所に痛みがある。

　手を触れると、歯が折れていた。

　口の中に血の味が広がる。

　この痛みと血の味。まるで、群むれの猿にいじめられていた頃ころのようだ。

　猿神は屈くつ辱じよく的な記き憶おくを思い出して、ギリッと歯は軋ぎしりをした。

　だが何故なぜだ？

　自分の体には、一切の武ぶ器きは通じない。

　戦せん車しや砲ほうですら、この体には傷きず一つ付けられないのだ。

　なのに、あの小こ僧ぞうはどうやってこの自分の巨きよ体たいを殴り飛ばした？

　奴やつは一体どんな手段で攻こう撃げきしてきたというのだ？

　奴は一体何なにを隠かくし持っているというのだ？

　怪け訝げんに思った猿神の脳のう裏りに、夕方頃ごろ若い雄おす達から聞いた話が甦よみがえった。

　岩いわ屋やを襲しゆう撃げきした際、男と子供が中から逃げ去ったという。そして、岩屋の中に神の武ぶ器きらしき物は何も残っていなかった。

　……まさか！

　奴がその時の男か？　神の武器を与えられ、人ひと身み御ご供くうの振りをして近づいたというのか？

　この巨体を殴り飛ばし、歯を折ったのは、その神の武器による力なのか……？

　その時、すぐ近くでじゃりっと地面を踏む足音がした。

　ハッと顔を上げる猿神。

　そして猿神は、自分を見下ろす富とみ雄おの姿すがたに思わず凍り付いた。

　丸く満ちた月の光を背にして、隆りゆう々りゆうと盛り上がった筋肉の巨きよ大だいなシルエットが黒々と聳そびえ立つ。

　猿神は立てば三メートルもある巨体だが、手を突いた四つんばいの姿勢では頭の高さは精々でその半分程度。身長一七三センチの富雄のほうが、目線の位置は若じやつ干かん高い。だが猿神の目には若干どころか、富雄の体が自分の巨体より更さらに二倍も三倍も大きく感じた。

　余りにも予想外の大きさ、重量感、そして圧あつ迫ぱく感。

　まるで筋肉で出来た巨大な山が迫ってくるようだ。

　自分がただのはぐれ猿だった頃、群のナンバーワンの雄猿に睨にらまれた時の事を思い出した。

　一方的にやられて片目を潰つぶされた時の恐きよう怖ふが鮮せん明めいに甦った。

　意い地じを張れば、死ぬ。

　神の力を手にしてから久しく感じた事の無かった、生々しい死の予感が背せ筋すじを貫つらぬいた。

　逆ぎやつ光こうになった富雄の影を見上げながら、猿神は思わず後ずさりした。
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　手足が震え、腰から力が抜けていきそうになる。

　その時、背後で群むれの雌めすがギャッと悲鳴を上げた。

　ハッと振り返る猿さる神がみ。

　そうだ。

　ここで逃げたら、自分は再び最さい底てい辺へんの惨みじめなはみ出し者に逆戻り。

　今の地ち位いがあるのは、ただ単に神の力を手に入れたからだけではない。

　何者にも決して退ひかず、決して怖おじず、決して負けなかったからだ。

　その姿すがたを常に群の奴やつらに示し続けてきたからだ。

　だからこそ雌達は先を争って媚こびを売り、機き嫌げんを取りに来る。雄おす達も黙だまってこちらの言いなりになる。

　長年憧あこがれ続け、やっと摑つかみ取った頂ちよう点てんの座を、こんなところで失うわけにはいかない。

　猿神は恐きよう怖ふを嚙かみ殺すようにギリッと歯を食いしばった。

　そして決けつ然ぜんと富とみ雄おの巨きよ体たいを睨にらむ。

「我ハ神ナリ！　我ヲ畏おそレヨ！」

　巨きよ大だいな咆ほう哮こうが夜の境けい内だいをビリビリと震わせた。

　大きい図ずう体たいをしているから何だというのだ！

　さっきまで何も出来ずにただ投げられるだけだった人間に、今いま更さら一体何なにが出来る！

　コイツが何を隠かくし持っていようと関係ない！

　神の武ぶ器きだろうが何だろうが、この体には一切の武器は通用しないのだ！

　意を決して立ち上がった猿さる神がみの身長は、あんなに大きく見えた富とみ雄おを遥かに凌りよう駕がした。

　そうだ！

　コイツは所しよ詮せんただのちっぽけな人間に過ぎない！

　人が神に敵かなうものか！

　このまま捻ひねり潰つぶしてやる！

「イカナル武器ヲ隠シ持ッテイヨウト、コノ神ノ体ニハ通用セヌ！」

　一気に摑つかみかかる猿神。

　だが、富雄は猿神を見上げて不ふ敵てきに笑った。

「だからどうした！」

　ギロッと猿神を睨にらみ上げると、迷わず一気に猿神の懐ふところに潜もぐり込む。

　丸まる太たのような二本の腕が両りよう脇わきに差し込まれ、猿神の胴どう体たいをガッチリと締しめ付けた。

　猿神の動きが止まる。

　肋ろつ骨こつがミシミシと悲ひ鳴めいを上げるように軋きしんだ。

「カハ……ッ！」

　猿神は息が出来なくなって喘あえいだ。

　富雄の両腕うでに、更さらに力が入る。

　はち切れそうに膨ふくれあがった大だい胸きよう筋きんが猿神の胸を更に圧あつ迫ぱくし、丸く盛り上がった両腕の上じよう腕わん二に頭とう筋きんが鉄てつ球きゆうのように脇わき腹ばらに食い込み、厚あつ板いたのように張り出した腕わん撓とう骨こつ筋きんが背中にめり込んで背骨と腎じん臓ぞうを圧おし潰つぶした。

　固い筋きん肉にくの感かん触しよくはまるで鋼はがね。

　締め付ける力はまるで金属プレス機のよう。

　否いな、比ひ喩ゆではなく、これはまさに筋肉による大型圧あつ縮しゆく機械そのものだ。

　猿神は恐ろしいまでの圧力に押さえ込まれ、身じろぎ一つ出来ない。

　足が地面から離れ、猿神の巨きよ大だいな体が完全に宙に浮いた。

「……ッ！」

　猿神は愕がく然ぜんとして目を見開いた。

　馬ば鹿かな！

　人間がこの体を持ち上げるなど……！

　そんな有り得ない事が……！

　一体コイツは何を隠かくし持っているというのだ……？

　その疑問に答えるかのように、富雄が叫んだ。
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　大だい喝かつ一いつ声せい。

　大地をも揺るがすような雄お叫たけびと共に、富とみ雄おは猿さる神がみを抱えて跳んだ。

　そう。

　富雄は武ぶ器きなど何も隠かくし持っていない。

　完全な丸まる腰ごし。

　鉄てつ片ぺん一つさえ携たずさえず、あるのはただはち切れそうな己おのれの筋きん肉にくのみだ。

　猿神に武器は効かない。

　爪つめも牙きばも、刀も槍やりも鉄てつ砲ぽうも、戦せん車しや砲ほうのデタラメな貫かん通つう力りよくですら通つう用ようしない。

　仮に更さらなる威い力りよくの武器を持ってきたところで、「武器が効かない」というのが猿神の打ち立てたこの世の法ほう則そくである以上、何を使おうと結果は同じ事。たとえ核かくミサイルを一万発打ち込んだところで、それが武器であり兵器である以上、猿神には傷一つ付けられないのだ。

　だが、もし相手が一切の武器を持たなかったら？

　ただ己おのれの筋きん力りよくだけで、猿神を凌りよう駕がするパワーを持っていたとしたら？

　立ち上がれば三メートルを超すこの巨きよ体たいですら圧あつ倒とうする、超ちよう絶ぜつ的な筋肉量りようだけを頼みに立ち向かってきたとしたら？

　猿神の巨きよ大だいな体が、富雄に抱えられたまま高々と月夜に舞った。

　そして富雄は弓なりに体を反そらし、猿神を頭から真まっ逆さかさまに地面に叩たたきつける。

　ものすごい衝しよう突とつ音おんが、夜の町の空気を大きく震わせた。

　まるで隕いん石せきの落下のような衝しよう撃げき。

　石いし畳だたみが粉こな々ごなに割れ、地面がえぐれて巨大なクレーターが開く。

　脳のう天てんから真っ逆さまに地面にめり込んだ猿神は、そのまま穴の中央で大だいの字じに倒れ、完全に意識を失った。




　衝突の弾はずみで、大の字になった猿神の口の中から何かがぽろりと転がり出るのを富雄は見た。

　立ち上がって拾い上げると、石で出来たこぶし大の丸い鈴すず。

「こりゃ一体……？」

　富雄が不ふ思し議ぎそうに首を傾かしげた時、突とつ然ぜん猿神の巨大な体が縮みだした。

「なっ？　何だ？」

　驚く富雄の見ている前で、あっという間に普通の瘦やせた猿に変へん貌ぼうしていく猿神。

　腹の中からまっする様の声がした。

〔どうやらその鈴が猿神の力の源みなもとやったみたいやね〕

「こんな鈴がなぁ……」

〔一応どこの神さんの力か調べてみるから、持って帰って〕

「ああ、分かった」

　富とみ雄おは鈴すずをズボンのポケットに押し込んだ。

　その時、富雄と猿さる神がみの戦いをじっと見ていた猿の群むれが、一いつ斉せいに逃げ出した。

「アイツら、これまで猿神のお陰で散さん々ざんいい思いをさせてもらってきた癖くせに、やられた途と端たんに見捨てて逃げんのかよ……」

〔まぁ、ケダモノなんて所しよ詮せんそんなもんやで〕

「でも、一いつ匹ぴきくらい助けに来る奴やつがいたって良さそうなもんなのにな……」

　振り返る事すらしないで我われ先さきに走り去っていく猿の群を眺ながめながら、富雄はどこか憐あわれむような声で呟つぶやいた。

　そして、今やただの白しら髪が猿となった猿神を見下ろす。

　跳びかかってくる直前。

　コイツは確かに怯おびえていた。

　この鋼はがねの肉体を前にして、コイツは間違いなく震えていた。

　勝てない事を本ほん能のう的に悟さとっていた。

　でも、逃げなかった。

　どれだけ怖こわくても、仲間の見ている前で敵に背を向ける事はしなかった。

　恐きよう怖ふを乗り越えて立ち向かってきた。

　それがどれだけ勇気の要いる事なのか。

　箱から出て猿神と顔を合わせた時のあの恐怖を経験した富雄には、勝ち目のない相手と対たい峙じして逃げずに立ち向かう事の凄すごさが痛い程ほどよく分かった。

　コイツは下げ衆すで残ざん忍にんで凶きよう暴ぼうで身み勝がつ手てで救いようのない猿だったが、最後に立ち向かってきた勇気だけは本ほん物ものだった。偶ぐう然ぜん手に入れた神の力に奢おごって、自分の力でもない癖くせにいい気になって暴あばれ回った、軽けい薄はくで傲ごう慢まんな乱らん暴ぼう者ものだったが、最後の勇気だけはコイツ自身のものだった。

　命いのち懸がけで戦った者同どう士しだからこそ、その勇気にだけは敬けい意いを払うべきだと思った。

　富雄は猿神の側そばにしゃがみ込むと、その体を抱き上げた。そして拝はい殿でんの奥の山へと運び込む。

　猿神が死んでおらず、普通の猿に戻ったと知れば、町の連れん中ちゆうはきっとただじゃおかないだろう。これまでの恨うらみとばかりに大おお勢ぜいで追い回し、恐らくは「二度と悪さをしないようにするため」などの理由で、捕ほ獲かくし永えい久きゆうに檻おりに閉じ込めてしまうはずだ。コイツがやってきた事を考えればそれは多分当とう然ぜんの処しよ置ちだし、襲おそわれ大おお怪け我がを負わされ生活の基盤を根こそぎ破は壊かいされた町のみんなの気持ちを考えれば、やめろとは言えない。自分の力を見せつけるためだけに、小さな艶あで乃の姫ひめを人ひと身み御ご供くうとして生きたまま食おうとするような凶暴な猿。富雄だって、本ほん音ねを言えばそうしたい気持ちは山々だ。

　でもそれは、猿神の勇気を侮ぶ辱じよくする行為。

　力を失った猿さる神がみを寄ってたかって大おお勢ぜいでいたぶるのは、己おのれの体一つで堂どう々どうと立ち向かってきた勇ゆう者しやを貶おとしめる行為だ。

　それだけはしたくないし、させたくなかった。

　意識のない猿神に、富とみ雄おは独ひとり言ごとのように語りかけた。

「お前が暴あばれた理由……。山に餌えさがなかったわけでもなけりゃ、人に何か恨うらみを抱いていたわけでもねえ。ただ単純に、雌めすにかっこいいところを見せてちやほやされたかったんだろ？　分かるさ。男が戦う理由なんて、他にいらない。それだけで充分だ……」

　山の中ちゆう腹ふくまで登ると、人ひと目めに付かない木こ陰かげにそっと猿神の体を安あん置ちする富雄。

　目立つ白い毛が人に見つからないよう、猿神の体に落ち葉をかけて隠かくすと、まだ気き絶ぜつしたままの猿神の頭を富雄はそっと撫なでた。

「……俺おれだって、お前と同じさ。神じん社じやに連れてこられた時、あの場におっぱいの大きな可愛かわいい巫女みこさん達の姿すがたがなけりゃ、神の使いなんて引き受けなかった。この体だって、俺の力じゃなくて神ブタの力だ。何も違わねえ。俺達は同じ力を手に入れ、同じ物を背負って闘たたかったんだ。俺が神に選ばれた勇者だってんなら、お前だって勇者でいい……」

　富雄は立ち上がった。

　そして、猿神の顔を見下ろす。

「でもな。猿の雌に、たわわに膨ふくらむおっぱいはねえ。あるのは長い乳ち首くびだけだ。だからお前は俺に勝てなかった……」

　富雄はくるりと背を向けた。

「……おっぱい二つ分だけ、俺の背負った物のほうが重かったのさ」

　夜よ風かぜが木々の梢こずえを震わせた。

　その音にも気付かず、昏こん睡すいしたままの片目の白しら髪が猿ざる。

　冴さえた月の光が、木々の合間を縫ぬって冷たくその顔を照らす。

　そして富雄は、振り返ることなく静かにその場を後にした。




　山から戻ってきた富雄の姿すがたを見て、艶あで乃の姫ひめは立ち上がると思わず駆かけ寄った。

「ようやった富雄！　大たい儀ぎであったの！　あっぱれじゃ！　さすがはまっする様の鼠ねず人びとじゃ！」

　そう言いながら、大はしゃぎで富雄の体に飛びつく艶乃姫。

「だからその呼び方やめろって。こんなデカい鼠ねずみがいるかよ」

　富雄は艶乃姫を抱き留めると、苦く笑しようしながら肩を竦すくめる。

　艶乃姫はその大きな肩にちょこんと腰をかけると尋たずねた。

「それで、あの猿めはいかがした？　葬ほうむって参まいったのか？」

「殺してねえよ。気き絶ぜつしただけだ。人に見つからねえように、山ん中に隠かくしてきた」

「おお、左さ様ようか左様か。それは何よりじゃ。まっする様の御お山やまで殺せつ生しようは禁じられておるしの。それに、普通の猿さるに戻った以上、これまでのような悪さはもう出来んじゃろうて」

　艶あで乃の姫ひめは自分が食われそうになった恨うらみなどすっかり忘れて、ただ嬉うれしそうに富とみ雄おの話にうんうんうなずく。

　そして、しみじみと呟つぶやいた。

「……初めて会おうた時は正直言うてこんな男に鼠ねず人びとが務まるかと不安じゃったが、取り越し苦労じゃったの。家でのもてなしといい、猿さる神がみ相手の勇ましい戦い振りといい、そちは儂わしの自じ慢まんの家け来らいじゃて。ほんによう頑がん張ばった。よう無ぶ事じじゃった……」

　ホッと安あん堵どすると同時に張りつめていた気持ちが切れて、思わず艶乃姫は目め元もとを潤うるませた。

　富雄はそんな艶乃姫の態度に少し意い外がいそうな顔をしてから、照れ隠かくしのように呟く。

「ま、家来っつっても、猿神倒たおしちまったからもう終わりだけどな」

　その言葉にハッとする艶乃姫。

　そうだ。鼠人としての富雄の使命は猿神を倒す事。それが済んだ以上、富雄が鼠人を続ける理由はない。もう、これでお別れなのだ。

　思い返せば短い付き合いだった。

　今日きようの夕方頃ごろに出会って、そして今から家に帰ればもう富雄は鼠人でも艶乃姫の家来でもなくなる。明日あしたには富雄の家も出る事になるだろう。こんなに短い付き合いの鼠人など、千年の間まっする様に仕つかえてきた艶乃姫にとっても今回が初めてだ。

　でも。

　鼠人となった者と、こんなに濃のう密みつな時間を過ごしたのもこれが初めてだった。鼠人の家に行って家族一同からもてなされるなど、これまでは考えた事すらなかった。

　富雄の無ぶ礼れいとも思える程ほどの対等な口の利き方も、大おお勢ぜいで囲む温かい食しよく卓たくも、艶乃姫が生き神となってからは初めての経験だった。戸と惑まどう事も多かったし、あまりの無礼不ぶ作さ法ほうを不ふ愉ゆ快かいに思う事も多た々たあったが、それでも、この千年の間ずっと独ひとりぼっちだった艶乃姫に欠けていた何かを埋めてくれるような、不ふ思し議ぎに満ち足りた数すう時間だった。正しよう体たいを伏せ、子供達にこっそり紛まぎれて遊ぶだけでは満たされなかった何かを、この無礼な若者との時間は満たしてくれたような気がした。

　……思えば、おかしな奴やつじゃった。

　艶乃姫はそっと富雄の横顔を見た。

　生き神である艶乃姫の事を畏おそれる気持ちなど微み塵じんも持たない無礼な人間。初しよ対たい面めんでいきなり貴き人にんの御み簾すをめくり上げるなど、艶乃姫の常識からすれば野や蛮ばん人じん以下の振る舞いだ。

　しかし艶乃姫の事を軽んじていたわけでは決してなかった。艶乃姫のためにお湯も用意し部屋も差し出した。岩いわ屋やに猿の群むれが入ってきた時も咄とつ嗟さに守ろうとして行動したし、艶乃姫が猿さる神がみに食われそうになった時も、富雄一人ひとりだけで逃げようと思えば逃げられたのに、一いつ片ぺんの迷いもなく助けにきてくれた。千年も生きてきた艶あで乃の姫ひめを相手に子供呼よばわりだったが、艶乃姫はその事にムキになって反発しつつも、千年振ぶりに本来の年ねん齢れい相そう応おうに扱ってもらえたような、奇き妙みような安心感があった。

　まっする様に対しては、どうしても神と人との間の越えられない壁がある。

　神じん社じやの者達に対しては、あくまで神として振る舞わねばならない。

　山に来た子供に交じって遊ぶ時には、正体を伏せねばならない。

　だが富とみ雄おの前では、艶乃姫として正しよう体たいを隠かくすことなく、それにもかかわらずただの子供でいられた。千年生きた艶乃姫でありながら子供でいる事を許された。こっちのほうが千年も年とし上うえなのだと背伸びをしようとするところまで含めて、本来の等とう身しん大だいの自分を、そのままに受け入れてもらえた。きっとそれは幼おさなくして不ふ死しの生き神となった艶乃姫にとって、自分で思っていたよりずっと大切な事だったのだ。

「富雄……」

　艶乃姫は富雄の肩に乗ったまま、小さな声で囁ささやいた。

「何だ？」

　家に向かって歩いていた富雄が、足を止めずに聞き返す。

　艶乃姫は胸の内の寂しさを悟さとられぬよう、顔を逸そらして月を見た。

「鼠ねず人びとでのうなっても、また遊びに来い」

「ん？」

「……今度は家け来らいではなく、儂わしの友として」

　富雄はキョトンとしたように艶乃姫を見上げる。

　そして意い外がいそうな声で尋たずねた。

「何だよ。もしかして寂しがってんのかお前？」

「べっ、別に寂しがってなどは……」

　真まっ赤かになって否定する艶乃姫。

　富雄はからかうように笑った。

「そういやお前、友達いねーもんな。あんな穴に引き籠こもりっぱなしで」

「だっ、だからそういうわけではなく、見み事ごと務めを果たした褒ほう美びとして、今後も儂の岩いわ屋やへ立ち入る事を特別に許可してやろうと……！」

　必ひつ死しで言い訳わけをする艶乃姫だが、富雄はそれを聞いてますます笑うばかり。

　艶乃姫は真っ赤な顔のままふくれっ面つらになって黙だまり込んだ。

　富雄はひとしきり笑い終えると、楽しげな顔のまま呟つぶやいた。

「……ま、折せつ角かく許可もらったんだから、これからはあの岩屋をエロ本置き場に使わせてもらうとすっか。あっちのほうが広いし、管理もしっかりしてそうだしな。あのブタも文もん句くは言わねーだろ」

「知らぬ！　勝かつ手てにせい！」

　艶あで乃の姫ひめは拗すねたまま、プイっとそっぽを向く。

　富とみ雄おはそれを見て苦く笑しようすると、艶乃姫の頭を大きな手の平でポンと叩たたいた。夕食の時、遠えん慮りよするなと言って頭を叩いたのと同じ、あの柔らかい感かん触しよく。

「拗ねるなよ。遊びに行くついでに本も置かせてもらおうかなって話だろ。来いって言ったの、お前じゃねーか」

「………！」

　艶乃姫は、がばっと振り返った。

　拗ねていた事など一いつ瞬しゆんで忘れ、ぱぁっと顔かお中じゆうをほころばせる。

「そうか！　ならば毎日でも置きに来い！　まっする様も儂わしも大だい歓かん迎げいじゃぞ！」

「おいおい。ガキの癖くせにエロ本歓迎してんじゃねえよ」

「なっ、何を言うか！　ガキではないわ！　儂はこれでもそなたより遥かに年上の……！」

　艶乃姫はむーっと口を尖とがらせて言い返しかけたが、富雄が笑っているのに気付いてハッと口を噤つぐむと、釣つられたように自分も小さく微笑を浮かべた。

「……まぁ良い。それより、今こ宵よいは色々あって疲れたわ……」

　むにゃむにゃと呟つぶやくと、コテンと富雄の頭に凭もたれるようにして目を閉じる艶乃姫。

「少し眠る。起こさずともよいぞ……」

　そう言うが早いか、艶乃姫はそのまま富雄の肩の上で安心し切ったようにすやすやと寝ね息いきを立て始める。

「……やっぱガキじゃねーか」

　富雄はその幼おさない寝ね顔がおを見てやれやれと溜ため息いきをつくと、艶乃姫の眠りを妨さまたげないよう気を付けながら、我が家へ向かって静かに急いだ。

　まさか玄げん関かん先さきに動けなくなった両親と市長が転がっていて、結局無む理り矢や理り艶乃姫を起こす羽は目めになるとは、全くもって露つゆ知しらぬ富雄なのだった。
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　翌よく朝あさ。

「……なんか、夢でも見てたような気き分ぶんだな」

　富とみ雄おは自分の体を見下ろして呟つぶやいた。

　今朝けさ目を醒さましてみると、あれだけ大きくなっていたはずの体はすっかり萎しぼんで元に戻っていた。所ところ々どころに残る打だ撲ぼくの痕あとと痛みがなければ、昨さく晩ばんの事が本当だったのかどうか自分でも分からなくなりそうだ。

　まっする様が眠そうな顔で説明する。

「まあ、短たん期間で付けた筋きん肉にくは、鍛きたえてへんと短期間で落ちてまうもんやからね。一ひと晩ばんで付けた筋肉は一晩の内に落ちてしまうんよ」

「そうか。ま、あんなデカい体じゃ日常生せい活かつに差し支つかえるし、元に戻って助かったけどな」

　富雄はそう言いながら服を着る。あのままの体では、着る服にも困るところだった。

「それであの鈴すず、何か分かったか？」

　尋たずねる富雄。

　猿さる神がみが気き絶ぜつした時に吐き出した、小さな石の鈴の事である。

「ああ、これね。大だい丈じよう夫ぶ、任せて。富雄ちゃんが寝てる間にちゃんと調べといたで。ばっちりよ」

　まっする様は鈴を手に載のせて得とく意い気げにうなずく。

「んで、結果は？」

「うん。間違いないわ。おっちゃんのお旅たび所しよの一つに置いてあったけど八〇〇年前くらいに紛ふん失しつした神しん鈴れいやわこれ」

「は……？」

　一いつ瞬しゆん固まる富雄。

　まっする様はにこにこしながら続ける。

「どこ行ったんかと思てたけど、まさかこんな形で戻ってくるとは思わへんかったなぁ。富雄ちゃんのお陰やで。ホンマおおきに」

「……ちょっと待て。んじゃ、猿に取り憑ついてた神ってお前か!?　お前が全ての元げん凶きようかよ！」

　富雄の問いに、まっする様は慌あわてて首を横に振る。

「いやいや、ちゃうちゃう！　あの猿がこの鈴手てに入れて、おっちゃんの力に感かん応のうしてちょっとだけ筋肉増ふえたり知ち性せい上がったり神さんの力使つかえるようになってたっていうだけよ。神さんが取り憑いたんちゃうかっていうのはただの推すい測そくやし、神さんの力を使つこてるようやったからそう思っただけで。それに実際おっちゃんの力を使ってたわけやから、そんなに推測外はずれてたわけでもないし」

「どっちにしたってテメエの力が元凶だろうが！　そしてテメエの管理不ふ行ゆき届とどきが原因だろうが！　つまりは全部テメエが悪いって事だろうが！　このブタが！」

　思わず詰め寄ってまっする様の腹の肉をぎゅうっと絞しぼり上げる富とみ雄お。

　まさか、あの猿さる神がみを作り出したのもこのまっする様が原因だったとは。もしかして、この辺りに大おお昔むかしから定期的にあの手の化ばけ物ものが現れては人を困らせたっていうのも、全部この鈴すずが原因だったんじゃなかろうか。だとしたらまっする様は町を救ってきた救いの神どころか、とんでもない疫やく病びよう神がみである。昨日きのうの晩、まっする様の力を体たい感かんして少しは見直す気になってたっていうのに、本当に駄だ目めなブタだ、このブタは。

　富雄は座り込んではぁ～っと大きく溜ため息いきをつくと、気持ちを切り替えるように言った。

「まあいいか。どうせもうテメエの使いじゃなくなるんだしな」

「ああ、そういえば猿神倒たおしたんやからもうお役やく御ご免めんやね。知り合って一日でお役御免とか、ちょっと寂しいけど」

　ちょっとしんみりした様よう子すでうなずくまっする様。

　そして、富雄に向かって手を差し出した。

「ほな、おっちゃんが貸したモン返して」

「え……？」

　戸と惑まどう富雄。

　まっする様は怪け訝げんそうに言う。

「え、って何？　おっちゃん説明したやん。貸してる間はおっちゃんの使いで、返したらお役御免やて。借りっぱなしは無しやで」

「いや、でも俺おれの場合、道具とか借りたわけじゃなくてテメエの肉を食わされたわけで、返すったってどうすれば……」

「あっ！　そういえばそやったっけ……」

　まっする様もようやく気付いてハッと固まった。そしてまじまじと富雄を見つめる。

「……アカンやん。あの肉もう完全に消しよう化かされて富雄ちゃんの体と同どう化かしてしもてるから、返しようないやん……」

「返しようがないって……。じゃあどうなるんだ……」

「そら、一生おっちゃんの使いやめられへんって事に……」

「おい、ちょっと待てよ！　一生やめられねえって！」

　富雄は青ざめた。

　まっする様は脂あぶら汗あせをかきながら、誤ご魔ま化かすように笑う。

「ま、まあ別にええやん。おっちゃんの力が宿ってたって別に困る事ないし、むしろ便利やろ？　それにおっちゃんらも助かるしね。猿のせいで神じん社じやメチャメチャにされたから当とう分ぶん帰られへんけど、富雄ちゃんがおっちゃんの使いのまんまやったら別にここにおっても構へんやろし。艶あで乃のちゃんもきっとそのほうが喜ぶと思うし」

「テメエらが良くても俺が良くねえんだよ！」

　思わず富とみ雄おはまっする様のたるんだ両りよう頰ほほの肉をぎゅうっと引っ張った。

　一いつ刻こくも早く自分の部屋を取り戻したくて頑がん張ばったというのに、これでは全ぜん然ぜん意味がない。

　富雄がずーんと落ち込んでいると、まっする様が慰なぐさめるようにポンと肩を叩たたいた。

「まあまあ、元気出だしぃや。富雄ちゃんのお陰で町のみんなもすっかり元気になったし、すぐまた富雄ちゃんの大好きなおっぱい溢あふれる町に戻るて」

「ま、まぁ、それは確かにいい事だけどな……」

　何とか気持ちを立て直す富雄。

　確かにもう猿さるの脅きよう威いは去ったわけだし、お好このみ焼やき屋や「モダン亭てい」の明るくておっぱいの大きい看かん板ばん娘むすめも、ラーメン屋「チュンチュン軒けん」のおっぱいの大きなチャイナ娘も、「紅こう茶ちや館かん」のおっぱいの大きい美人マスターも、カラオケ屋のおっぱいの大きなバイトの娘こも、きっとみんな戻ってくる。そして神じん社じやの巫女みこさん達だって、俺おれの事を英えい雄ゆうとしてちやほやしてくれるはずだ。

　そこで富雄はハッと思い出す。

「そういや、猿神を退たい治じしたら巫女さんとデートさせてくれるよう約束してたよな!?」

　ガバッと顔を上げると勢い込んで確かく認にんする富雄。

　まっする様はグッと親おや指ゆびを立ててナイスなスマイル。

「大だい丈じよう夫ぶ。それもちゃんともう手て配はい済ずみやから」

「マジか！　なんて手て回まわしの良さ！　やるじゃねえか！　さすがは益荒ますら市し一いちの宮みやに坐ましますまっする様だぜ！」

　富雄はパッと顔を輝かせて踊り上がると、ヒャッホウと拳こぶしを突き上げた。

「で、相手は？　やっぱあの一番おっぱいの大きい妖よう艶えんな雰ふん囲い気きのあの巫女さんか？　それとも見み習ならい巫女さん達の誰だれかか？」

「それはやね……」

　その時、タイミングを見み計はからったかのように部屋の戸が開いた。

　そして姿すがたを顕あらわしたのは艶あで乃の姫ひめ。

「支し度たくは調ととのった！　出かけるぞ富雄！」

　長いコートに帽ぼう子しにマスクにゴーグルにストールを巻いて手て袋ぶくろを嵌はめた妙みようちきりんな格かつ好こう。

　富雄は一いつ瞬しゆんぽかんとしてその場に固まる。

「なんだお前その格好……？」

「ん？　これか？　『でえと』というのは外をあちこち回ると聞いた故ゆえ、そちの母に命じてなるべく外の穢けがれに触れぬような服ふく装そうを用意させたのじゃ！　見よ、この完全なる装そう備びを！」

　そう言って、奇き妙みような格好を得とく意い気げに見せびらかす艶乃姫。

　富雄はわけが分からない。

「いや、ちょっと待て！　何でガキとデートなんだよ？　俺は神社の巫女さんと……！」

　問い詰めるようにまっする様のほうを見る。

　まっする様はたるんだ顔にたるんだ笑えみを浮かべた。

「神じん社じやの巫女みこさん達は直接的にはおっちゃんやなくて艶あで乃のちゃんに仕つかえてるから、おっちゃんの一いち存ぞんではどうにもなれへんやん？　そやから艶乃ちゃんから巫女さんに伝えてって頼んだら、富とみ雄おちゃんへのご褒ほう美びって事やったら是ぜ非ひとも自分がやりたいて言うて。富雄ちゃんの事、自分で直接褒ほめてあげたいんやて」

「おい！　それじゃ話が違うだろ！」

「へ？　何で？　艶乃ちゃんかて、生き神がみ様さまいうてもおっちゃんに仕つかえる巫女なわけやし、何も違わへんで？」

　キョトンとして問い返すまっする様。

「ふっ、ふざけんなテメエ……！　コイツが相手じゃ、デートじゃなくて単なるガキのお守もりじゃねえか……！」

　怒りでプルプルと震える富雄。

　艶乃姫が再び急せかす。

「これ富雄！　何をグズグズしておる？　早はよう支し度たく致せ！　日が暮れてしまうではないか！」

　まっする様が囁ささやく。

「……艶乃ちゃんな、千年振ぶりに珍めずらしい外の世界を直じかに見て回れる言うて、昨日きのうの晩からすっごい楽しみにしてたんよ。がっかりさせんといたってや」

　そう言われて艶乃姫を見ると確かに、頰ほおを上じよう気きさせながらきらっきらした目で、出かけるのを今か今かと待っている。このそわそわした顔はどう見ても、ただ単に自分が外に遊びに行ってみたいだけの顔だ。明らかに、富雄へのご褒美など二にの次つぎである。

　しかし、こんな子供がこんなに無む邪じや気きに楽しみにしている様よう子すを見せられては断れないというのもまた事実。

　そこへまっする様からのお言葉。

「ああ、そや。艶乃ちゃん今の時代のお金持もってへんから富雄ちゃんが奢おごったってな」

「はあ!?」

　思わず目を剝むく富雄。デートのはずが子供のお守りに変へん更こうされただけでもひどいのに、この上更さらに金までむしり取るとか、最も早はやご褒美どころかただの罰ばつゲームだ。

　そんな富雄の顔を見ながら、まっする様は面白がっているようにニヤニヤと笑って囁ささやいた。

「あ、こんなこと言われんでも、富雄ちゃん的にはデートで男が奢るんは当たり前やった？」

　ぷちっ。

　富雄の堪かん忍にん袋ぶくろの緒おが音を立てて切れた。

　それと同時に、怒りで過か度どに力んだ全身の筋きん肉にくが、その負ふ荷かに反応してみるみる膨ふくれあがる。そして富雄は雄お牛うしのような体でまっする様を首の後ろに担かつぎ上げた。そのまま、胴どう体たいから真まっ二ぷたつにする勢いでアルゼンチンバックブリーカーを極きめながら吼ほえる。

「ふっっっざけんなこのブタあああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああっっっ[image: !!!!]」

「ちょっ！　やめて富とみ雄おちゃん！　アカンこれ痛い！　ホンマ痛いって！　助けて艶あで乃のちゃん！」

「これ富雄！　まっする様と遊んでばかりおらず、早はよう支し度たくせいと言うておるに！」

　富雄の怒ど声せいとまっする様の悲ひ鳴めい、そして艶あで乃の姫ひめの急せかす声が、天てん井じようと屋根を貫つらぬいて空高く響ひびき渡った。

　その騒そう々ぞうしい声に混じって空まで届いてくるのは、店のシャッターを開く音や仕入れのためのトラックが行き交うエンジン音、そして町を行き交う人々の談だん笑しよう。

　晴れた青空はそんな喧けん噪そうを吸い込みながらどこまでも澄すみ渡り、久し振りに平和の戻った町を明るく照らすのだった。





終









あとがき







　初めての方ははじめまして。久し振りの方はお久しぶりです。佐さ藤とうケイです。




　月つき日ひの経たつのは早いもので、気が付けば私もデビューしてから十年以上経ちました。

　そこで思ったんです。

　私もそろそろ何か大人おとなっぽい物を書いてもいい頃ころなんじゃないかと。

　そこで大人っぽい物と言ったら何があるかなーとつらつら考えていたんですけど、やっぱり目で見て分かる大人の象しよう徴ちようといえば二つの胸の膨ふくらみ、おっぱいだろう。よし、じゃあ新しいシリーズのテーマはおっぱいにしよう。自然な形でおっぱいをいっぱい出すために、主しゆ人じん公こうはおっぱい大だい好すきという設せつ定ていにしよう。そして、優しく主人公の手を取って自分のおっぱいを揉もませてくれるようなキャラを出そう。でもあんまり軽かる々がるしくおっぱい揉ませちゃうような女の子って正直ちょっとどうなんだろうな。よし、じゃあ神かみ様さまって事にしよう。神様だったら人間と価か値ち観かん違ってても受け入れやすいもんな。そうだ、どうせ人間と違う価値観だったら常じよう時じおっぱい丸まる出だしとかほとんど全ぜん裸らみたいな格かつ好こうにしてしまおう。

　みたいな事を考えた結けつ果か出来たのがこの本です！　……ゴメン、かなり噓うそついた。

　まあでも、優しく主人公の手を取って自分のおっぱいを揉もませてくれる常じよう時じ半はん裸らの神様っていうのは全部達たつ成せいしてるし、まるっきり噓うそってわけでもないよね。




　まあそれはそれとして、筋きん肉にくが発達するメカニズムとされる「超ちよう回かい復ふく」ですが。

　超とか付いてるんでちょっと中ちゆう二に病びよう心ごころをくすぐられる響ひびきではありますが、作さく中ちゆうでも触れたように、元の状態に戻るのが本来の意味の「回復」で、筋肉の発達時じにはただ回復するだけじゃなく元の状態を「超える」から「超回復」と呼ぶ、というだけのつまらない話で、残念ながら中二病的てきロマンを刺し激げきしてくれるような物は何もありません。

　でね、この超回復なんですが、将来のある若い読者さんのために一つ注意しておきます。超回復って「筋肉が傷ついてから回復する時に元よりも大きくなる現げん象しよう」って説明される事が多いんですが、この場合の「傷つく」っていうのは筋きん組そ織しき全体が傷つくわけではないんです。筋肉を構こう成せいする「筋きん繊せん維い」は、更さらに小さな「筋きん原げん繊維」という分ぶん子しレベルのミクロの組織から成り立っていますが、ここの構こう造ぞうが崩くずれてしまう事を指すんですね。筋原繊維は極きよく小しようのミクロの構造ですから、普ふ段だん生活していて普通に筋肉を使っただけでもすぐ崩れるもので、当然すぐ回復します。疲ひ労ろう感かんや多少の筋肉痛はあっても、痛めたという自覚症しよう状じようは起きません。簡単に回復するレベルだから、元の状態以い上じように回復させちゃう余よ力りよくもあるわけです。

　でも、自覚症状が出るレベルまで痛めてしまうと、筋原繊維ではなく筋繊維レベルで損そん傷しようしています。こうなると原げん状じよう回復すらままならないわけでして、ましてや超回復なんてする余よ裕ゆうはありません。いわゆるオーバートレーニングというのがこれで、これでは筋きん肉にくが発達するどころか、やればやるほど壊こわれていって萎しぼんでいってしまいます。

　ところが、超回復を起こすためには自覚症状が出るレベルまで筋組織を傷つけるんだと勘かん違ちがいしてる人が世の中結けつ構こういるんです。困った事に、プロのトレーナーやインストラクターの中にすら勘違いしてる人がいたりするくらいですから、読者の皆さんはよくよく気を付けて下さい。

　もちろん、スポーツをする上においては、神しん経けい系けいを鍛きたえるためとか色んな理由で、筋きん肥ひ大だいの観かん点てんから見ればマイナスなトレーニングも数多く必要となるんですが、しかし筋きん力りよくアップを目的として鍛えている時にまで筋きん萎い縮しゆくを起こさせるような事をしていては、意味が無いどころか逆ぎやく効こう果かですからね。




　とまあそんな感じで、それでは定てい番ばんの謝しや辞じを。

　まず最初に、素晴らしいイラストを描いて下さったさめだ小こ判ばん様、ありがとうございます。今回はほとんどおっぱいを描く機会がない話でしたが、次じ巻かんからはおっぱいいっぱい夢ゆめ一いつ杯ぱいにしていきたいと思っているので今後とも是ぜ非ひよろしくお願いします。

　続いて担当さん、「新しいシリーズは筋肉で行く」と決めてから設せつ定ていが固まるまでものすごく時間がかかってしまってすみませんでした。でも設定が決まった後は書き上げるの割と早かったですよね。今後もなるべく執しつ筆ぴつ速度を維い持じ出来るよう頑がん張ばるつもりだけはあります。つもりだけは！　今日きようはもう寝ますが明日あしたから本ほん気き出すので期待して下さい！

　そして最後に、この本を手にとって下さった読者の皆みな様さま。本当にありがとうございます。楽しんで頂けたでしょうか。これから話も世せ界かい観かんも胸も筋肉もどんどん膨ふくらませていきたいと思っていますので、応援して頂けたら幸さいわいです！

　それでは、また次の本でお会い出来る事を心より願っています。





佐さ藤とうケイ
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佐さ藤とうケイ

11月11日生まれ。第７回電撃ゲーム小説大賞〈金賞〉受賞。蠍座。血液型はＡ型。趣味は楽器演奏、絵を描くこと。自分の誕生日に自分でケーキを焼くのはもしかして寂しい事なんじゃないかと最近思い始めています……。
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イラスト／さめだ小こ判ばん

筋トレやった翌朝筋肉痛があるとニヤニヤしてしまう…そんな経験はみんなあるよな！な！　そんな肉体派イラストレーターです。
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筋きん肉にくの神かみマッスル








佐さ藤とうケイ
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